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安全について
車両の運転，整備，修理時に発生する事故の大部分は，安全確保のための基本的なルールや注意事項を
守らなかったことが原因となっています。事故の多くは，あらかじめ考えうる危険状況を認識すること
によって未然に防ぐごとができるものです。作業者は，安全に影響を及ぼす恐れのある人的要因を含
む，潜在的な危険に注意しなければなりません。整備作業者はこれらの作業を適切に行うために正しい
工具と技術を使用し，専門の訓練を受けていなければなりません。

不適切な方法で車両の運転，給脂，整備または修理を行うことは危険で，重傷事故または死亡事故を招
く恐れがあります。

本製品の運転，潤滑，メンテナンス，修理については，その作業の実施が許可されており，運転，潤
滑，メンテナンス，および修理に関する情報を読んで理解していることを確かめるまで行わないでくだ
さい。

本書および車両上には安全上の注意事項が記載されています。これらに留意しないと，作業者自身また
は周囲の人たちが死亡または重傷を負う可能性があります。

これらの危険は「安全に注意を集中させるシンボル」およびそこに含まれる「標語」，「危険」，「警
告」または「注意」で識別されています。例えば次に示す「警告」で目立つように説明されています。

この安全警告記号は次のことを意味します。

要注意， 危険防止， 安全第一。

このシンボルに続いて，予想される危険の内容が説明文または図によって示されます。

製品を損傷する恐れのある運転操作については，製品上および本書内で “注意” ラベルにより明示されて
いる箇所に記載されています（このリストはすべてを網羅するものではありません）。

どこにどんな危険があるかを完全に予知することは，Perkins にとって困難な問題です。 したがって本
書および車両に貼付したラベルに記載されている警告の内容も，必ずしもすべての場合を説明している
訳ではありません。 作業場所特有の規則や諸注意等，その使用場所で本製品を運転する際に適用される
すべての安全上の規則や注意事項に関して考慮したと確信できない場合は，本書の記載と異なる方法で
本製品を使用しないでください。 Perkins が特に推奨していない工具，作業手順，作業方法，操作技術
を使用する場合には，整備作業者は自分自身および周囲の人たちの安全を十分に確かめなければなりま
せん。 また，その作業の実施が許可されており，使用する予定の運転，潤滑，メンテナンス，修理の手
順によって，本製品が損傷したり，安全性が損なわれたりしないことを確認する必要があります。

本書の説明，整備基準，および写真やイラストは，本書を作成した時点で利用し得た情報にもとづいて
います。 整備基準，締付けトルク，圧力，寸法，調整方法，写真やイラスト等は常に変更されることが
あります。 これらの変更は，製品の整備作業に影響を与えることがあるので， 実施しようとする整備作
業について必要な情報を漏れなく集め， 最新情報は，Cat ディーラから入手できます。

注意
この製品で交換部品が必要な場合，Perkinsでは純正のPerkins®交換部品の使用を推奨しています。

他の部品は，純正機器の一定の仕様を満たしていない場合があります。

交換部品を取り付ける際，機械の所有者/使用者は，機械が依然として該当要件すべてに適合しているこ
とを確認する必要があります。

アメリカ合衆国では，排出ガス制御装置およびシステムのメンテナンス，交換または修理は，所有者の
選択によって，修理施設または所有者個人で実施される場合があります。



目次

はじめに .............................................................4

安全上の基本的注意事項

警告ラベル .........................................................6

安全上の基本的注意事項 ...................................7

やけどの防止 .....................................................9

火災と爆発の防止 ............................................10

けがの防止 .......................................................12

エンジンの始動前 ............................................12

エンジンの始動 ...............................................12

エンジンの停止 ...............................................13

電気系統 ...........................................................13

車両の一般情報

機種外観 ...........................................................14

製品識別情報 ....................................................18

運転操作編

吊上げと保管 ....................................................20

ゲージおよびインジケータ ..............................22

機能およびコントロール装置 ..........................23

エンジンの始動 ................................................24

エンジンの運転 ................................................27

エンジン停止 ....................................................28

寒冷時の運転 ....................................................29

給油整備間隔

交換容量 ...........................................................33

給油整備間隔 ...................................................47

保証編

警告の内容........................................................76

索引編

索引...................................................................77

SJBU8325-04 3
目次



はじめに

カカリリフフォォルルニニアア提提案案6655警警告告

カリフォルニア州の知見によると，ディー
ゼルエンジンの排気ガスおよびその成分の
一部は癌，先天性欠損症および他の生殖障
害の原因になります。

警警告告 –– ここのの製製品品をを使使用用すするる際際，，エエチチレレンン
ググリリココーールルななどどのの化化学学物物質質ににささららさされれるる
可可能能性性ががあありりまますす。。エエチチレレンンググリリココーールル

はは，，カカリリフフォォルルニニアア州州のの知知見見にによよるるとと，，先先天天性性欠欠
損損症症おおよよびび他他のの生生殖殖障障害害のの原原因因ににななりりまますす。。詳詳細細
ににつついいててはは，，以以下下をを参参照照ししててくくだだささいい。。

www.P65Warnings.ca.gov

この化学物質を摂取しないでください。偶
発的な摂取を避けるため，この物質を扱っ
た後は手を洗ってください。

警警告告 –– ここのの製製品品をを使使用用すするる際際，，鉛鉛やや鉛鉛化化
合合物物ななどどのの化化学学物物質質ににささららさされれるる可可能能性性
ががあありりまますす。。鉛鉛やや鉛鉛化化合合物物はは，，カカリリフフォォ

ルルニニアア州州のの知知見見にによよるるとと，，癌癌，，先先天天性性欠欠損損症症おおよよ
びび他他のの生生殖殖障障害害のの原原因因ににななりりまますす。。詳詳細細ににつついいてて
はは，，以以下下をを参参照照ししててくくだだささいい。。

www.P65Warnings.ca.gov

鉛を含む可能性があるコンポーネントを
扱った後は，手を洗ってください。

ササーービビスス資資料料のの内内容容

本書には，安全および操作上の指示，潤滑およびメ
ンテナンスについての情報が記載されています。本
書は，エンジンエリア内またはその付近に設けたド
キュメント用ホルダまたは収納エリアに保管してく
ださい。本書は，読んでサービス資料の内容とエン
ジン情報を確認したうえで保管してください。

Perkins製品に関する刊行物は主に英語で記述されて
います。使用されている英語は，翻訳や一貫性の確
保を容易にするものです。

本書に掲載されている一部の写真やイラストについ
ては，ご使用のエンジンのものとは異なる細部やア
タッチメントが示されている場合があります。説明
上の便宜から，ガードやカバーが図中に示されてい
ない場合もあります。製品設計の継続的な改善と改
良のため，本書に記載されていない変更事項がご使
用のエンジンについて生じている場合があります。
エンジンまたは本書に関する質問がございました
ら，入手できる最新の情報について，Perkinsディー
ラまたはPerkinsの代理店にお問い合わせください。

安安全全ににつついいてて

本項には，基本的な安全についての注意事項が記載
されています。また，危険に関する事項や警戒すべ
き状況についても説明しています。本項に記載され
ている基本的な注意事項に目を通してその内容を理
解するまでは，本製品の潤滑，整備，修理を行わな
いでください。

作作動動

本書に記述されている操作技術は基本的なもので
す。操作技術は，エンジンをより効率的かつ経済的
に運用するために必要な能力と技術を向上させるの
に役立ちます。オペレータがエンジンに関する知識
とエンジンの性能をより知るに従って，能力と技術
は向上します。

運転操作編に記述されているのは，オペレータ用の
参照情報です。オペレータが行うべきエンジンの点
検，始動，操作および停止については，写真やイラ
ストを用いて解説されています。本項には，電子的
な診断情報に関する説明も含まれています。

保保守守整整備備

保守整備編は，エンジンの手入れに関するガイドで
す。保守整備編に記載された段階的な作業手順は，
サービス時間および/または暦時間でのメンテナンス
間隔で分類されています。それに続き，メンテナン
ススケジュールの各項目が詳細に説明されていま
す。

推奨の整備は，給油整備間隔に示されている適切な
間隔で実施する必要があります。給油整備間隔は，
エンジンの実際の運用環境の影響も受けます。した
がって，ホコリが多い，湿度が高い，凍結するほど
気温が低いなどの過酷な運用環境における潤滑やメ
ンテナンスは，給油整備間隔に規定されているより
も頻繁に実施しなければならないことがあります。

メンテナンススケジュールの項目は，予防メンテナ
ンス管理プログラムを念頭に構成されています。予
防メンテナンスプログラムに従った場合，定期調整
は必要ありません。予防メンテナンス管理プログラ
ムを実践することで，想定外の休車時間や故障が減
り，それに付随したコスト回避によってオペレー
ティングコストを最小限に抑えることができます。

保保守守整整備備のの間間隔隔

各項目に対するメンテナンスは，必要とされる間隔
ごとに実施してください。各レベルおよび/または
各レベルの個々の項目は，実際のメンテナンス方
法，運用および用途に応じて実施時期を早めたり遅
らせたりする必要があります。 Perkinsは，メンテ
ナンススケジュールをいつでも思い出せるように複
製してエンジン付近に表示することを推奨します。
Perkinsは，エンジンの永続的記録の一環としてメン
テナンス記録を保持することも推奨します。
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認定PerkinsディーラまたはPerkinsの代理店は，メ
ンテナンススケジュールの調整をサポートし，運用
環境のニーズを満たすことができます。

オオーーババーーホホーールル

エンジンの大規模なオーバーホールについては，実
施間隔とその間隔で実施すべきメンテナンス項目を
除き，取扱説明書に詳細は記載されていません。大
規模な修理は，トレーニングを受けた人か，認定
Perkinsディーラまたは代理店に依頼することをお勧
めします。 PerkinsディーラまたはPerkinsの代理店
では，オーバーホールプログラムに関してさまざま
なオプションをご用意しています。エンジンの大規
模な故障が発生した場合にも，多数の故障オーバー
ホールオプションがご利用いただけます。こうした
オプションの詳細については，Perkinsディーラまた
はPerkinsの代理店にお問い合わせください。
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安安全全上上のの基基本本的的注注意意事事項項

i05273523

警告ラベル

エンジンには固有の警告ラベルがいくつか貼り付け
られている場合があります。 この項では，警告ラベ
ルの取付け位置と具体的な内容を解説します。 警告
ラベルの内容はすべて把握しておいてください。

警告ラベルの内容は，すべて読取り可能な状態であ
ることを確かめます。 説明の文面や図が読み取れな
い場合は，警告ラベルを清掃するか交換してくださ
い。 警告ラベルの清掃には，布，水，石鹸を使用し
ます。 溶剤やガソリンその他の反応性の強い化学薬
品は使わないでください。 溶剤，ガソリン，化学薬
品は，警告ラベルを貼り付けている粘着剤を弱める
場合があります。 粘着剤が劣化した警告ラベルは，
エンジンから剥がれ落ちるおそれがあります。

警告ラベルが破損または欠落した場合は，新しいも
のを貼り付けてください。 警告ラベルが貼られてい
るエンジン部品を交換する場合は，交換部品に新し
い警告ラベルを貼り付けてください。 新しい警告ラ
ベルは，Perkinsディーラまたは代理店から入手でき
ます。

（（11））汎汎用用警警告告

取扱説明書の説明と警告を熟読し理解した上で、こ
の装置の運転操作あるいは作業を実施してくださ
い。上記の指示や警告事項を守らないと、重傷事故
または死亡事故を起こす恐れがあります。

図 1 g01154807

代表例

汎用警告ラベル(2)は，バルブ機構のカバーのリアエ
ンドにあります。図2を参照してください。
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図 2 g01353108

(1)エーテル警告ラベル (2)汎用警告

（（22））エエーーテテルル

エーテルなどのエアゾール･タイプの始動補助剤を
使用しないでください。爆発事故または人身事故を
起こす恐れがあります。

図 3 g01154809

代表例

エーテル警告ラベル(1)は，インレットマニホールド
のカバー上にあります。図2を参照してください。

i08395216

安全上の基本的注意事項

図 4 g00104545

機械の整備または修理を行う前に， “運転禁止” の警
告タグまたは類似の警告タグを始動スイッチまたは
コントロールに取り付けます。
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図 5 g00702020

必要に応じて硬質素材製ヘルメット，保護メガネお
よび他の保護具を着用してください。

コントロールレバーなどのエンジンの部品に衣服な
どがひっかかることのないように，身体に合った正
しい服装をしてください。

すべての保護ガードおよびカバーがエンジンの所定
位置に固定されていることを確認します。

エンジンに異物を付着させないでください。デッ
キ，通路，階段上にある粉塵，オイル，工具，その
他の物は取り除いてください。

給油整備用のオイル等はガラスの容器に入れませ
ん。液体類はすべて適切な容器に抜き取ってくださ
い。

液体は法令に従って廃棄すること。

洗浄液は注意して取扱います。

修理が必要と思われる個所があったら現場責任者等
に報告します。

許可されていない人を機械に乗せないでください。

バスバーまたはグロープラグの作業前に，電源が切
断されていることを確認してください。

機械を整備姿勢にしてエンジンの整備を行ってくだ
さい。機械を整備姿勢にする手順については，OEM
情報を参照してください。

六六価価ククロロムム

Perkins製の装置および交換部品は，最初に販売され
る際に該当する指令および規格の規制を遵守してい
ます。Perkinsでは，Perkins純正の交換部品のみを
使用することを推奨しています。

六価クロムは，Perkinsエンジンの排気およびヒート
シールドシステムでときどき検出されます。ラボ試
験は，六価クロムが実際に存在するかどうかを知る
唯一の正確な方法ですが，高熱領域（たとえば，排
気システムコンポーネントや排気インシュレーショ
ン）での黄色の堆積物は，六価黒見の存在の兆候で
ある可能性があります。

六価クロムの存在が疑われる場合は，次の注意事項
を遵守します。六価クロムが含まれている可能性が
疑われる物を扱う場合は皮膚に触れることを避け，
疑わしいエリアですべての塵埃の吸入を避けてくだ
さい。六価クロムの吸入，または皮膚への接触は，
健康を害する恐れがあります。

エンジン，エンジンコンポーネント部品，または関
連する装置またはパッケージでこのような黄色の堆
積物が見つかった場合，Perkinsは，現地の健康安全
規則および規格に従って，適切な衛生処置を行い，
安全な職場慣行に従うことを推奨します。Perkins社
は次の事項も推奨します。

• 適切な個人用保護具（PPE，Personal Protection
Equipment）を着用してください。

• 黄色の堆積物すべての摂取を防止するために，飲
食や喫煙の前，また，トイレ休憩中にせっけんと
水で手と顔を洗ってください。

• 六価クロムを含む疑いがあるエリアの清掃に圧縮
空気を使用しないでください。

• 六価クロムを含む疑いがあるマテリアルをブラッ
シング，研磨，または切断しないでください。

• 六価クロムを含む，または接触した可能性がある
すべてのマテリアルの廃棄に関して環境規制に
従ってください。

• 六価クロムの粒子が空気中に散出している場所に
は近づいてはなりません。

加加圧圧空空気気おおよよびび加加圧圧水水

加圧空気や加圧水によって破片や熱湯が飛散する恐
れがあります。これにより，重傷事故が発生する恐
れがあります。

加圧空気や加圧水が直接身体に触れると，重傷事故
を起こす恐れがあります。

清掃作業で加圧空気や加圧水を使用する際は，保護
服，安全靴および目を保護する安全具を着用してく
ださい。目を保護する安全具には，ゴーグルやフェ
イスシールドなどがあります。

清掃のための最高空気圧は，205 kPa (30 psi)未満で
なければなりません。清掃目的での最大水圧は，必
ず275 kPa (40 psi)以下にしてください。

高高圧圧ののオオイイルル

エンジンが停止してから長時間経過しても，油圧回
路内に油圧が残っている場合があります。圧力を正
しく解放しないと，圧力により油圧作動油およびパ
イププラグなどの部品が急に飛び出す恐れがありま
す。

油圧を解放するまでは，いかなる油圧部品も取り外
さないでください。さもないと重大事故が生じる恐
れがあります。油圧を解放するまでは，油圧部品の
分解を行わないでください。さもないと重大事故が
生じる恐れがあります。油圧の解放に必要な手順に
ついては，OEMの資料を参照してください。
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図 6 g00687600

漏れの有無を点検するときは，必ずボードまたは段
ボールを使用してください。高圧で漏れたオイル
は，身体に貫入する恐れがあります。オイルが身体
に貫入すると重傷および死亡に至る恐れがありま
す。ピン穴からの漏れにより重大事故が生じる恐れ
があります。オイルが身体に貫入した場合，すぐに
治療する必要があります。専門医の診断を受けてく
ださい。

装装置置内内のの液液体体のの回回収収

エンジンの検査，整備，試験，調整および修理の実
施中は，油水類が確実に収容されるよう十分注意し
てください。コンパートメントを開く前またはコン
ポーネントを分解する前は，油水類を適切な容器に
回収できるよう準備をしておいてください。

• 油水類の回収に適したツールおよび装置のみを使
用してください。

• 油水類の収容に適したツールおよび装置のみを使
用してください。

液体は法令に従って廃棄すること。

i08395120

やけどの防止

運転中のエンジンには，どの部分にも触れないでく
ださい。運転中のエンジンの排気ガスは燃焼する恐
れがあります。高温のガスに触れないでください。
エンジンが冷めるのを待ってから，整備を実施して
ください。どのライン，フィッティングまたは関連
部品を切り離す場合も，事前にエアシステム，油圧
システム，潤滑システム，燃料系統または冷却系統
内の圧力を完全に解放してください。

冷冷却却水水

エンジンが作動温度の場合は，エンジンクーラント
は高温です。このクーラントには圧力もかかってい
ます。ヒータまたはエンジンに連結するすべてのラ
イン，およびラジエータには高温の冷却水が入って
います。

高温の冷却水または蒸気に触れると重度の火傷をす
る恐れがあります。冷却系統コンポーネントの温度
を下げてから，冷却水を排出すること。

エンジンを停止させて冷めるのを待ってから，クー
ラントレベルを点検してください。

フィラキャップは冷えてから取り外します。フィラ
キャップの温度は素手で触れられるほどに冷えた温
度にする必要があります。フィラキャップをゆっく
り緩めて圧力を解放します。
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冷却系統コンディショナにはアルカリが含まれてい
ます。アルカリ性の物質は，人身事故の原因となる
場合があります。アルカリ性の溶液が肌，目または
口に触れないようにしてください。

オオイイルル

皮膚が鉱物性オイルや合成ベースオイルに繰り返し
または長時間曝露されると，炎症を起こす場合があ
ります。詳細については，サプライヤの製品安全
データシートを参照してください。高温のオイルや
潤滑コンポーネントは，人身事故の原因となる場合
があります。高温のオイルが身体に触れないように
します。適切な保護具を着用してください。

デディィーーゼゼルル燃燃料料

ディーゼル燃料により，目，呼吸器系，皮膚が炎症
を起こす場合があります。ディーゼル燃料に長時間
曝露されると，皮膚にさまざまな症状が現れる場合
があります。適切な保護具を着用してください。詳
細については，サプライヤの製品安全データシート
を参照してください。

ババッッテテリリ

バッテリ電解液は酸性です。電解液は，人身事故の
原因となる場合があります。電解液が皮膚や目に触
れないようにしてください。バッテリの整備をする
場合，必ず安全眼鏡を着用してください。バッテリ
やコネクタに触れた後は手を洗浄してください。手
袋の着用を推奨します。

i08395119

火災と爆発の防止

図 7 g00704000

すべての燃料，大部分のオイルおよび一部の添加剤
を含む冷却水は可燃性です。

可燃液体が漏出して，高温の部品または電子部品の
上にこぼれると火災が起きる恐れがあります。火災
により，重大事故および器材の損傷が生じる恐れが
あります。

非常停止後，15分以内にエンジンクランクケース用
カバーを取り外すと，突発的な火災が発生する恐れ
があります。

可燃性ガスがエアインレットシステムに吸い込まれ
る環境で，エンジンが運転されるかどうかを確認し
ます。これらのガスは，エンジンの過回転を起こす
恐れがあります。人身事故，物損事故，またはエン
ジンの損傷につながる可能性があります。

可燃性ガスが存在する環境で使用する場合は，適切
な防護機器の詳細について，Perkinsディーラまたは
Perkinsの代理店にお問い合わせください。

燃料，オイル，異物など，引火性の高い可燃性物質
や導電性材料は，すべてエンジンから取り除いてお
きます。引火性の高い可燃性物質や導電性材料は，
エンジンに堆積しないようにします。

燃料および潤滑油は，適切な表示がある容器に入
れ，部外者が立ち入れない区域に保管してくださ
い。オイルの付いた破片および可燃物は安全な容器
に保管します。可燃性の物質を保管している場所で
は煙草を吸わないでください。

エンジンを決して炎にさらさないでください。

排気シールド（装着されている場合）は，ライン，
チューブ，またはシールに不具合があった場合に，
オイルや燃料の噴霧から高温の排気コンポーネント
を保護します。エキゾーストシールドは正しく取り
付ける必要があります。

可燃液体が含まれるラインまたはタンクを溶接しな
いでください。可燃液体を含むラインまたはタンク
をガス切断しないでください。これらのラインまた
はタンクの溶接または切断を行う場合は，事前に不
燃性の溶剤で十分に洗浄します。

配線は，適切な状態で維持してください。すべての
電気配線が，適切に取り付けられ，確実に接続され
ていることを確認します。電気配線を毎日点検しま
す。配線に緩みや擦り切れがある場合は，エンジン
運転前にすべて修理します。すべての電気接続部は
清浄にし，しっかりと固定する。

接続されていない配線や不必要な配線は，すべて取
り除いておきます。推奨ゲージよりも細いワイヤや
ケーブルは使用しないでください。ヒューズやサー
キットブレーカをバイパスしないでください。

アーク放電またはスパークは火災の原因になりま
す。接続部の固定，推奨される配線の使用，バッテ
リケーブルの適正な維持は，アーク放電や火花の発
生防止に寄与します。

すべてのラインおよびホースに摩耗または劣化がな
いか点検します。ホースは適正に配管する必要があ
ります。配管とホースには，適正なサポートクラン
プと固定クランプを取り付ける必要があります。す
べての接続部は推奨トルクで締め付けます。漏れに
よって火災が生じる恐れがあります。

オイルフィルタおよび燃料フィルタは正しく取り付
ける必要があります。フィルタハウジングは適正ト
ルクで締め付ける必要があります。
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図 8 g00704059

エンジンへの給油は，慎重に行ってください。エン
ジン給油中に喫煙しないでください。裸火またはス
パークの近くで，エンジンに給油しないでくださ
い。必ずエンジンを停止してから給油をします。

図 9 g00704135

バッテリからは可燃性のガスが生じており，火気を
近づけると爆発する恐れがあります。バッテリの上
部に直火またはスパークを近づけないでください。
バッテリを充電する場所で煙草を吸わないでくださ
い。

ターミナル間を金属片で接続してバッテリの充電量
を点検しないでください。電圧計または比重計を使
用します。

ジャンプケーブルの不適切な接続は爆発の原因にな
り，人身事故を起こす恐れがあります。詳細につい
ては，本書の運転操作編を参照してください。

凍ったバッテリを充電しないでください。これによ
り，爆発が起きる恐れがあります。

バッテリは，清潔な状態を保つようにしてくださ
い。カバー（装備の場合）は，セルの上にかぶせて
おく必要があります。エンジンを運転する場合は，
推奨のケーブル，接続部，バッテリボックスカバー
を使用します。

消消火火器器

消火器が使用できる状態にあることを確かめます。
消火器の使い方を理解しておいてください。消火器
の点検および整備を定期的に実施します。消火器の
取扱説明プレートに記載の推奨事項に従います。

エエーーテテルル

エーテルは可燃性で有毒です。

エーテルシリンダの交換時またはエーテルを噴射し
ているときは，喫煙しないでください。

交換用のエーテルシリンダを生活居住区やエンジン
ルームに保管しないでください。エーテルシリンダ
は，直射日光の当たる場所や49° C (120° F)を超える
場所に保管しないでください。エーテルシリンダに
火気を近づけないでください。

ラライインン，，チチュューーブブおおよよびびホホーースス

高圧ラインを曲げないでください。高圧ラインを叩
かないでください。曲げまたは損傷が生じているラ
インは取り付けないでください。高圧ラインに他の
部品を取り付けないでください。

緩みまたは損傷のあるラインは修理します。漏れに
よって火災が生じる恐れがあります。適切な交換部
品については，PerkinsディーラまたはPerkinsの代理
店にお問い合わせください。

配管，チューブ，ホースは慎重にチェックしてくだ
さい。素手で漏れの有無を点検しないでください。
漏れの点検には，板または段ボールを使用します。
すべての接続部は推奨トルクで締め付けます。

次の状況のいずれかが生じている場合，それらの部
品を交換します。

• エンドフィッティングの損傷または漏れ。

• 外部被覆部の擦傷または切断。

• ワイヤの露出。

• 外部被覆部の部分的な膨張。

• ホースの可動部が折れ曲がっています。

• アウタカバー内部の補強材の露出。

• エンドフィッティングの外れ。
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すべてのクランプ，ガードおよび断熱板が正しく固
定されていることを確認します。正しく取り付ける
ことにより，エンジン動作中に発生する振動，部品
間のこすれ合い，過熱を防止できます。

i02657887

けがの防止

構成部品の下で作業を行うときは、その構成部品を
適切な方法で支えてください。

別途保守整備で指示がない限り、エンジン運転中に
絶対に調整を試みないでください。

すべての回転部品および可動部品には近づかないで
ください。 保守整備を実施するまで、ガードを所定
の位置に取り付けたままにしてください。 保守整備
実施後は、元の位置にガードを取り付けてくださ
い。

回転するファンの羽根に物を近付けないでくださ
い。 回転するファンの羽根によって物が飛散した
り、切断されます。

対象物を叩く場合は、目を負傷しないように保護メ
ガネを着用してください。

対象物を叩くと、細片や他の破片が飛散する恐れが
あります。 対象物を叩く前に、飛散する破片によっ
て負傷事故が起こらないことを確かめてください。

i05273534

エンジンの始動前

新品ないし整備や修理後のエンジンを初めて始動す
るときは，オーバースピードの発生に備えてエンジ
ンシャットダウンの準備をしておいてください。 こ
の操作は，エンジンへの燃料供給か空気供給を遮断
することで実施できます。

電子制御式エンジンの場合，オーバースピード時の
シャットダウンは自動で実行されます。 自動シャッ
トダウン機能が作動しない場合は，非常停止ボタン
を押すとエンジンへの燃料と空気の供給が停止され
ます。

エンジンに関する潜在的な危険がないかを点検して
ください。

エンジン始動時には，エンジンの上下および付近に
他の人がいないかを事前に確認してください。 作業
をする周辺に他の人がいないことを確認します。

エンジン用照明装置が装備されている場合，それが
使用目的に合致しているか確かめてください。 装備
されているライトが，すべて正常に作動するか確か
めます。

エンジンの始動が必要な整備手順を実施する場合
は，保護用のガードおよびカバーをすべて取り付け
てください。 回転部品によって事故が発生しないよ
うに，回転部品の周囲では慎重に作業してくださ
い。

自動シャットオフ回路はバイパスさせないでくださ
い。自動シャットオフ回路は無効化しないでくださ
い。これらの回路は人身事故の防止用に装備されて
います。同じくこれらの回路は，エンジンの損傷防
止にも役立ちます。

修理および調整については，整備解説書を参照して
ください。

i05273577

エンジンの始動

エーテルなどのエアゾール･タイプの始動補助剤を
使用しないでください。爆発事故または人身事故を
起こす恐れがあります。

警告タグがエンジン始動スイッチやコントロール装
置に取り付けられている場合は，エンジンの始動や
コントロールの操作を行わないでください。エンジ
ンの始動は，警告タグを取り付けた担当者に確認し
てから行ってください。

エンジンの始動が必要な整備手順を実施する場合
は，保護用のガードおよびカバーをすべて取り付け
てください。回転部品によって事故が発生しないよ
うに，回転部品の周囲では慎重に作業してくださ
い。

エンジンの始動は，オペレータルームからの操作ま
たはエンジン始動スイッチを用いて行います。

エンジンの始動は必ず取扱説明書,エンジンの始動
（運転操作編）の手順に従ってください。正しい手
順を把握しておくことは，エンジンコンポーネント
の重大な損傷防止に役立ちます。正しい手順の知識
は，人身事故の防止にも役立ちます。

ジャケットウォーターヒータ（装着の場合）および
潤滑油ヒータ（装着の場合）が正常に作動している
ことを確認するため，ヒータ作動中の水温計および
油温計を点検してください。

エンジンの排気ガスには有害な燃焼生成物が含まれ
ています。必ずエンジンを換気の良い場所で始動し
運転すること。密閉された場所でエンジンを始動さ
せる場合は，エンジンからの排気ガスを外部へ排出
するようにしてください。

注記:エンジンには，通常の作動条件を想定した寒
冷始動用の自動装置が装備されています。エンジン
を極寒条件下で運用する場合は，追加の寒冷始動補
助装置が必要になることがあります。エンジンには
通常，運用する地域に適した始動補助装置の装備が
行われます。

エンジンの各シリンダには，吸気を過熱して始動を
容易にするグロープラグ始動補助装置が装備されま
す。
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i05273580

エンジンの停止

エンジン停止時は，エンジンのオーバーヒートや構
成部品の摩耗進行を防止するために，取扱説明書,
エンジンの停止（運転操作編）にある手順に従って
ください。

非常停止ボタン（装着の場合）は，非常時のみ使用
してください。 通常のエンジン停止に非常停止ボタ
ンを使用しないでください。 非常停止後は，非常停
止の原因が解決されるまでは絶対にエンジンを始動
しないでください。

新品ないしオーバーホール後のエンジンを初めて始
動する際にオーバースピードが発生した場合は，エ
ンジンを停止してください。 この処理は，エンジン
への燃料と空気の供給の両方もしくはどちらか一方
を遮断することで実行できます。

i02657820

電気系統

充電ユニットの作動中は、充電ユニット回路または
バッテリ回路ケーブルを絶対にバッテリから外さな
いでください。 バッテリから発生する可燃性ガスが
火花によって引火する恐れがあります。

バッテリから発生する可燃性ガスに火花が引火しな
いように、ジャンパ･スタート･ケーブルの陰極 “−” 
側を外部電源から始動モータの陰極 “−” 端子に最後
に接続してください。 始動モータに陰極 “−” 端子が
ない場合は、ジャンパ･スタート･ケーブルをエンジ
ン･ブロックに接続してください。

電気配線にゆるみや擦切れが生じていないか毎日点
検してください。 エンジンを始動する前にゆるんだ
電気配線をすべて締め付けてください。 エンジンを
始動する前に擦切れた電気配線をすべて修理してく
ださい。 具体的な始動手順については、 取扱説明
書をご参照ください。

接接地地方方法法

最適なエンジン性能と信頼性を発揮するためには、
エンジンの電気系統の適切な接地が不可欠です。 接
地が不適切な場合、電気回路の経路が制御されず、
信頼性が損なわれます。

電気回路の経路が制御されない状態になると、メイ
ン･ベアリング、クランクシャフト･ベアリング･
ジャーナル面、アルミ部品が損傷することがありま
す。

エンジンからフレームへの接地ストラップが装備さ
れていないエンジンでは、電気放電によって損傷が
起きる恐れがあります。

エンジンおよびエンジンの電気系統を正しく機能さ
せるため、バッテリへ直接接続されている、エンジ
ンからフレームへの接地ストラップを使用してくだ
さい。 この接続は、エンジンの接地からフレームに
直接行ってもかまいません。

接地の接続部をすべてしっかり締め付け、腐食が無
い状態にしてください。エンジンのオルタネータ
は、全充電電流を流すのに十分な導線でバッテリの
陰極 “－” 端子に接地しなければなりません。
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車車両両のの一一般般情情報報

機機種種外外観観

機種外観図

11110044エエンンジジンンののモモデデルル図図
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図 10 g01351713

代表例
(1)プーリ
(2)オルタネータ
(3)フロントリフティングアイ
(4)ウォータアウトレット

(5)バルブ機構カバー
(6)リアリフティングアイ
(7)エアインテーク
(8)セコンダリフュエルフィルタ

(9)フュエルインジェクションポンプ
(10)オイルフィルタ
(11)クランクシャフトプーリ
(12)ウォータポンプ

SJBU8325-04 15
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図 11 g01352705

(13)フライホイール
(14)フライホイールハウジング
(15)フィラキャップ
(16)排気マニホールド

(17)ターボチャージャ
(18)オイルゲージ
(19)オイルパン
(20)スターチングモータ

(21)オイルドレーンプラグ
(22)プライマリフュエルフィルタ

16 SJBU8325-04
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注記:プライマリフュエルフィルタは，エンジンか
ら取り外されている場合があります。

i05273526

エンジンの説明

エンジンの吸気については次の方式が用意されてい
ます。

• アフタクーラ付きターボチャージャ式

• 過給式

• 自然吸気式

エエンンジジンンのの仕仕様様

注記:エンジンのフロントエンドとはエンジンのフ
ライホイールエンドと反対の側である。エンジンの
左側と右側は，フライホイール側から見た方向で
す。 No.1シリンダは、フロントのシリンダです。

図 12 g00984281

バルブレイアウトの代表例
(A)インレット・バルブ
(B)エギゾースト・バルブ

排出ガス制御システム

NK -直接ディーゼル噴射

NL -ターボチャージャ，直接ディーゼル噴射

NM -空冷式給気クーラ付きターボチャージャ，直接
ディーゼル噴射
表 1

1104D（Mech）産業用エンジンの仕様

シリンダ数 直列4気筒

ボア（内径） 105 mm (4.134 in)

行程 127 mm (5.0 in)

（続き）

（表 1，続き）
吸気方式 自然吸気式

過給式
アフタクーラ付きターボチャー

ジャ式

圧縮比 NA 19.3:1
T，TA 18.2:1

排気量 4.4 L (268 in3)

着火順序 1 3 4 2

回転方向（フライホイール側か
ら見て） 反時計方向

バルブラッシュの設定（吸入） 0.20 mm (0.008インチ)

バルブラッシュの設定（排気） 0.45 mm (0.018 in)

エエンンジジンンのの冷冷却却とと潤潤滑滑

クーリングシステムは次のコンポーネントで構成さ
れています。

• ギヤ駆動式の遠心ウォータポンプ

• エンジンクーラント温度調整用の水温レギュレー
タ

• ギヤ駆動式のオイルポンプ（ギヤタイプ）

• オイルクーラ

エンジン潤滑用のオイルはギヤタイプポンプにより
供給されます。エンジン潤滑用のオイルには冷却お
よび濾過が施されます。バイパスバルブの働きによ
り，オイル粘度が高い状況下でも，エンジンパーツ
への潤滑油供給は制限なしで行われます。同じくオ
イルクーラやフィルタエレメントでの目詰まり発生
時も，バイパスバルブの働きにより，エンジンパー
ツへの潤滑油供給は制限なしで行われます。

エンジン効率，排出ガス制御，エンジン性能は，運
用および保守整備に関する推奨事項を正しく準拠し
ているかに依存します。エンジンの性能と効率は，
推奨される燃料，潤滑油，クーラントを使用してい
るかにも依存します。保守整備項目の詳細について
は，取扱説明書,給油整備間隔を参照してくださ
い。

エエンンジジンンののササーービビスス寿寿命命

エンジンの効率を高め，エンジン性能を最大限に発
揮できるかは，運用および保守整備に関する推奨事
項を正しく準拠しているかに依存します。同じく，
燃料，クーラント，潤滑油についても，推奨品を使
用してください。必要なエンジン整備については，
取扱説明書をガイドとして参照してください。

エンジンの耐用年数の期待値は通常，要求されてい
る平均出力から推定されます。平均出力要求は，一
定期間における燃料消費量に基づいて算出されま
す。フルスロットルでの運転時間が短い場合や，運
転時のスロットル設定が低い場合ほど，平均出力要
求は低下します。運転時間が短い場合ほど，エンジ
ンのオーバーホール間隔は長くなります。

SJBU8325-04 17
車両の一般情報
エンジンの説明



製製品品識識別別情情報報

i05273569

エンジンの識別

Perkins 製エンジンの識別は，シリアル番号で行われ
ます。 この番号が示されたシリアル番号プレート
は，エンジンブロック左側に配置されています。

エンジン番号はNK12345U090001Pのような形式で示
されています。

NK エンジン型式

NK12345 エンジンリスト番号

U 英国製

090001 エンジンシリアル番号

P 製造年

Perkinsディーラは，各エンジンに使用されているコ
ンポーネントを特定する際に，これらの番号を必要
とします。これにより，交換部品の番号が正確に識
別されます。

i05273576

シリアル番号プレート

図 13 g01347087

シリアル番号プレートの場所

図 14 g01347465

代表的なシリアル番号プレート
(2)仮部品リスト番号
(3)リスト番号
(4)シリアル番号
(5)タイプ

シリアル番号プレート(1)は，シリンダブロック左
側，エンジン後方にあります。

シリアル番号プレートには，エンジンシリアル番号,
モデルおよびアレンジメント番号の情報が記載さ
れています。

i05273546

参考情報

部品を注文する際には，下記の項目の情報が必要と
なる場合があります。 各エンジンで必要な情報を特
定してください。 必要な情報を，該当部の空欄に記
入してください。 記録用にリストのコピーを作成し
てください。 ここでの情報は，将来の参照用に保管
しておいてください。

参参照照情情報報

エンジンのモデル

エンジンのシリアル番号
エンジンのローアイドル回転数

エンジンの全負荷回転数

プライマリフュエルフィルタ

ウォーターセパレータエレメント

セカンダリフュエルフィルタエレメント

潤滑油フィルタエレメント

補助オイルフィルタエレメント

潤滑システム総容量

冷却システム総容量

エアクリーナエレメント

18 SJBU8325-04
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i05273581

ファンドライブベルト

オルタネータベルト

排気ガス認定ラベル

図 15 g01350379

代表例

SJBU8325-04 19
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運運転転操操作作編編

i07891901

吊吊上上げげとと保保管管

製品の吊上げ

図 16 g00103219

注意
吊り作業の前に，リフティングアイボルトおよび他
のすべての吊り作業装置に損傷がないか必ず点検し
てください。アイボルトとブラケットは絶対に曲げ
ないでください。コンポーネントが損傷している場
合，絶対に製品の吊り作業を行わないでください。
張力が加わっている状態でのみアイボルトとブラ
ケットに荷重をかけます。アイボルトの能力は，サ
ポート用メンバと吊り上げる物体の間の角度が90度
を下回ると低下する点に注意してください。

コンポーネントを斜めに取り外す必要がある場合
は，適切な質量定格のリンクブラケットを必ず使用
してください。

重量部品を取り外す場合は，ホイストを使用してく
ださい。エンジンを吊り上げる場合は，調整式リフ
ティングビームを使用してください。すべての支持
部材（チェーンとケーブル）は互いに対して平行に
する必要があります。チェーンとケーブルは，吊り
上げる対象物の最上部に対して垂直にする必要があ
ります。

一部の取外し作業では，適正なバランスと安全を確
保するために，取付け具の吊り作業が必要になりま
す。

エンジンだけを取り外す場合は，エンジン上のリフ
ティングアイ（吊上げ用の穴）を使用してくださ
い。

リフティングアイの設計および取付けは，エンジン
アレンジメントごとに異なります。リフティングア
イやエンジンに変更を行うと，リフティングアイお
よび吊上げ用の取付け具が合わなくなり使用できな
くなります。変更を施す場合は，適切なリフティン
グ装置の確保も必要です。エンジンの適切なリフ
ティング用の取付け具については，Perkinsディーラ
にお問い合わせください。

i05273527

製品の保管

Perkinsは，使用後，保管状態にあるときにエンジン
に生じた損傷に対する責任を持たないものとしま
す。

エンジンを長期保管するための準備については， 
PerkinsディーラまたはPerkinsの代理店にお問い合わ
せください。

保保管管のの条条件件

エンジンは必ず，水の侵入しない建物で保管してく
ださい。 建物の温度は安定している必要がありま
す。 Perkins ELCが充填されたエンジンのクーラント
は−36 °C (−32.8 °F)の外気温度に対して保護されま
す。 気温や湿度の過度の変化にエンジンを曝さない
でください。

保保管管のの期期間間

すべての推奨事項を満たしたエンジンであれば，最
大6か月まで保管できます。

保保管管手手順順

エンジンに対して実施済みの手順は記録に残してお
いてください。

注記: フュエルシステムにバイオディーゼルが入っ
ている状態で，エンジンを保管しないでください。

1.エンジンに汚れや水分の付着がないことを確認し
ます。

a.バイオディーゼルを使用していたエンジンの場
合，システムの排出および新しいフィルタの取
付けを行う必要があります。フュエルタンク
は洗い流す必要があります。

b.フュエルシステムに，使用可能な燃料を充填し
ます。使用可能な燃料については，本取扱説
明書,液体の推奨事項を参照してください。エ
ンジンを15分間運転することで，システムから
バイオディーゼルを除去させます。

2.プライマリフィルタウォーターセパレータに水が
溜まっている場合は排水します。フュエルタンク
が満タンであることを確認します。
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3.エンジン保管時のエンジンオイルの抜き取りは必
要ではありません。適切な仕様のエンジンオイル
を使用しているエンジンであれば，最大6ヵ月ま
で保管できます。適切な仕様のエンジンオイルに
ついては，本取扱説明書,液体の推奨事項を参照
してください。

4.エンジンからドライブベルトを取り外します。

シシーールルさされれたたククーーラランントトシシスステテムム

クーリングシステムにPerkins ELCまたはASTM
D6210仕様に準拠した不凍液が充填されていること
を確認します。

オオーーププンンななククーーリリンンググシシスステテムム

すべてのクーリングドレーンプラグが開かれている
ことを確認します。クーラントを排出させます。
ドレーンプラグを取り付けます。システムに気相制
御剤を取り付けます。システムへの気相制御剤の取
付け後，クーラントシステムはシールする必要があ
ります。クーリングシステムが外気に曝されている
と，気相制御剤の効果は失われます。

メンテナンスの手順については，本取扱説明書を参
照してください。

毎毎月月のの点点検検

バルブトレーンのスプリングの伸縮状態を変えるた
め，クランクシャフトを回転させます。クランク
シャフトは180 °以上回します。エンジンに損傷や腐
食がないか目視点検します。

保管前に，エンジンがカバーで完全に覆ってあるこ
とを確認します。エンジン用に実行した手順を記録
しておきます。
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ゲゲーージジおおよよびびイインンジジケケーータタ

i05273551

ゲージおよびインジケータ

ここで説明するゲージは，すべてのエンジンに共通
している訳ではなく，一部のゲージが装備されてい
ない場合もあります。 ゲージパッケージの詳細は
OEMの資料を参照してください。

エンジン性能はゲージによって表示されます。 ゲー
ジが正常に作動していることを確かめてください。
ゲージを一定の期間観察することで，正常な作動範
囲を特定しておきます。

ゲージ表示の著しい変化は，潜在的なゲージまたは
エンジンの問題を示します。 仕様の範囲内の表示が
されている状態であっても，ゲージの動きから不具
合が示唆される場合もあります。 ゲージ表示が著し
く変化する場合は，原因を特定して問題を解消して
ください。 必要なサポートについては，Perkins
ディーラまたはPerkins の代理店にお問い合わせくだ
さい。

注意
油圧がゼロを示した場合は，エンジンを停止してく
ださい。クーラント温度が最大値を超えた場合は，
エンジンを停止してください。エンジンが損傷する
可能性があります。

エエンンジジンンオオイイルル圧圧力力 –– オオイイルル圧圧力力がが最最大大
ににななるるののはは，，冷冷めめたた状状態態ののエエンンジジンンをを始始
動動ささせせたた直直後後でですす。。 SSAAEE1100WW3300のの通通常常ののエエ

ンンジジンンオオイイルル圧圧力力はは，，定定格格回回転転数数でで220077 ~~ 441133 kkPPaa
((3300 ~~ 6600 ppssii))でですす。。

ローアイドル回転数では，低い油圧になるのが正常
です。安定した負荷がかかっている状態でゲージの
表示が変化する場合は，次の手順を実行してくださ
い。

1.負荷を取り除きます。

2.エンジンスピードをローアイドルに下げる。

3.オイルレベルを点検し，必要なレベルを維持させ
ます。

ジジャャケケッットトウウォォーータターーククーーラランントト温温度度 ––
標標準準的的なな温温度度範範囲囲はは7711 ~~ 9966 °°CC
((116600 ~~ 220055 °°FF))でですす。。圧圧力力4488 kkPPaa

((77 ppssii))でで加加圧圧さされれたたククーーリリンンググシシスステテムムでで許許容容ささ
れれるる最最大大温温度度はは111100 °°CC ((223300 °°FF))でですす。。特特定定のの運運
転転状状況況でではは，，よよりり高高いい温温度度ににななるるここととももあありりまま
すす。。表表示示さされれるる水水温温はは，，負負荷荷にに応応じじてて変変化化すするるここ
ととががあありりまますす。。使使用用ししてていいるる加加圧圧シシスステテムムににおおけけ
るる沸沸点点をを，，水水温温表表示示がが絶絶対対にに超超ええなないいよよううににししてて
くくだだささいい。。

エンジンが正常範囲を超えて運転され蒸気の噴出が
確認できた場合は，次の手順を実施してください。

1.負荷とエンジン回転数を低下させます。

2.クーリングシステムに漏れがないか点検する。

3.エンジンの即時停止が必要か，負荷の低減でエン
ジンを冷却できる状況かを特定します。

タタココメメーータタ –– ここののゲゲーージジににはは，，エエンンジジンン
ススピピーードド（（rrppmm））がが表表示示さされれまますす。。無無負負
荷荷のの状状態態ででススロロッットトルルココンントトロローールルレレ

ババーーををフフルルススロロッットトルル位位置置にに動動かかすすとと，，エエンンジジンン
ははハハイイアアイイドドルル回回転転ににななりりまますす。。最最大大定定格格負負荷荷のの
状状態態ででススロロッットトルルココンントトロローールルレレババーーををフフルルスス
ロロッットトルル位位置置にに動動かかすすとと，，エエンンジジンンはは定定格格出出力力回回
転転ににななりりまますす。。

注意
損傷を避けるため，エンジンの回転数はハイアイド
ルを絶対に超過させないでください。 過回転によ
り，エンジンが深刻な損傷を受ける可能性がありま
す。エンジンはハイアイドル回転数で損傷すること
はありませんが，ハイアイドルを超える回転数は厳
禁です。

電電流流計計 –– ここののゲゲーージジににはは，，ババッッテテリリ充充電電
回回路路にによよるる充充電電量量なないいしし放放電電量量がが表表示示ささ
れれまますす。。ここののイインンジジケケーータタのの作作動動範範囲囲はは

““00””（（ゼゼロロ））のの右右側側ににななっってていいるる必必要要ががあありりまますす。。

燃燃料料レレベベルル –– ここののゲゲーージジににはは，，フフュュエエルル
タタンンクク内内ののフフュュエエルルレレベベルルがが表表示示さされれまま
すす。。フフュュエエルルレレベベルルゲゲーージジはは，， ““始始動動//停停

止止””ススイイッッチチがが「「 ““OONN””」」位位置置ににああるる場場合合にに作作動動しし
まますす。。

ササーービビススアアワワーーメメーータタ –– ここののゲゲーージジにに
はは，，エエンンジジンンをを使使用用ししたた時時間間がが表表示示さされれ
まますす。。
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機機能能おおよよびびココンントトロローールル装装
置置

i05273535

フュエルシャットオフ

フュエルシャットオフソレノイドは，フュエルイン
ジェクションポンプに配置されています。

フュエルシャットオフソレノイドが起動されると，
ソレノイドは「 “開” 」位置に移動します。

フュエルシャットオフソレノイドが停止されると，
ソレノイドは「 “閉” 」位置に移動します。
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エエンンジジンンのの始始動動

i05273560

エンジンの始動前

エンジンを始動する前には，必要な日常点検とその
他の定期点検を実施してください。 詳細は，取扱説
明書, 給油整備間隔を参照してください。

• エンジンの耐用年数を最大限に延ばすには，エン
ジンの始動前にエンジンコンパートメントを入念
に点検してください。点検するべき項目はオイ
ル漏れ,クーラント漏れ,ボルトの緩みおよび汚
れやグリースの過剰などです。過剰な汚れやグ
リースの蓄積があれば除去しておきます。点検
で確認された不具合は，すべて解消しておきま
す。

• クーリングシステムのホースに亀裂やクランプの
緩みがないか点検します。

• オルタネータおよびアクセサリドライブベルト
に，亀裂，破損，その他の損傷がないか点検しま
す。

• 配線について，接続部の緩みおよびワイヤの摩耗
や擦切れがないか点検します。

• 燃料供給を点検します。ウォータセパレータ
（装着の場合）から水を抜き取ります。燃料供
給バルブ（装着の場合）を開きます。

注意
燃料圧力が上昇しないように、エンジンを運転する
前および運転中は燃料リターン配管内の全バルブを
開いておかなければなりません。燃料圧力が高くな
ると、フィルタ･ハウジングが故障または他に損傷
が生じる恐れがあります。

エンジンを数週間始動しなかった場合，フュエルシ
ステムから燃料が抜けている可能性があります。
フィルタハウジングにエアが混入している場合があ
ります。またフュエルフィルタの交換を行うと，エ
ンジン内にある程度の空気が取り込まれてエアポ
ケットが発生します。これらの状況下では，フュエ
ルシステムのプライミングが必要です。フュエルシ
ステムのプライミングの詳細は，取扱説明書,フュ
エルシステム，燃料系統のプライミングを参照して
ください。

エンジンの排気ガスには有害な燃焼酸化物が含まれ
ています。エンジンは常に換気の行き届いた場所で
始動させ、運転してください。エンジンを屋内で運
転する場合は、エンジンの排気ガスを外部へ排出し
てください。

• 始動スイッチやその他のコントロールに “運転禁
止” などの警告タグが付けられている場合は，エ
ンジンを始動したり，コントロールの操作をしな
いでください。

• 回転する部品の周囲に障害物がないことを確認し
ます。

• 保護ガードは，すべて所定の位置に取り付けられ
ている必要があります。損傷や欠損している保
護ガードがないか点検します。損傷した保護
ガードはすべて修理してください。損傷ないし
欠損した保護ガードは交換してください。

• バッテリ充電器については，スタータモータの噛
合い時に発生する高いドレイン電流に対して保護
されていないものは，すべて切り離しておきま
す。電気ケーブルやバッテリについて，接続不
良や腐食がないか点検します。

• シャットオフおよびアラーム用のコンポーネント
（装着の場合）は，すべてリセットしておきま
す。

• エンジン潤滑オイルのレベルを点検します。オ
イルレベルは，エンジンオイルレベルゲージの「
“MIN” （最低）」マークと「 “MAX” （最大）」
マークの間で維持してください。

• クーラント量を点検する。ヘッダタンク（装着
の場合）のクーラントレベルを確認します。
ヘッダタンクのクーラントレベルは「 “FULL”
（満タン）」マークに維持してください。

• ヘッダタンクの非装備エンジンの場合，クーラン
トレベルはフィラパイプの底から13 mm (0.5 in)
以内に維持します。サイトグラスの装備エンジ
ンの場合，クーラントレベルはサイトグラス内に
維持します。

• エアクリーナのサービスインジケータ（装着の場
合）を確認します。黄色のダイヤフラムが赤い
領域に入った場合や赤色のピストンが視認できる
位置でロックしている場合は，エアクリーナの
サービスが必要です。

• エンジン駆動式の装置については，いずれもエン
ジンとの接続が解除されていることを確認しま
す。電気的負荷については，最小化しておくか
完全に取り除いておきます。

i05273524

エンジン始動

エーテルなどのエアゾール･タイプの始動補助剤を
使用しないでください。このような行為により、爆
発事故または人身事故を起こす恐れがあります。
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コントロールの種類については，OEMの資料を参照
してください。次の手順に従ってエンジンを始動す
る。

1.装着の場合，エンジン始動前にスロットルレバー
をフルスロットル位置にしておきます。

注意
30秒以上、エンジンのクランキングを行わないでく
ださい。電動始動モータを2分間冷ましてから、エ
ンジンを再びクランキングしてください。

2.エンジン始動スイッチを「始動」位置にします。
エンジン始動スイッチを「始動」位置に保持し
て，エンジンをクランクさせます。

3.エンジンが始動したら，エンジン始動スイッチを
解放します。

4.装着の場合，スロットルレバーをゆっくりローア
イドル位置に移動して，エンジンをアイドル状態
にします。詳細は，取扱説明書,エンジンの始動
後を参照してください。

5.エンジンが始動しない場合は，エンジン始動ス
イッチを解放して，スタータモータを冷却させま
す。その後で手順2 ~ 4を繰り返します。

6.エンジンを停止するには、エンジン始動スイッチ
を「OFF」位置に回してください。

i05273575

ジャンパ･スタート･ケーブルに
よる始動

ジャンパ･スタート･ケーブルを不適切に接続する
と、爆発が発生し、人身事故を起こす恐れがありま
す。

バッテリの付近ではスパークを発生させないでくだ
さい。スパークによって気化したガスが爆発する恐
れがあります。さらに、ジャンパ･スタート･ケーブ
ルの端どうしを接触させたり、エンジンに接触させ
たりしないでください。

注記:可能な場合は，始動が失敗する理由を最初に
診断します。必要であれば修理する。エンジンが
始動しない原因がバッテリだけである場合は，バッ
テリを充電するか，ジャンプスタートケーブルを用
いたエンジン始動を行います。バッテリの状態は，
エンジンのスイッチを「OFF」にした後で再点検で
きます。

注意
電気始動モータおよび同一電圧のバッテリ電源を使
用してください。必ずジャンパ･スタートの電圧と
同じ電圧を用いてください。電圧が高いバッテリを
使用すると電気系統を損傷します。

バッテリ･ケーブルの極性を誤らないでください。
オルタネータを損傷する恐れがあります。接地ケー
ブルの取付けは最後に行い、取外しは最初に行って
ください。

外部電源を使ってエンジンを始動する場合は、エン
ジン･コントロール･スイッチを「OFF」位置に回し
てください。ジャンパ･スタート･ケーブルを取り付
ける前に、すべての電気付属品を「OFF」位置にし
てください。

始動させるエンジンにジャンパ･スタート･ケーブル
を接続する前に、主電源スイッチが「OFF」位置に
なっていることを確かめてください。

1.始動スイッチを「OFF」位置にします。エンジン
のアクセサリをすべてオフにします。

2.ジャンプスタートケーブルの一方の（+）側を放
電したバッテリのプラス（+）ケーブルターミナ
ルに接続すること。ジャンプスタートケーブルの
もう一方の（+）側を電源のプラス（+）ケーブル
端子に接続する。

3.ジャンプスタートケーブルの一方の（-）側を電源
の（-）ケーブルターミナルに接続する。マイナ
ス側ジャンプスタートケーブルのもう一方の端
を，エンジンブロックまたは車体アースに接続し
ます。この手順は，一部のバッテリから発生する
可燃性ガスがスパークで着火するのを防止するた
めです。

4.エンジンを始動します。

5.ストールしているエンジンが始動したら，直ちに
逆の手順でジャンプスタートケーブルの接続を外
します。

ジャンプスタートの実施後，過度に放電されたバッ
テリをオルタネータでは完全に充電できない場合が
あります。こうしたバッテリはエンジン停止後に交
換するか，バッテリ充電器を用いて正常な電圧まで
充電する必要があります。使用不可能と思われる
バッテリであっても，その多くは再充電が可能で
す。詳細は，取扱説明書,バッテリの交換および試
験と調整マニュアル, Battery - Testを参照してくださ
い。

i05273582

エンジンの始動後

注記: 0 ~ 60 °C　 (32 ~ 140 °F)の温度域では，ウォー
ムアップ時間は約3分かかります。 0 °C　 (32 °F)を
下回る温度では，追加のウォームアップ時間が必要
な場合があります。
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ウォームアップ用にエンジンがアイドル回転してい
る間に，次の状態での点検を行います。

• エンジンに負荷をかける前に，アイドル回転およ
び半速回転（エンジン負荷なし）における液体や
空気の漏れの有無を点検します。一部の用途で
は，この操作が実施できない場合もあります。

• エンジンをローアイドルで運転し，システム全体
を作動温度に到達させます。ウォームアップ中
にすべてのゲージを点検します。

注記:エンジン運転中に計器が示す値を監視し，で
きるだけ頻繁にデータを記録するようにしてくださ
い。長期的なデータを比較することで，各計器の正
常値が特定できるはずです。長期的なデータ比較
は，異常な運転状態の発生の検出にも寄与します。
測定値の著しい変化が認められた場合は，問題がな
いか調査してください。
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エエンンジジンンのの運運転転

i05273573

エンジンの運転

適切な運転およびメンテナンスは，エンジンの耐用
年数と効率を最大化させる重要な要素です。 取扱説
明書の指示に従うことにより，最少のコストでエン
ジン耐用年数を最大化できます。

エンジンを定格回転数で運転できるのは，エンジン
作動温度への到達後です。 エンジンの作動温度への
到達に要する時間は，エンジンスピード（rpm）や
出力要求が低いほど短くて済みます。 この方法は，
エンジンを無負荷状態でアイドリングさせるよりも
効率的です。 エンジンは通常，数分程度で作動温度
に到達します。

エンジン運転中に計器が示す値を監視し，できるだ
け頻繁にデータを記録するようにしてください。 長
期的なデータを比較することで，各計器の正常値が
特定できるはずです。 長期的なデータ比較は，異常
な運転状態の発生の検出にも寄与します。 測定値の
著しい変化が認められた場合は，問題がないか調査
してください。

i05273539

燃料節減のための推奨方法

エンジンの効率は，燃費に影響を与えます。 Perkins
の設計と製造技術は，あらゆる用途で最高の燃料効
率を実現しています。 エンジンが耐用年数にわたっ
て最適な性能を発揮し続けるようにするために，推
奨手順に従ってください。

• 燃料の漏出を予防します。

燃料は暖まると膨張します。燃料がフュエルタンク
からあふれ出る場合もあります。フュエルラインに
漏れが生じていないか点検してください。必要に応
じて，フュエルラインを修理してください。

• 燃料の種類ごとの特性の違いを意識します。燃
料は推奨品だけを使用してください。

• 不必要なアイドル運転は行わないでください。

長時間のアイドル運転は回避して，できるだけエン
ジンを停止させるようにします。

• エアクリーナのサービスインジケータは頻繁に確
認します。エアクリーナエレメントは清浄な状
態を維持してください。

• 電気系統は正常な状態に維持します。

バッテリセルが1個でも不良だと，オルタネータに
過剰な負荷が加わります。その結果，余分な電力と
燃料が消費されます。

• ドライブベルトの調整が正しいかを確認します。
ドライブベルトは正常な状態に維持する必要があ
ります。

• ホースの接続部がすべて確実に締め付けられてい
るかを確認します。接続部に漏れがないように
してください。

• 被駆動装置が正常に稼動しているかを確認しま
す。

• エンジン温度が低いと余分な燃料が消費されま
す。可能な場合は，ジャケットウォータシステ
ムおよび排気システムの熱を利用するようにして
ください。クーリングシステムのコンポーネン
トは清浄な状態を維持し，適切な修理を施してく
ださい。水温レギュレータのない状態では，絶
対にエンジンを運転しないでください。これら
の要件は，いずれも作動温度の維持に役立ちま
す。
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i05273570

エエンンジジンン停停止止

エンジンの停止

注意
負荷をかけて運転していたエンジンを急停止する
と、オーバーヒートを起こしてエンジンの構成部品
の摩耗が早まる恐れがあります。

エンジンを高速回転数または高負荷で運転していた
場合は、エンジンの内部温度を下げて安定させるた
めに、3分以上低速アイドル回転数で運転してから
エンジンを停止してください。

高温状態のエンジン停止を避けることによって、
ターボチャージャのシャフトおよびベアリングの耐
用年数を最長化することができます。

低負荷で運転をさせてきたエンジンを止める場合
は，停止前にエンジンをローアイドルで30秒運転し
てください。エンジンを高速走行または高負荷運転
させてきた場合は，ローアイドルで最低3分エンジ
ンを運転してください。この手順によりエンジン内
部の温度が下がって安定した状態になります。

エンジンの停止手順は，事前に把握しておく必要が
あります。エンジンの停止手順は，エンジンに装備
されたシャットオフシステムに従って実行させる
か，あるいはOEMの資料を参照してください。

• エンジンを停止させるには，キーを「OFF」位置
にします。

i08044305

非常停止

注意
非常停止ボタンは非常時専用です。通常のエンジン
停止用に非常停止装置や非常停止ボタンを使用しな
いでください。

OEMの製品では，非常停止押しボタンが装備されて
いる場合があります。非常停止押しボタンの詳細に
ついては，OEM情報を参照してください。

エンジン停止後は，エンジンの動作をサポートする
外部システム用コンポーネントが安全な状態になっ
ていることを確かめます。

i05273543

エンジンの停止後

注記: エンジンオイルを点検する際は，事前に最低
10分間エンジンを停止させ，オイルパンにエンジン
オイルが戻るようにします。

• クランクケースのオイルレベルを点検します。
オイルレベルは，オイルレベルゲージの「 “MIN”
（最低）」マークと「 “MAX” （最大）」マーク
の間で維持してください。

• 必要な場合は，細部の調整を行う。漏洩部はす
べて修理し，緩んだボルトはすべて締め付けま
す。

• 必要なサービス間隔を確認します。メンテナン
スは取扱説明書,給油整備間隔に従って実施して
ください。

• 燃料中への水分混入を抑制するため，フュエルタ
ンクは満タン状態にしておきます。フュエルタ
ンクに燃料を入れ過ぎないでください。

注意
取扱説明書の交換時容量および推奨事項に記載され
ている推奨不凍液／冷却水の混合液のみを使用して
ください。これを怠るとエンジンを損傷する恐れが
あります。

• エンジンが冷めるまで待ちます。クーラント量
を点検する。

• 凍結が予測される場合，クーラントで適正な不凍
液が使用されているかを確認します。クーリン
グシステムには，予想される最低外気温に対して
凍結防止の措置をしておく必要があります。必
要に応じて，適切なクーラント/水混合液を補充
します。

• すべての被駆動装置に対して必要な定期メンテナ
ンスを実施します。こうしたメンテナンスの概
要はOEMの資料に解説されています。
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寒寒冷冷時時のの運運転転

i05273528

寒冷時の運転

Perkins製ディーゼルエンジンは，寒冷時でも効率的
な運用ができます。 寒冷時におけるディーゼルエン
ジンの始動と運転は，以下の要件に応じて異なりま
す。

• 使用する燃料タイプ

• エンジンオイルの粘度

• グロープラグの動作

• オプションの寒冷始動補助装置

• バッテリの状態

この項では，次の情報を解説します。

• 寒冷時の運転に伴う潜在的な諸問題

• 外気温度が0 ~ −40 °C (32 ~ -40 °F)の場合に，始動
時と運転時の問題を最小限に抑えるための推奨手
順。

凍結温度域になっているエンジンの運転やメンテナ
ンスには，複数の要因が関係します。その理由は，
次の状況が寄与するからです。

• 気象条件

• エンジンの用途

PerkinsディーラまたはPerkinsの代理店からの推奨事
項は，過去の経験に基づいて得られたものです。こ
こに記載されている情報は，寒冷時で運用する際の
ガイドラインになります。

寒寒冷冷時時ででのの運運用用ののヒヒンントト

• エンジンが始動する場合は，最低作動温度である
81 °C (177.8 °F)に達するまでエンジンを運転し続
けます。運転温度にすることは，インレットバ
ルブと排気バルブの固着の防止に役立つ。

• エンジンのクーリングシステムと潤滑系統から
は，エンジンを停止した後も熱がすぐには失われ
ない。従って，ある程度の期間停止していたエ
ンジンでも，比較的容易に始動することができま
す。

• 寒冷期が始まる前に，仕様に則したエンジン潤滑
剤を導入しておきます。

• ゴム製の部品（ホース，ファンドライブベルトな
ど）は，すべて毎週点検します。

• 電気系統の配線および接続部について，摩損や絶
縁材の損傷がないか点検します。

• すべてのバッテリを完全に充電して，暖かい状態
で保持します。

• 各シフトの終了後，フュエルタンクを満タンにし
ておきます。

• エアクリーナおよびエアインテイクは毎日点検す
ること。降雪中に運転する場合は，エアインテ
イクの点検をより頻繁に実施します。

• グロープラグが正常に作動することを確認しま
す。詳細は，試験と調整マニュアル, Glow Plug -
Testを参照してください。

アルコールや始動用液体類により、人身事故または
物的損害を起こす恐れがあります。

アルコールや始動用液体類は、可燃性が高く有毒な
ので不適切な方法で保管すると、人身事故または物
的損害を起こす恐れがあります。

エーテルなどのエアゾール･タイプの始動補助剤を
使用しないでください。このような行為により、爆
発事故または人身事故を起こす恐れがあります。

• 寒冷時でのケーブルを用いたジャンプスタート手
順については，取扱説明書,ジャンプスタート
ケーブルによる始動を参照してください。

エエンンジジンン潤潤滑滑油油のの粘粘度度

エンジンオイルの粘度を適正に保つことは不可欠で
す。オイルの粘度は，エンジンクランクに必要なト
ルクの大きさを左右します。推奨されるオイルの粘
度については，本取扱説明書,液体の推奨事項を参
照してください。

ククーーラランントトのの推推奨奨事事項項

予想される最低外気温に合ったクーリングシステム
の保護を行う。推奨されるクーラント混合液につい
ては，本取扱説明書,液体の推奨事項を参照してく
ださい。

寒冷時にはクーラントを頻繁に点検し，凍結防止に
必要なグリコール濃度を維持するようにします。

エエンンジジンンブブロロッッククヒヒーータタ

エンジンブロックヒータ（装着の場合）の機能は，
燃焼室を囲んでいるエンジンジャケットウォーター
を温めることです。これにより，次の利点が得られ
ます。

• 始動性が向上します。

• 暖機時間が短縮されます。
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電気式ブロックヒータは，エンジン停止と同時に作
動し始めます。通常，有効に機能するブロックヒー
タは1,250/1,500 Wの装置です。詳細については，
PerkinsディーラまたはPerkinsの代理店にお問い合わ
せください。

エエンンジジンンののアアイイドドリリンンググ

寒冷時におけるエンジン始動後のアイドリングは，
エンジン回転数を1,000 ~ 1,200 rpmまで上げてくださ
い。これによりエンジンの暖機完了に要する時間を
短縮できます。ハンドスロットルを取り付けると，
長時間にわたってローアイドル回転を高めに維持す
る操作が容易になります。暖機の短縮を意図した
“空ぶかし”操作は行わないでください。

エンジンのアイドリング中に軽い負荷（寄生的負
荷）をかけることは，最低作動温度の達成に有益で
す。最低作動温度は，82 °C (179.6 °F)です。

ククーーラランントト暖暖機機のの推推奨奨事事項項

作動を停止して通常の作動温度以下になっているエ
ンジンについては，暖機が必要です。この手順は，
フル出力でのエンジン使用前に必ず実施してくださ
い。極寒環境で運用する場合，短い間隔でエンジン
を作動させると，エンジンのバルブ機構を損傷させ
る危険性があります。こうした状況には，暖機の完
了前にエンジンの始動と停止を何度も繰り返す操作
が該当します。

通常の作動温度よりも低い温度でエンジンを使用す
ると，燃料とオイルが燃焼室で完全燃焼できませ
ん。このような燃料とオイルは，バルブステムに軟
性のカーボン堆積物を形成します。正常な作動温度
にあるエンジンでは，通常これらの付着物は燃焼し
て消滅するので，問題になることはありません。

暖機の完了前にエンジンの始動と停止を何度も繰り
返すと，カーボン堆積物は厚くなっていきます。そ
の結果，次の問題が起きます。

• バルブの自由な動きが抑制されます。

• バルブの固着が起こります。

• プッシュロッドが湾曲します。

• バルブトレーンコンポーネントにその他の損傷を
及ぼす危険性があります。

これらの理由からエンジン始動時は，クーラント温
度が最低71 °C (160 °F)に達するまでエンジンを回転
させておく必要があります。バルブステムに付着す
るカーボン量を最小限に維持することで，バルブお
よびバルブコンポーネントの自由な動きが確保され
ます。

エンジンの十分な暖機が不可欠な理由としては，各
種のエンジン部品を良好な状態に保ち，エンジンの
耐用年数を延ばす点も挙げられます。潤滑を促進す
る効果もあります。オイルの酸化およびスラッジ形
成を抑制する効果もあります。これらのことから，
エンジンベアリングやピストンリングなど各種部品
の寿命を伸ばすことが期待されます。ただし，無用
な摩耗や燃料消費を抑える観点から，不要なアイド
ル時間は10分までに制限してください。

水水温温レレギギュュレレーータタおおよよびび断断熱熱ヒヒーータタ回回路路

エンジンには水温レギュレータが装備されていま
す。エンジンクーラントが適切な作動温度以下であ
れば，ジャケットウォータはエンジンシリンダブ
ロックを通過してエンジンシリンダヘッドまで循環
します。その後クーラントは，クーラント温度レ
ギュレータのバルブをバイパスした内部通路を経由
することで，シリンダブロックに戻ります。このよ
うにしてエンジン周囲を流れるクーラントは，低い
温度に維持されます。エンジンジャケットウォー
ターが適正な作動温度の最低値に到達すると，水温
レギュレータが開き始めます。ジャケットウォー
ターのクーラント温度が適正な作動温度の最低値を
上回ると，水温レギュレータの開きが大きくなり，
より多量のクーラントがラジエータ中を流れること
で余分な熱が取り除かれます。

水温レギュレータの段階的な開放により，シリンダ
ブロックとシリンダヘッド間のバイパス通路は段階
的に閉鎖されます。こうした機構により，最適な効
率で放熱を行うために必要な最大量のクーラントが
ラジエータに流されます。

注記: Perkins社は，ラジエータシャッターなどの空
気流量制限装置は，いずれも使用しないことを推奨
しています。空気流量の制限は，排気温度の上昇,
出力の低下,ファンの過剰使用および燃費の悪化の
原因になります。

キャブヒータは，極寒環境での運用時に有効です。
エンジンからのフィードおよびキャブからのリター
ンラインは断熱して，外気による熱損失を減らす必
要があります。

エエアアイインンレレッットトおおよよびびエエンンジジンンココンンパパーー
トトメメンントトのの断断熱熱

−18 °C (−0 °F)を下回る温度を頻繁に経験する環境で
は，エアクリーナ用インレットのエンジンコンパー
トメント内への配置が必要となる場合があります。
こうしたエアクリーナのエンジンコンパートメント
内への配置については，エアクリーナに入る雪を最
小化する効果も期待できます。さらに，エンジンの
廃熱は吸気を暖めるのに役立ちます。

エンジンコンパートメントを断熱することは，エン
ジン周囲の保温に寄与します。

i05273566

燃料および寒冷時の影響

注記: 燃料は，Perkinsの推奨グレードのものだけを
使用してください。 詳細は，本取扱説明書, 液体の
推奨事項を参照してください。

このシリーズのエンジンでは，次の燃料を使用でき
ます。

• グループ1

• グループ2

• グループ3

• 特殊燃料
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Perkinsはこのシリーズのエンジンで使用する燃料に
ついて，グループ1とグループ2のみにすることが好
ましいとしています。

グループ1燃料は，Perkinsで一般的に使用される燃
料グループとして適しています。グループ1燃料
は，エンジンの寿命と性能を最大化します。グルー
プ1燃料はグループ2燃料に比べて，通常の利用範囲
はより限られています。冬季の寒冷条件下では，グ
ループ1燃料が使用できないケースもしばしば存在
します。

注記:グループ2燃料では，最大650マイクロメータ
径の摩耗痕が必要です（HFRRからISO 12156-1）。

グループ2燃料は，保証の対象内になると見なされ
ています。このグループの燃料は，エンジンの寿
命，最大出力，燃料効率を低下させる場合がありま
す。

グループ2ディーゼル燃料の使用時に次のコンポー
ネントを用いることは，寒冷環境で生じる問題の最
小化に寄与します。

• グロープラグ（装着の場合）

• エンジンクーラントヒータ（OEMオプションの場
合あり）

• 燃料ヒータ（OEMオプションの場合あり）

• フュエルラインのインシュレーション（OEMオプ
ションの場合あり）

グループ1燃料とグループ2燃料の違いは，主として
3つにまとめられます。グループ1燃料はグループ2
燃料に対して，次の特徴を有しています。

• 曇り点が低い

• 流動点が低い

• 単位燃料体積あたりのエネルギー量が大きい

注記:グループ3燃料は，エンジンの寿命を低下させ
ます。グループ3燃料の使用は，Perkinsによる保証
の範囲外とされています。

グループ3燃料には，低温用燃料および航空用ケロ
シン燃料が含まれます。

特殊燃料にはバイオ燃料が含まれます。

曇り点とは，燃料中でワックスの結晶が析出し始め
る温度を指します。これらの結晶により燃料フィル
タが目詰まりする可能性があります。

流動点とは，ディーゼル燃料の粘度が増す温度に対
応します。フュエルライン，フュエルフィルタ，
フュエルポンプ中で，ディーゼル燃料は動きにくさ
を増すことになります。

ディーゼル燃料の購入時は，これらの点に注意する
必要があります。エンジンの運用環境については，
平均の外気温度を考慮してください。特定の気候環
境で給油したエンジンを異なる気候の土地へ移動す
ると正常に運転できなくなることがあります。不具
合の中には，こうした温度差に起因するものも存在
します。

出力の低下あるいは冬季の性能低下に関するトラブ
ルシューティングをする場合は，事前に燃料のワッ
クス化について点検してください。

温度が0 °C (32 °F)を下回る環境でエンジンを運転す
る場合は，低温用燃料の利用もできます。こうした
燃料は，低温時に燃料がワックス化するのを抑制し
ます。

寒冷環境での運用の詳細は，取扱説明書,寒冷環境
用の燃料および寒冷環境での燃料関連コンポーネン
トを参照してください。

i05273548

寒冷時における燃料関連構成部
品

フフュュエエルルタタンンクク

満タン状態でないフュエルタンクでは，結露が発生
する可能性があります。 エンジンの運転後は，フュ
エルタンクを満タンにしてください。

フュエルタンクには通常，水と沈殿物をタンク底部
から排出する機構が用意されています。

一部のフュエルタンクでは，燃料供給用のパイプ口
より低い位置に，水と沈殿物が集まる構造になって
いる場合があります。

一部のフュエルタンクでは，タンク底部から直接供
給ラインに燃料を送り出す構造になっている場合が
あります。 こうしたシステムを用いているエンジン
の場合，フュエルシステムフィルタの定期的なメン
テナンスが重要な意味を持ちます。

どのような燃料貯蔵タンクでも，水と沈殿物の除去
は，毎週, 整備間隔 および フュエルタンク補充時の
タイミングで実施してください。 この作業は，燃料
貯蔵タンクから水や沈殿物がエンジン用のフュエル
タンクへ送り出されるのを防ぐことにつながりま
す。

フフュュエエルルフフィィルルタタ

プライマリフュエルフィルタは，フュエルタンクと
エンジンフュエルインレットの間に配置されていま
す。 フュエルフィルタの交換後は，必ずフュエルシ
ステムのプライミングを行い，フュエルシステムか
ら気泡を除去させておきます。 フュエルシステムの
プライミングの詳細は，取扱説明書の保守整備編を
参照してください。

プライマリフュエルフィルタの位置は，寒冷時での
運用で重要な意味を持ちます。 プライマリフュエル
フィルタおよび燃料供給ラインは，温度が低下した
燃料の影響を最も受けやすいコンポーネントです。

フフュュエエルルヒヒーータタ

注記: OEMの製品では，燃料ヒータが装備されてい
るものもあります。 その場合，フュエルトランス
ファポンプでの燃料温度は73 °C (163 °F)を超えては
いけません。
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燃料ヒータ（装備されている場合）の詳細について
は，OEMの資料を参照してください。
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i05273556

給給油油整整備備間間隔隔

交交換換容容量量

補充容量
 

潤潤滑滑系系統統

エンジンクランクケースの交換時の容量は，クラン
クケースまたはサンプ容量に標準的なオイルフィル
タを加えた概算値で示されています。補助オイル
フィルタシステムの装着時は，追加のオイル量が必
要になります。補助オイルフィルタの容量について
は，OEMの仕様を参照してください。潤滑剤の仕様
の詳細は，取扱説明書,保守整備編を参照してくだ
さい。
表 2

エンジン
交換時の容量

コンパートメントまたはシス
テム 最小値 最大値

オイルパン(1)
5 L

(1.1658 Imp
gal)

7 L
(1.5398 Imp

gal)

(1) これらの値はオイルパン（アルミ製）についての概算容量で
あり，出荷時に取り付けられる標準オイルフィルタも含まれ
ています。補助オイルフィルタおよび代替オイルパンを装備
したエンジンの場合は，追加のオイル量が必要になります。
エンジンオイルパンおよび補助オイルフィルタの容量につい
ては，OEMの仕様を参照してください。

ククーーリリンンググシシスステテムム

外部システムの容量については，OEMの仕様を参照
してください。この容量情報は，クーリングシステ
ム全体に対するクーラント/不凍液の量の特定に必要
となります。
表 3

エンジン
交換時の容量

コンパートメントまたはシステム リッター

エンジン本体のみ
7 L

(1.5398 Imp gal)

OEMの外部システム(1)

（続き）

（表 3，続き）
(1) 外部システムには，熱交換器およびパイプなどのコンポーネ
ントが取り付けられたラジエータや補助タンクが該当しま
す。詳細は，OEMの仕様を参照してください。この行には外
部システムの容量を記入しておきます。

i05273562

液体に関する推奨事項

潤潤滑滑油油のの一一般般情情報報

エンジン排出ガスの認証に対する政府規制をクリア
するには，潤滑油に関する推奨事項を遵守する必要
があります。

エエンンジジンン製製造造業業者者協協会会（（EEMMAA，，EEnnggiinnee
MMaannuuffaaccttuurreerrss AAssssoocciiaattiioonn））推推奨奨オオイイルル

ディーゼルエンジンオイルに関するエンジン製造業
者協会推奨ガイドラインをPerkinsは了承をしていま
す。 このガイドラインの詳細は，最新版のEMA刊行
物, EMA DHD -1を参照してください。

AAPPIIオオイイルル

米国石油協会（API，American Petroleum Institute）か
ら提示されているエンジンオイルのライセンスおよ
び認証システムをPerkinsは了承をしています。 この
システムの詳細については，最新版のAPI刊行物No. 
1509を参照してください。 APIのマークが付いたエ
ンジンオイルは，APIの認定品です。

図 17 g00546535

代表的なAPI記号

ディーゼルエンジンオイルCC，CD，CD-2，CEは1
月 1, 1996以降，API認定の等級から外されました。
表4は現在用いられる等級をまとめたものです。
表 4

API等級

電流 現行

（続き）
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（表 4，続き）
CH-4，CI-4 CE，CC，CD

- CD-2(1)

(1) オイルCD-2は2サイクルディーゼルエンジン用です。 Perkins
からは，CD-2オイルを使用するエンジンは販売されていませ
ん。

用用語語

一部の略語はSAE J754の命名規則に従っています。
一部の等級はSAE J183の略語に従ったものがあり，
同じく，ディーゼルエンジンオイルに関するEMA推
奨ガイドラインに従ったものもあります。 Perkinsに
よる規定以外にも，潤滑油の購入時に参考になる規
定が存在しています。オイルの推奨粘度は，本刊行
物,液体の推奨事項/エンジンオイル（保守整備編）
に記載されています。

エエンンジジンンオオイイルル

市市販販ののオオイイルル

市販ディーゼルエンジンオイルの性能は，米国石油
協会（API，American Petroleum Institute）の等級に基
づいています。こうしたAPI等級は，様々な条件下
で運転される多様なディーゼルエンジン用の市販潤
滑油を提供する目的で制定されたものです。

次の等級に適合する市販オイルのみを使用してくだ
さい。

• API CH-4 CI-4

正しい市販オイルの選択については，次の解説を参
照してください。

EMA DHD-1 –エンジン製造業者協会（EMA，
Engine Manufacturers Association）からは，APIのオ
イル等級の代替となる潤滑油についての推奨事項が
構築されています。 DHD-1は，高速, 4ストロークサ
イクル,高負荷用および低負荷用に分類される
ディーゼルエンジンに関するオイル性能レベルを規
定した推奨ガイドラインです。 DHD-1オイルの
Perkins製エンジンでの使用は，推奨オイルがAPI
CH-4, API CG-4および API CF-4の場合に行えます。
DHD-1オイルは，API CG-4およびAPI CF-4と比較し
て，より優れた性能を発揮させることが意図されて
います。

DHD-1オイルは，各種の用途で用いられるPerkins製
高性能ディーゼルエンジンで必要とされる要件に適
合します。 DHD-1の策定時に用いられた試験および
試験基準値は，新規のAPI CH-4等級のものと同等で
す。よってこれらのオイルは，低排出型ディーゼル
エンジンで必要となる要件も満たしています。
DHD-1オイルは，有害なスート（すす）排出を抑制
するため，耐摩耗性能およびオイルフィルタの目詰
まり防止能力が改善されています。同じくこれらの
オイルは，2分割スチール製ピストンおよびアルミ
製ピストンを用いたエンジンにおけるピストン堆積
物の抑制でも優れた性能を発揮します。

すべてのDHD-1オイルについては，ベースストック
および最終的な市販オイルの粘度グレードに対し
て，包括的な試験プログラムが施されるようになっ
ています。 APIベースオイル互換性ガイドラインの
DHD-1オイルへの適用は適切ではありません。これ
は，市販オイルの製造過程におけるベースストック
変更に起因した性能の変動を抑制するためのもので
す。

DHD-1オイルは，オイル寿命を最適化する延長オイ
ル交換間隔プログラムでの利用が推奨されます。こ
れらのオイル交換間隔プログラムは，オイル分析を
基に実施されます。 DHD-1オイルは，高品質オイル
が求められる場合での利用が推奨されます。具体的
なオイル交換間隔の最適化ガイドラインについて
は，PerkinsディーラまたはPerkinsの代理店にお問い
合わせください。

API CH-4 – API CH-4オイルは，新しい高性能ディー
ゼルエンジンの要件に適合するように開発されたも
のです。同じくこのオイルは低排出型ディーゼルエ
ンジンの要件に適合するようにも設計されていま
す。それ以外にもAPI CH-4オイルは，旧型ディーゼ
ルエンジンおよび高硫黄ディーゼル燃料を使用する
ディーゼルエンジンでも利用できます。 API CH-4オ
イルをPerkins製エンジンで利用できるのは，API
CG-4およびAPI CF-4オイルを用いている場合です。
API CH-4オイルとAPI CG-4オイルを比較すると，前
者はピストンへの体積,オイル消費量の制御,ピスト
ンリングの摩耗,バルブトレーンの摩耗,粘性の制御
および腐食性の点で総合的に後者を上回っていま
す。

API CH-4オイルについては，新たに3種類のエンジ
ン試験が構築されています。 1番目の試験では主と
して，2分割スチール製ピストン式エンジンにおけ
る，ピストン堆積物の評価を行います。この試験
（ピストン堆積物）では，オイル消費量の制御性も
測定します。 2番目の試験は，オイルに対する中程
度のスート（すす）混入下で実施されます。この2
番目の試験で計測する基準は，ピストンリングの摩
耗,シリンダライナの摩耗および腐食の耐性です。
新しい3番目の試験では，オイル中のスート（す
す）濃度を高めた状態で，バルブトレーンの摩耗,
オイルフィルタの目詰まりに対する耐性およびス
ラッジの制御が計測されます。

こうした新規試験の他にもAPI CH-4オイルでは，多
量のスート（すす）が発生する用途における粘度制
御について，より厳格な基準が設定されています。
このオイルでは，耐酸化性能も向上しています。
API CH-4オイルは，アルミ製ピストン（非分割）型
エンジンでの追加試験（ピストン堆積物）に合格す
る必要もあります。オイル性能は，高硫黄ディーゼ
ル燃料の利用地域で運用されるエンジンについても
確立されています。

以上のような改良が加えられたことで，API CH-4オ
イルはオイル交換間隔の最適化を実現しています。
API CH-4オイルは，オイル交換間隔の延長を目的と
した利用が推奨されます。 API CH-4オイルは，高品
質オイルが求められる場合での利用が推奨されま
す。具体的なオイル交換間隔の最適化ガイドライン
については，PerkinsディーラまたはPerkinsの代理店
にお問い合わせください。

API等級に適合した一部の市販オイルについては，
オイル交換間隔を短くする必要が生じることがあり
ます。必要なオイル交換間隔を特定するには，オイ
ルの状態を詳しく監視し，摩耗金属に関する分析を
行ってください。
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注意
オイルに関する推奨事項に従わないと，堆積物や過
度の摩耗によりエンジン寿命が短縮する可能性があ
ります。

直直噴噴（（DDII））デディィーーゼゼルルエエンンジジンンのの全全塩塩基基
価価（（TTBBNN））とと燃燃料料硫硫黄黄レレベベルル

オイルの全塩基価（TBN，Total Base Number）は，
燃料内の硫黄濃度に依存します。蒸溜燃料を用いる
直噴エンジンでは，新品時におけるオイルの最低
TBNが燃料内硫黄濃度の10倍になっている必要があ
ります。 TBNの規定はASTM D2896で行われていま
す。オイルの最低TBNは5で，これは燃料内硫黄濃
度とは関係しません。図18にはTBNの相関関係が
示されています。

図 18 g00799818

(Y) ASTM D2896の定めるTBN
(X)燃料内硫黄の重量比
(1)新品時におけるオイルTBN
(2) TBNが初期値の50パーセントに劣化したらオイルを交換しま
す。

燃料内硫黄濃度が1.5パーセントを上回る場合は，次
のガイドラインに従ってください。

• 選択すべきオイルは，EMA DHD-1および API
CH-4のいずれかの等級を満たす中で最大TBNのも
のです。

• オイル交換間隔を短くします。オイル分析に基
づいて，オイル交換間隔を特定します。オイル
分析には必ず，オイルの状態分析および金属摩耗
分析を含めてください。

TBNの値の大きいオイルの使用は，過剰なピストン
堆積物を発生させることがあります。こうした堆積
物は，オイル消費量の制御性やシリンダボア内の摩
耗性に悪影響を及ぼす可能性があります。

注意
直接噴射（DI，Direct Injection）式ディーゼルエンジ
ンで硫黄レベル0.5パーセント以上の燃料を用いる場
合は，磨耗抑制の観点から，オイル交換の間隔を短
くする必要があります。

表 5

燃料中の硫黄濃度 オイル交換間隔

0.5未満 通常

0.5 ~ 1.0 通常の0.75

1.0を超過 通常の0.50

直直噴噴（（DDII））デディィーーゼゼルルエエンンジジンンのの推推奨奨潤潤
滑滑油油粘粘度度

オイルの適切なSAE粘度グレードは，冷めたエンジ
ンの始動時の最低外気温および，エンジン運転中の
最高外気温によって決まります。

冷えたエンジンの始動に必要なオイル粘度は，表6
（最低温度）を参照してください。

予期される最高外気温度でのエンジン運転に必要な
オイル粘度は，表6（最高温度）を参照してくださ
い。

一般的に推奨されるのは，始動時の温度条件に適合
する中で最高粘度のオイルを使用することです。
表 6

エンジンオイル粘度

EMA LRG-1
API CH-4
粘度等級

外気温

最小値 最大値

SAE 0W20 −40 °C (−40 °F) 10 °C (50 °F)

SAE 0W30 −40 °C (−40 °F) 30 °C (86 °F)

SAE 0W40 −40 °C (−40 °F) 40 °C (104 °F)

SAE 5W30 −30 °C (−22 °F) 30 °C (86 °F)

SAE 5W40 −30 °C (−22 °F) 40 °C (104 °F)

SAE 10W30 −20 °C (−4 °F) 40 °C (104 °F)

SAE 15W40 −10 °C (14 °F) 50 °C (122 °F)

合合成成ベベーースススストトッッククオオイイルル

合成ベースオイルが使用できるのは，各エンジンに
課された性能要件を満たしている場合です。

一般に合成ベースオイルは次の2点において従来型
オイルよりも優れています。

• 合成ベースオイルは低温時の流動性が改善されて
おり，この性質は極寒条件では特に顕著です。

• 合成ベースオイルは酸化安定性が改善されてお
り，この性質は高温運転時に特に顕著です。

一部の合成ベースオイルは，オイル寿命を延ばす特
性を有しています。 Perkinsはどのタイプのオイルで
あっても，オイル交換間隔の自動的な延長を推奨し
ていません。
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再再精精製製ベベーースススストトッッククオオイイルル

再精製ベースストックオイルをPerkins製エンジンで
使用できるのは，Perkinsの課した性能要件を満たし
ている場合です。再精製ベースストックオイルは，
最終製品オイル単独で使用することも，新しいベー
スストックオイルと併用することもできます。米国
の軍用仕様および他の重機メーカーの仕様も，同じ
基準を満たす再精製ベースストックオイルの使用を
認めています。

再精製ベースストックオイルの製造工程では，使用
済みオイルに残留する摩耗金属および添加剤が適切
なレベルにまで除去される必要があります。通常の
再精製ベースストックオイルの製造工程では，使用
済みオイルに対する真空蒸溜と水素処理が行われて
います。濾過の実施は，再精製ベースストックオイ
ルの品質維持における有効的な手法です。

寒寒冷冷時時のの潤潤滑滑油油

エンジンの始動と運転を−20 °C (−4 °F)を下回る外気
温度で行う場合は，低温でも流動性のあるマルチグ
レードオイルを使用してください。

これに該当するのはSAE 0WまたはSAE 5Wの粘度グ
レードを有するオイルです。

エンジンの始動と運転を−30 °C (−22 °F)を下回る外
気温度で行う場合は，粘度グレードが0Wまたは5W
である合成ベースストックのマルチグレードオイル
を使用してください。流動点が−50 °C (−58 °F)より
も低いオイルを使用してください。

寒冷時で許容される潤滑油の種類は限られます。
Perkinsからは，寒冷時における次の潤滑油の使用が
推奨されています。

第1の選択 – EMA DHD-1推奨ガイドラインに則した
オイルを使用します。 CH-4オイルでAPIライセンス
を受けているものを使用します。オイルの粘度グ
レードは，SAE 0W20，SAE 0W30，SAE 0W40，
SAE 5W30，SAE 5W40のいずれかが必要です。

第2の選択 – CH-4添加剤パッケージを有すオイルを
使用します。このオイルについてAPIライセンス要
件の試験は実施されていませんが，SAE 0W20，SAE
0W30，SAE 0W40，SAE 5W30，SAE 5W40のいずれ
かのオイルが必要です。

注意
二次選択のオイルを使用するとエンジンの耐用年数
を劣化させるおそれがあります。

市市販販ののオオイイルル添添加加剤剤

Perkinsからは，市販の添加剤をオイルに添加するこ
とは推奨されていません。エンジン寿命の最大化や
定格性能の達成にあたって，市販の添加剤の使用は
必要ありません。完全調合式の製品オイルは，ベー
スオイルと市販の添加剤パッケージから成り立って
います。これらの添加剤パッケージは，工業規格に
則した特性を製品オイルに持たせる目的で，精密な
割合にてベースオイルに配合されています。

製品オイル中に市販の添加剤を投入した場合，その
性能や適合性を評価するための業界標準試験は存在
していません。市販の添加剤の利用は，製品オイル
で用いられている添加剤パッケージとの互換性がな
い場合に，製品オイルの性能を低下させる可能性が
あります。市販の添加剤は，製品オイルとうまく混
ざらない可能性があります。これは，クランクケー
ス内のスラッジ発生の原因になります。 Perkinsから
は，市販の添加剤を製品オイルに使用しないことが
推奨されています。

Perkins製エンジンの性能を最大限に引き出すには，
次のガイドラインに従ってください。

• 適切なオイルを選択するか，ディーゼルエンジン
オイルに関するEMA推奨ガイドラインないし推奨
されるAPI等級に適合する市販オイルを選択しま
す。

• 該当する“推奨油粘度”の表を参照して，各エンジ
ンに適した適切なオイルの粘度グレードを確認し
ます。

• エンジン整備を規定されている間隔で実施しま
す。オイルおよびフィルタは新しいものを使用
します。

• 取扱説明書,給油整備間隔に規定されている間隔
で，メンテナンスを実施します。

オオイイルル分分析析

一部のエンジンには，オイルサンプリング用のバル
ブが装着されています。分析が必要な場合は，オイ
ルサンプリングバルブを用いてエンジンオイルのサ
ンプルを取得してください。オイル分析の実施は，
予防メンテナンスプログラムを補完するものです。

オイル分析は，オイルの性能およびコンポーネント
の摩耗速度を調べるための診断ツールとして機能し
ます。汚染の有無とその程度は，オイル分析により
確認できます。オイル分析には，次の試験が含まれ
ます。

• 磨耗率分析では，エンジンの金属磨耗がモニタさ
れます。ここで分析されるのは，オイルに含ま
れる摩耗金属の量と種類です。オイルに含まれ
るエンジンの摩耗金属は，その量だけでなく増加
速度も重要です。

• オイルに対する，水，グリコール，燃料の混入確
認用の試験が行われます。
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• オイル状態分析では，オイルの潤滑特性の劣化具
合が確認されます。ここでは新品のオイルと使
用済みオイルのサンプルを用いて，両者の特性を
比較する赤外線分析が行われます。整備担当者
は，この分析を基にして，オイル使用中の劣化度
を確認できます。同じく整備担当者は，交換前
のオイルが仕様値に対して実際にどのような性能
を発揮しているかを，この分析によって確認でき
ます。

i05273529

液体に関する推奨事項
(冷却液情報)

ククーーリリンンググシシスステテムムのの仕仕様様

ククーーラランントトのの一一般般情情報報

注意
オーバーヒート状態のエンジンには絶対に冷却水を
補充しないでください。エンジンを損傷する恐れが
あります。まずエンジンを冷ましてください。

注意
氷点下の地域でエンジンを保管したり、そうした地
域へエンジンを輸送する場合、冷却系統を最低外気
温に対して保護するか、冷却水を完全に抜き取って
ください。

注意
冷却水に適切な凍結防止や沸騰防止のための指定の
比重があるか、頻繁にチェックしてください。

クーリングシステムの清掃は，次の理由で必要とな
ります。

• クーリングシステムの汚染

• エンジンのオーバーヒート

• クーラントの発泡

注意
冷却系統にウォータ･テンペレチャ･レギュレータを
取り付けない状態で絶対にエンジンを運転しないで
ください。ウォータ･テンペレチャ･レギュレータ
は、エンジン冷却水を適正な運転温度で維持する上
で役立ちます。ウォータ･テンペレチャ･レギュレー
タを使用しないと、冷却系統に不具合を生じる恐れ
があります。

エンジン故障の多くはクーリングシステムと関係し
ています。クーリングシステムの不具合と関連した
故障には，オーバーヒート,ウォータポンプでの漏
洩およびラジエータや熱交換器の目詰まりが該当
します。

これらの故障は，クーリングシステムの適切なメン
テナンスによって回避できます。クーリングシステ
ムのメンテナンスは，フュエルシステムおよび潤滑
システムのメンテナンスと同様に重要です。クーラ
ントの品質は，燃料および潤滑オイルの品質と同様
に重要です。

一般にクーラントは，水,添加剤およびグリコール
の3要素で構成されています。

水水

クーリングシステムにおける水の役割は，熱を伝達
することです。

エンジンクーリングシステム用には，蒸溜水または
脱イオン水の使用が推奨されます。

クーリングシステムには，絶対に硬水,塩分を含む
軟水および海水を使用しないでください。

蒸溜水や脱イオン水が入手不可能な場合は，表7に
示した条件に合った水を使用してください。
表 7

水の許容範囲

特性 上限

塩化物（Cl） 40 mg/L

硫酸塩（SO4） 100 mg/L

全硬度 170 mg/L

全固形物 340 mg/L

酸性度 pH 5.5 ~ 9.0

水の分析については，次のいずれかの機関に問い合
わせてください。

• 地方水道局

• 農業関連機関

• 独立試験機関

添添加加剤剤

添加剤の役割は，クーリングシステムの金属面を保
護することです。クーラントに添加剤が加えられて
いない，あるいは量が不十分な場合は，次の状態が
発生する可能性があります。

• 腐食

• 無機物の堆積

• 錆の発生

• スケール

• クーラントの発泡

多くの添加剤は，エンジンの運転中に劣化していき
ます。こうした添加剤は，定期的に交換する必要が
あります。
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添加剤は適切な濃度で加える必要があります。添加
剤の濃度過剰は，防止剤が溶け込まずに沈殿する原
因になります。これらの沈殿物は，次のような問題
を引き起こす可能性があります。

• ゲル状化合物の形成

• 熱伝達効果の減少

• ウォータポンプシールでの漏洩

• ラジエータ，クーラ，狭い流路部での閉塞

ググリリココーールル

クーラント中のグリコールは，次の状態の防止に効
果を発揮します。

• 沸騰

• 凍結

• ウォータポンプのキャビテーション

Perkins社では，最適な性能を得るにあたって水とグ
リコールの1:1混合液を推奨しています。

注記:混合液は，外気の最低温度に対して保護性能
を発揮するものを使用してください。

注記: 100パーセントの純粋グリコールは−23 °C
(−9 °F)の温度で凍結します。

一般的な凍結防止剤としては，エチレングリコール
が最も多く利用されています。同じく，プロピレン
グリコールが使用される場合もあります。水との
1:1混合液においてエチレングリコールとプロピレン
グリコールは，凍結と沸騰に対して同様の保護性能
を発揮します。表8および9を参照してください。
表 8

エチレングリコール

濃度 不凍効果 沸騰防止

50 % −36 °C (−33 °F) 106 °C (223 °F)

60 % −51 °C (−60 °F) 111 °C (232 °F)

注意
プロピレン・グリコールの熱伝達特性が誘導される
ため、グリコールの濃度が50 %を超えるプロピレ
ン・グリコールを使用しないでください。沸騰また
は凍結に対する保護性能強化が求められる条件下で
は、エチレン･グリコールを使用してください。

表 9

プロピレングリコール

濃度 不凍効果 沸騰防止

50 % −29 °C (−20 °F) 106 °C (223 °F)

クーラント中のグリコール濃度の確認は，クーラン
トの比重計測で行います。

推推奨奨ククーーラランントト

Perkins製ディーゼルエンジンでは，次の2種類の
クーラントが使用されています。

推奨 – Perkinsエクステンドライフクーラント
（ELC，Extended Life Coolant）

良好 –市販のヘビーデューティ不凍液でASTM
D4985仕様に適合するもの

注意
ASTM D3306の仕様しか満たさない市販の冷却水／
不凍液は使用しないでください。この種類の冷却水
／不凍液は軽負荷自動車用に作られています。

Perkinsでは，水とグリコールの1:1混合液を推奨し
ています。水とグリコールのこの配合は，不凍液と
して最適なヘビーデューティ性能を発揮します。よ
り強力な凍結防止能力が必要な場合，この水とグリ
コールの比率は1:2まで増やすことができます。

注記: ASTM D4985規格に適合した市販のヘビー
デューティ不凍液については，最初の充填時にSCA
での処理が必要になる場合があります。各製品の
OEM資料またはラベルを参照してください。

沸騰防止や凍結防止が不要な定置エンジンや舶用エ
ンジンの場合，SCAと水の混合液が使用できます。
Perkinsでは，これらのクーリングシステムに対し
て，SCAの濃度6 ~ 8パーセントを推奨しています。
好ましいのは，蒸溜水または脱イオン水の使用で
す。その他の水も，推奨された特性を有していれば
使用できます。

外気温が43 °C (109.4 °F)を上回る環境で運用するエ
ンジンの場合は，SCAと水の混合液を使用する必要
があります。季節変動により外気温が43 °C
(109.4 °F)を上回る場合と0 °C (32 °F)を下回る場合が
ある環境で運用するエンジンに適した防護レベルに
ついては，PerkinsディーラまたはPerkinsの代理店
にお問い合わせください。
表 10

クーラントの寿命

クーラントの種類 使用寿命

Perkins ELC 6,000サービス時間または3年

市販のヘビーデューティ不凍
液でASTM D4985に適合する

もの
3,000サービス時間または2年

Perkins POWERPART SCA 3,000サービス時間または2年

市販SCAと水 3,000サービス時間または2年

エエククスステテンンドドラライイフフククーーラランントト（（EELLCC））

Perkinsからは，次の用途で用いるエクステンドライ
フクーラント（ELC，Extended Life Coolant）が提供
されています。

• ヘビーデューティ用スパーク点火式ガソリンエン
ジン

• ヘビーデューティディーゼルエンジン
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• 自動車用途

ELC用の耐腐食パッケージは，他のクーラント用の
ものと同じではありません。 ELCは，エチレングリ
コールをベースにしたクーラントです。ただしELC
では，有機腐食抑制剤と消泡剤が使用されており，
少量の亜硝酸塩を含んでいます。 Perkins ELCにおけ
るこれら添加剤の量は，エンジンクーリングシステ
ム内のあらゆる金属を腐食から保護するための最適
な配合にされています。

ELCは，蒸溜水との1:1混合の調製済み冷却液として
提供されています。調製済みELCは−36 °C (−33 °F)
までの凍結防止機能を有しています。クーリングシ
ステムの初回充填時には，この調製済みELCの使用
が推奨されます。同じくこの調製済みELCは，クー
リングシステムの補充にも推奨されます。

ELC原液も販売されています。 ELC原液を用いる
と，極寒条件での凝固点を−51 °C (−60 °F)まで下げ
ることができます。

容器には数種類のサイズがあります。部品番号につ
いては，PerkinsディーラまたはPerkinsの代理店に
お問い合わせください。

EELLCCククーーリリンンググシシスステテムムののメメンンテテナナ
ンンスス

エエククスステテンンドドラライイフフククーーラランントトとと正正ししいい
添添加加剤剤

注意
調製済みまたは濃縮クーラント用のPerkins製品のみ
を使用すること。

エクステンドライフクーラントに他の製品を混ぜる
と，エクステンドライフクーラントの耐用年数は短
くなる。推奨事項に従わないと，適切な是正を施さ
ない限り，クーリングシステムのコンポーネントの
耐用年数を縮める恐れがある。

不凍液と添加剤のバランスを適正な状態で維持する
には，エクステンドライフクーラント（ELC，
Extended Life Coolant）の推奨濃度を維持しなければ
なりません。不凍液の割合が低下すると，添加剤の
割合も低下します。その結果，クーラントがシステ
ムを，ピッティング，キャビテーション，エロー
ジョン，堆積物から保護する能力が低下します。

注意
エクステンドライフクーラント（ELC）が充填され
ているクーリングシステムの補充に，通常のクーラ
ントを使用しないこと。

標準の補助クーラント添加剤（SCA）は使用しない
こと。

Perkins製ELCを使用する場合は，標準のSCAやSCA
フィルタを使用しないこと。

EELLCCククーーリリンンググシシスステテムムのの清清掃掃

注記: ELCをすでに使用中のクーリングシステムの場
合，クーラントの定期交換時に洗浄剤を使う必要は
ありません。洗浄剤が必要になるのは，別種類の
クーラントの追加やクーリングシステムの損傷によ
り，システムが汚れた場合だけです。

クーリングシステムからELCを排出する際に必要と
なる洗浄液は，清浄な水だけです。

排出後のクーリングシステムを再充填した後は，
クーリングシステムのフィラキャップを外した状態
でエンジンを運転してください。エンジンの運転
は，正常な作動温度に到達してクーラントレベルが
安定するまで実行します。必要に応じて，システム
が所定のレベルに達するようクーラント混合液を充
填してください。

PPeerrkkiinnss EELLCCへへのの変変更更

ヘビーデューティ不凍液をPerkins ELCに変更する場
合は，次の手順を実施します。

注意
製品の点検、保守整備、試験、調整および修理を実
施する場合は、すべての液体類が確実に容器に収納
されるよう十分注意を払ってください。 液体類が
入った区画を開けたり液体類が入った構成部品を分
解したりする前に、適切な容器で液体を回収する準
備をしておいてください。

液体類はすべて地域の法規制と条例に従った方法で
廃棄してください。

1.クーラントを適切な容器に排出する。

2.クーラントを，各地域の法規制に従った方法で処
分します。

3.異物を除去するため，システムを清水でフラッ
シュ（洗浄）します。

4. Perkins製クリーナを使用してシステムを洗浄しま
す。手順はラベルの指示に従ってください。

5.クリーナを適切な容器に排出させます。清浄な水
を用いてクーリングシステムをフラッシュ（洗
浄）します。

6.クーリングシステムに清水を充填して，エンジン
温度が49 ~ 66 °C (120 ~ 150 °F)に達するまで運転
します。

注意
クーリングシステムのすすぎが不適切または不完全
だと，銅などの金属製部品が損傷することがありま
す。

クーリングシステムの損傷を防止するには，清水を
用いてクーリングシステムを完全に洗い流さなけれ
ばなりません。システムのすすぎは，残存する洗浄
剤が完全に除去されるまで続けてください。

7.クーリングシステムを適当な容器に排出させ，清
水を使ってクーリングシステムを洗い流します。
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注記:洗浄に使用したクリーナは，クーリングシス
テムから完全に洗い流さなければなりません。クー
リングシステムにクリーナが残留していると，クー
ラントが汚染されます。またこうしたクリーナは，
クーリングシステムを腐食する場合もあります。

8.システムが完全に浄化されるまで，手順6と7を繰
り返します。

9.クーリングシステムに，Perkins調製済みELCを充
填します。

EELLCCククーーリリンンググシシスステテムムのの汚汚染染

注意
エクステンデッドライフクーラント（ELC）を他の
製品と混合すると，ELCの効果が低下し，ELCの使
用寿命が短くなる。調製済みまたは濃縮クーラント
用のPerkins製品のみを使用してください。それがで
きない場合は，クーリングシステムのコンポーネン
トの寿命が短くなる恐れがある。

ELCを用いたクーリングシステムに対する汚染につ
いては，通常のヘビーデューティ不凍液またはSCA
では，最大10パーセントまでが許容されます。不純
度がシステム総容積の10パーセントを超えた場合
は，次の手順のいずれかを実施してください。

• 適切な容器を用いて，クーリングシステムを排出
させます。クーラントを，各地域の法規制に
従った方法で処分します。システムを清水で洗
い流します。システムにPerkins ELCを充填しま
す。

• クーリングシステム内のクーラントの一部を，各
地域の法規制に従った方法で，適切な容器に排出
させます。次に，クーリングシステムに調製済
みELCを注入します。これにより不純度が10パー
セント未満になるはずです。

• システムの維持を，通常のヘビーデューティクー
ラントと同じように実施します。システムをSCA
で処理します。システムのクーラント交換の頻
度は，通常のヘビーデューティクーラントの推奨
値と同じにします。

市市販販ののヘヘビビーーデデュューーテティィ不不凍凍液液ととSSCCAA

注意
市販のヘビーデューティクーラントで，腐食防止用
にアミンを含むものは使用しないでください。

注意
クーリングシステムに水温レギュレータを装着しな
い状態でエンジンを運転してはならない。 水温レ
ギュレータは，エンジンクーラントの適切な作動温
度の維持に寄与します。水温レギュレータが装着さ
れていないと，クーリングシステムの不具合が生じ
る恐れがある。

沸騰または凍結に対する保護が十分になされている
ことを確認するため，不凍液（グリコール濃度）を
チェックします。 Perkinsからは，屈折計を用いたグ
リコール濃度の点検が推奨されています。

Perkins製のエンジンクーリングシステムでは，補助
クーラント添加剤（SCA，Supplemental Coolant
Additive）の濃度を500時間間隔で試験する必要があ
ります。

SCAの追加は，試験の結果に応じて行います。液体
のSCAについては，500時間の間隔が必要となる場合
があります。

SCAの部品番号および数量については，表11を参照
してください。
表 11

Perkins液体SCA
部品番号 容量

21825735 10

初初回回充充填填時時ににおおけけるるヘヘビビーーデデュューーテティィ
ククーーラランントトへへののSSCCAAのの追追加加

ASTM D4985仕様に適合する市販ヘビーデューティ
不凍液には，初回充填時にSCAの追加が必要なこと
があります。各製品のOEM資料またはラベルを参照
してください。

クーリングシステムの初回充填時におけるPerkins製
SCAの必要量は，表12の計算式を用いて特定できま
す。
表 12

初回充填時にヘビーデューティクーラントに追加するSCA量の
計算式

V × 0.045 = X

Vはクーリングシステムの総容量です。

Xは，SCAの必要量です。

表13には，表12の計算式の適用例が示してありま
す。
表 13

初回充填時にヘビーデューティクーラントに追加するSCA量の
計算例

クーリングシステム
の総容量（V）

係数 必要なSCA容量
（X）

15 L (4 US gal) × 0.045 0.7 L (24 oz)

メメンンテテナナンンスス時時ににおおけけるるヘヘビビーーデデュューー
テティィククーーラランントトへへののSSCCAAのの追追加加

どのタイプのヘビーデューティ不凍液でも，SCAの
定期的な補充は不可欠です。

不凍液を定期的に試験し，SCAの濃度を確認しま
す。実施間隔については，取扱説明書,給油整備間
隔（保守整備編）を参照してください。 SCAの濃度
を試験します。

SCAの追加は，試験の結果に応じて行います。 SCA
の必要量は，クーリングシステムの容積によって異
なります。

必要に応じて，表14の計算式に従いPerkins SCAの必
要量を特定します。
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表 14

メンテナンス時におけるヘビーデューティクーラントへのSCA
の追加量の計算式

V × 0.014 = X

Vはクーリングシステムの総容量です。

Xは，SCAの必要量です。

表15には，表14の計算式の適用例が示してありま
す。
表 15

メンテナンス時におけるヘビーデューティクーラントへのSCA
の追加量の計算例

クーリングシステム
の総容量（V）

係数 必要なSCA容量
（X）

15 L (4 US gal) × 0.014 0.2 L (7 oz)

ヘヘビビーーデデュューーテティィ不不凍凍液液ののシシスステテムムのの清清
掃掃

Perkins製クーリングシステムクリーナは，クーリン
グシステムに有害な沈着や腐食を除去するように製
造されています。 Perkins製クーリングシステムク
リーナは，無機物の沈着，腐食性の生成物，軽度の
オイル汚染，スラッジを溶かします。

• クーリングシステムの清掃は，使用済みクーラン
トの抜取り後，または新しいクーラントの注入前
に実施してください。

• クーラントでの汚染あるいは発泡が確認された場
合は，必ずクーリングシステムを清掃してくださ
い。

i09562462

液体に関する推奨事項
(推奨燃料)

• 用語集

• ISO国際標準化機構（International Standards
Organization）

• ASTM米国材料試験協会（American Society for
Testing and Materials）

• HFRR高周波往復リグ（High Frequency
Reciprocating Rig），ディーゼル燃料の潤滑試験
用

• FAME脂肪酸メチルエステル（Fatty Acid Methyl
Esters）

• CFR共同燃料研究（Co-ordinating Fuel Research）

• LSD低硫黄ディーゼル（Low Sulfur Diesel）

• ULSD超低硫黄ディーゼル（Ultra Low Sulfur
Diesel）

• RME菜種油メチルエステル（Rape Methyl Ester）

• SME大豆油メチルエステル（Soy Methyl Ester）

• EPA米国環境保護庁（Environmental Protection
Agency）

一一般般情情報報

注意
ここでの情報は，正確かつ最新の内容を提供するよ
うに努めています。本資料を使用することにより，
Perkins Engines Company Limitedが過失や不作為に対
して一切責任を負わないことに，同意するものとし
ます。

注意
これらの推奨事項は，予告なしに変更されることが
あります。最新の推奨事項については，Perkinsの代
理店にお問い合わせください。

燃料に関する詳細情報については，Perkins Diesel
Engines Fluids Recommendations, M0113102を参照し
てください。

デディィーーゼゼルル燃燃料料のの要要件件

Perkinsは，各国の政府および技術団体から発行され
る留出ディーゼル燃料の仕様について，これらすべ
てを継続的に評価し追跡する立場にありません。

表16は，信頼できる既知の基準値を示しています。
この基準値は，通常の原料に由来する留出ディーゼ
ル燃料について，予想される性能を判断する際に使
用されます。

満足できるエンジン性能を引き出せるかは，良質な
燃料の使用にかかっています。良質な燃料の使用
は，長いエンジン寿命と許容可能な排出ガスレベル
をもたらします。燃料は，表16にまとめた最小要件
を満たす必要があります。

注意
脚注は，Perkinsの蒸溜ディーゼル燃料仕様表におい
て重要な部分です。補足説明はすべて読んでくださ
い。
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表 16

Perkinsの蒸溜ディーゼル燃料仕様(1)

特性 単位 必要条件 ASTM試験 ISO試験

芳香化合物 容量パーセント 最大35 % D1319 ISO3837

灰分 %質量 最大0.01 % D482 ISO6245

残油10 %でのカーボン残
留物

%質量 最高0.35 % D524 ISO4262

セタン価(2) - 40（最小） D613/D6890 ISO5165

曇り点 °C 曇り点は予想最囲温度を下
回らないこと。

D2500 ISO3015

銅断片の腐食 - 最大No.3 D130 ISO2160

15 °C (59 °F) (3) kg/M3 最小801，最大876 該当試験なし ISO 3675ISO 12185

蒸溜 °C 282 °C (539.6 °F)で最大10
%
360 °C (680 °F)で最大90 %

D86 ISO3405

引火点 °C 法定制限内 D93 ISO2719

熱安定性 - 150 °C (302 °F)で180分間
エージングした後の反射率
が80 %以上

D6468 該当試験なし

流動点 °C 最小は外気温以下6 °C
(42.8 °F)

D97 ISO3016

硫黄(1) (4) %重量 最大1 % D5453/D26222 ISO 20846ISO 20884

動粘度(5) "MM"2"/S（cSt）" 燃料の粘度は，燃料イン
ジェクションポンプへの供
給時点の値です。"最小1.4/
最大4.5"

D445 ISO3405

水と沈殿物 %質量 最大0.1% D1796 ISO3734

水 %質量 最大0.1 % D6304 該当試験なし

沈殿物 %質量 最大0.05 % D473 ISO3735

粘性物質 (6) mg/100mL 最大100 mL当たり10 mg D381 ISO6246

潤滑性，60 °C (140 °F)で
の補正摩耗痕径(7)

mm 最大0.46 D6079 ISO12156-1

(1) この仕様には，超低硫黄ディーゼル（ULSD，Ultra Low Sulfur Diesel）の要件が含まれます。ULSD燃料の含有硫黄分は15 ppm（0.0015%）
以下です。試験法はASTM D5453，ASTM D2622，またはISO 20846，ISO 20884を参照してください。この仕様には，低硫黄ディーゼル
（LSD，Low Sulfur Diesel）の要件が含まれます。LSD燃料中の硫黄分は ≤ 500 ppm（0.05 %）です。詳細については，"ASTM 5453，
ASTM D2622"，"ISO 20846"，"ISO 20884試験法"を参照してください。

(2) 高所または寒冷地での運用時は，高セタン価燃料の使用を推奨します。
(3) での密度"標準表による等価なAPI比重は，最小密度801 kg/m3（立方メートル当たりキログラム）については45，最大密度876 kg/m3につい
ては30です。"

(4) 燃料に対して硫黄分の制限を定めている法規は，地域，国家，国際レベルで存在しています。特定のエンジン用途に用いる燃料の選択時
は，事前に該当するすべての規制事項を検討してください。Perkins製の燃料系統およびエンジンコンポーネントは，高硫黄燃料で運転す
ることができます。燃料の硫黄レベルは排出ガスに影響します。また高硫黄燃料も内部コンポーネントの腐食の可能性を上げます。燃料
硫黄レベルが0.5 %を上回っている場合，オイル交換間隔が著しく短縮される恐れがあります。詳細については，本書,油水類に関する推
奨事項（潤滑油の一般情報）を参照してください。

(5) 燃料の粘度，燃料料噴射ポンプに供給された時点での値です。燃料はASTM D445またはISO 3104の試験法にて40 °C (104 °F)における最低
粘度と最大粘度の要件も満たす必要があります。低粘度燃料の使用時は，燃料インジェクションポンプでの粘度を"1.4 cSt"以上に維持する
ため，燃料の冷却が必要な場合もあります。高粘度燃料の使用時は，燃料インジェクションポンプでの粘度を4.5 cStに下げるため，燃料
ヒータが必要な場合もあります。

(6) と樹脂ガソリン（モータ）用の試験条件や試験方法に従ってください。
(7) 低硫黄および超低硫黄燃料では，燃料の潤滑性が問題になります。燃料の潤滑性はISO 12156-1またはASTM D6079高周波往復リグ
（HFRR，High Frequency Reciprocating Rig）試験で判断します。燃料の潤滑性が最低要件に適合しない場合，燃料サプライヤにお問い合わ
せください。燃料サプライヤに連絡せずに燃料を取り扱わないでください。一部の添加剤は対応していません。これらの添加剤は燃料系
統で不具合を発生させる恐れがあります。
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注意
Perkinsの推奨事項に適合しない燃料で運転すると，
始動が困難になる，燃焼しにくくなる，燃料イン
ジェクタ内に堆積物が生じる，燃料系統の寿命が短
くなる，燃焼室内に堆積物が生じる，エンジンの寿
命が短くなるなどの問題を引き起こすおそれがあり
ます。

Perkinsが製造したエンジンは，米国環境保護庁が定
めた燃料を使用して認定されています。Perkinsが製
造 し た エ ン ジ ン は， 欧 州 認 証 （European
Certification）およびその他の規制当局が定めた燃料
の使用を認定されています。Perkinsは，これら以外
の燃料をディーゼルエンジンに使用することを認め
ていません。

注記:エンジンの所有者およびオペレータには，米
国環境保護庁（EPA，Environmental Protection
Agency）およびその他の該当する規制当局が定めた
燃料を使用する責任があります。

デディィーーゼゼルル燃燃料料のの特特性性

Perkinsによる推奨事項

セセタタンン価価

高セタン価の燃料は，点火遅れが短くなります。こ
れによりイグニッション特性は向上します。セタン
価の値は，標準CFRエンジンにおけるセタンとヘプ
タメチルノナンの燃料成分比を基に決められます。
試験法についてはISO 5165を参照してください。

現行のディーゼル燃料では通常，45を超えるセタン
価が期待されています。ただし，一部の地域ではセ
タン価40が生じることがあります。アメリカ合衆国
はセタン価が低いことがある地域の1つです。最小
セタン価40は，標準的な始動条件時に必要です。高
地での運転または低温での運転には，高セタン価を
要する場合があります。

燃料のセタン価が低いことは，低温始動時の不具合
の根本原因になる可能性があります。

粘粘度度

液体の粘度とは，分割や流動の動きに対して抵抗し
ようとする特性のことです。粘度は，温度が上がる
と低下します。通常の化石燃料の場合，こうした粘
度の低下は対数関数的な関係となります。通常参照
されるのは，動粘度です。動粘度は，粘度を密度で
割った比率として定められます。一般に動粘度の測
定には，標準の温度環境にて重力粘度計を使用しま
す。試験法についてはISO 3104を参照してくださ
い。

燃料の粘度が重要なのは，燃料は燃料系統のコン
ポーネントに対する潤滑油としても働くためです。
こうしたフュエルシステムに対する潤滑を，低温お
よび高温の両環境にて果たすため，燃料には十分な
粘度が必要とされます。燃料インジェクションポン
プでの燃料の動粘度が1.4 cStを下回っていると，燃
料インジェクションポンプが損傷するおそれがあり
ます。このような損傷は，過度なスカフィングや固
着の発生原因となります。低い粘度に起因した問題
には，エンジン再始動の困難，ストール，性能低下
などもあります。高い粘度に起因した問題として
は，ポンプの固着があります。

Perkinsの推奨する動粘度は，フュエルインジェク
ションポンプ到達時にて1.4および4.5 cStという値で
す。低粘度燃料の使用時は，燃料インジェクション
ポンプでの粘度を"1.4 cSt"以上に維持するため，燃
料の冷却が必要な場合もあります。高粘度燃料の使
用時は，燃料インジェクションポンプでの粘度
を"4.5 cSt"に下げるため，燃料ヒータが必要な場合
もあります。

密密度度

燃料の密度とは，特定温度における単位体積あたり
の重量を意味します。このパラメータが直接的な影
響を及ぼすのは，エンジン性能および排出ガスで
す。これは，噴射される一定の燃料体積に対する熱
出力を決定します。これは，15 °C (59 °F)における
もので，kg/m3単位の前に引用符付きで表記されま
す。

Perkinsは，適切な出力を得るための密度の値として
841 kg/m3を推奨します。より軽い燃料も使用できま
すが，その場合に定格出力は得られません。

硫硫黄黄

硫黄レベルを規定しているのは，排出ガスの規制法
です。燃料に対して硫黄分の制限を定めている法規
は，地域，国家，国際レベルで存在しています。燃
料の硫黄分と品質については，当該地域にて適用さ
れる，すべての排ガス関連法規に準拠している必要
があります。

世界の一部の地域および一部の用途では，重量で
0.5%を超える高硫黄燃料しか利用できない場合があ
ります。硫黄分の高い燃料は，エンジン摩耗の原因
となります。高硫黄燃料は，排出粒子に関して悪影
響を及ぼします。当該地域の排出ガスの規制法で許
可されている場合，高硫黄燃料の利用が可能です。
高硫黄燃料は，排出ガスを規制していない国で使用
することができます。

高硫黄燃料しか入手できない場合，高アルカリ潤滑
油をエンジンに使用するか，潤滑油の交換間隔を短
くする必要があります。燃料中の硫黄分の詳細は，
取扱説明書,液体の推奨事項（潤滑油の情報）を参
照してください。

潤潤滑滑性性

燃料の潤滑性は，ポンプの摩耗を防止するよう機能
しています。液体の潤滑性とは，負荷のかかった接
触面間に生じる摩擦を抑制しようとする能力です。
この能力は，摩擦に起因する損傷を低減するもので
す。燃料噴射システムは，燃料の潤滑特性に依存し
ている仕組みです。燃料中の硫黄分が規制される以
前は，燃料の潤滑性は粘性によって賄うものとされ
ていました。

潤滑性の占める重要性が高まった背景には，現在流
通している低粘性燃料，低硫黄燃料および，芳香族
分が低い化石燃料の登場があります。こうした燃料
が製造されるようになった理由は，排出ガスに対し
て厳格な規制が課されるようになったからです。

このような燃料では，摩耗痕径が0.46 mm
(0.01811 inch)を超えてはなりません。また，HFRRを
使用して60 °C (140 °F)で燃料潤滑性試験を実施する
必要があります。詳細については，ISO 12156-1を参
照してください。
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注意
燃料系統は，ISO 12156-1で規定された試験方法に
よって潤滑性を表す0.46 mm (0.01811 inch)摩耗痕径
以下であることが確認された燃料を使用して，性能
が 認 定 さ れ て い ま す。 摩 耗 痕 径 が 0.46 mm
(0.01811 inch)を超える燃料を使用すると，燃料系統
の耐用年数が短くなったり，故障を早めたりするこ
とがあります。

燃料が規定の潤滑性要件を満たしていない場合，適
切な潤滑添加剤を用いることで，燃料の潤滑性が改
善される場合があります。

燃料添加剤が必要な場合は，その状況について燃料
サプライヤにご相談ください。燃料サプライヤが’添
加剤の使用および適切な扱い方を推奨をします。

蒸蒸溜溜

蒸溜により，燃料に混在している複数の炭化水素成
分が示されます。軽量炭化水素の比率が高いと，燃
焼特性に影響を及ぼすことがあります。

燃燃料料のの分分類類

ディーゼルエンジンでは，さまざまな種類の燃料を
燃焼できます。次に示す分類は，一般的に流通して
いる燃料で，使用可能であるかの評価を受けたもの
の仕様をまとめたものです。

グループ1:推奨される燃料

次の燃料仕様は，使用可能と認められているもので
す。

表16に示された要件を満たしている燃料

EN590 -グレードA ~ Fおよびクラス0 ~ 4

ASTM D975グレードNo. 1-Dおよび2-D

JIS K2204グレード1，2，3およびスペシャルグレー
ド3。ただし， “ISO 12156-1” に基づく潤滑性の摩耗
痕径が0.46 mm (0.01811 inch)を超えてはなりませ
ん。

BS2869 -クラスA2オフハイウェイガスオイル，レッ
ドディーゼ

注記:これらの燃料では， “ISO 12156-1” に基づく摩
耗痕径が0.46 mm (0.01811 inch)を超えてはなりませ
ん。“潤滑性”を参照してください。

グレード2:航空用ケロシン燃料

次に示すケロシンおよびジェット燃料の仕様は，代
替燃料としての使用が許容されており，基本的には
緊急時における非常用として使用することができま
す。連続使用については，通常のディーゼル燃料が
入手できず当該地域の法令でその使用が認められて
いる場合という条件が付きます。

MIL-DTL-83133 NATO F34（JP-8）

MIL-DTL-83133 NATO F35

MIL-DTL-5624 NATO F44（JP-5）

MIL-DTL-38219 (USAF) (JP7)

NATO XF63

ASTM D1655 JETA

ASTM D1655 JETA1

注意
これらの燃料の使用が認められるのは，適切な潤滑
用添加剤の利用が前提であり，表16に示した最低要
件も満たす必要があります。これらの燃料では，
“ISO 12156-1” に 基 づ く 摩 耗 痕 径 が 0.46 mm
(0.01811 inch)を超えてはなりません。“潤滑性”を参
照してください。

注記:セタン価は最低40が推奨され，これを満たさ
ない場合，寒冷始動時の不具合や軽負荷での失火が
発生する可能性があります。ジェット燃料にはセタ
ン価の要件が課されていないため，Perkinsからは，
実際の燃料サンプルを用いたセタン価の特定が推奨
されています。

注記:フュエルインジェクションポンプにおける燃
料の粘度は，最低1.4 cStが必要です。フュエルイン
ジェクションポンプでの粘度を1.4 cSt以上に維持す
るため，燃料の冷却が必要な場合もあります。
Perkinsでは，実際の燃料の粘度を測定し，燃料クー
ラの必要性を判断することを推奨しています。“粘
度”を参照してください。

注記:ジェット燃料はディーゼル燃料に比べて密度
および粘度が低いため，定格出力が最大10パーセン
ト低下する可能性があります。

ババイイオオデディィーーゼゼルル燃燃料料

バイオディーゼルとは，脂肪酸のモノアルカリエス
テルを基にした燃料だと規定できます。燃料として
のバイオディーゼルは，各種の原材料から製造可能
です。欧州で最も一般的なバイオディーゼルは菜種
油メチルエステル（REM，Rape Methyl Ester）で
す。このバイオディーゼルは菜種油がその製造原料
となっています。大豆油メチルエステル（SME，
Soy Methyl Ester）は，米国で最も一般的なバイオ
ディーゼルです。このバイオディーゼルは大豆油が
その製造原料となっています。大豆油と菜種油は代
表的な原料です。これらの燃料はまとめて脂肪酸メ
チルエステル（FAME，Fatty Acid Methyl Ester）と総
称されています。

単に植物油として絞り出しただけの状態は，どのよ
うな濃度であっても圧縮エンジンでの使用には適し
ません。エステル化しないと，これらの油分はクラ
ンクケースや燃料タンク内でゲル化します。これら
の燃料は，今日，エンジン製造で使用される多くの
弾性繊維との親和性がない可能性があります。これ
らの油分は，その本来の組成のままでは圧縮エンジ
ン用の燃料には適しません。バイオディーゼルの代
替ベースストックとなる候補としては，獣脂，食用
油の廃油など，各種の原材料が存在します。いずれ
の候補にせよ，燃料としての使用にはエステル化が
必須となります。

100 %のFAMEから作られた燃料は，B100バイオ
ディーゼルまたはニートバイオディーゼルと呼ばれ
ます。
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バイオディーゼルは，留出ディーゼル燃料との混合
も可能です。このブレンド物は燃料として使用でき
ます。最も一般的なバイオディーゼルブレンドはB5
と呼ばれるもので，これは5パーセントのバイオ
ディーゼルと95パーセントの留出ディーゼル燃料か
ら成っています。同様にB20は，20パーセントのバ
イオディーゼルと80パーセントの留出ディーゼル燃
料から成っています。

注記:この比率は容量ベースの数値です。米国留出
ディーゼル燃料仕様 “ASTM D975-09a” はB5（5 %）
バイオディーゼルまで含みます。

欧州の留出ディーゼル燃料仕様 “EN590: 2010” はB7
（7パーセント）まで含みます。

注記: Perkinsが製造したエンジンは，米国環境保護
庁（EPA，Environmental Protection Agency）および欧
州認証（European Certification）が定めた燃料の使用
が認定されています。Perkinsは，これら以外の燃料
を使用したエンジンを認めていません。エンジンの
使用者は，製造元が推奨し，EPAその他の該当する
規制事項に適合した燃料を使用する責任がありま
す。

仕仕様様のの要要件件

ニートバイオディーゼルはEN14214またはASTM
D6751に準拠している必要があり（米国内），表16
に示した要件または最新版のEN590およびASTM
D975商業規格の定める許容可能な鉱物ディーゼル燃
料に対して最大20パーセントまでの混合のみが行え
ます。このブレンドは一般にB20と呼ばれていま
す。

バイオディーゼルブレンドの名称に用いられる
“BXX” の “XX” は，鉱物ディーゼル燃料に混合され
たニートバイオディーゼルの割合を示しています
（B5，B10，B20など）。

米国の場合，B6からB20のバイオディーゼルブレン
ドは，最新版のASTM D7467（B6からB20）に記載
されている要件を満たし，API比重が30 ~ 45である
必要があります。

米国の場合，バイオディーゼルおよびバイオディー
ゼルブレンドの購入は，BQ-9000認可の製造元およ
びBQ-9000認証の代理店から行う必要があります。

その他の地域では，BQ-9000の認可と認証を受けた
バイオディーゼルを入手するか，あるいは同等の品
質規格を定めている関連団体からの承認を受けたバ
イオディーゼルを使用する必要があります。

BB2200ででののエエンンジジンンササーービビススのの要要件件

バイオディーゼルの攻撃的な特性に起因して，燃料
タンクや燃料ラインに異物が蓄積する場合がありま
す。バイオディーゼルの攻撃的な特性に起因して，
燃料タンクや燃料ラインの清掃が行われます。こう
した燃料系統の清掃は，燃料フィルタの目詰まりを
早期に発生させる場合があります。Perkinsからの推
奨事項として，最初にB20バイオディーゼルブレン
ド燃料を使用した後は，フュエルフィルタ交換を50
時間で行わなくてはなりません。

同じくバイオディーゼル燃料中にグリセリドが存在
すると，より短時間で燃料フィルタを目詰まりさせ
ます。そのため通常のサービス間隔は，250時間に
短縮させなくてはなりません。

バイオディーゼル燃料の使用は，クランクケースオ
イルおよび後処理システムに影響する場合もありま
す。この影響は，密度や揮発性などのバイオディー
ゼル燃料の特性や化学組成に起因するものであり，
アルカリおよびアルカリ金属（ナトリウム，カリウ
ム，カルシウム，マグネシウム）などの燃料中の不
純物質も関係しています。

• バイオディーゼルおよびバイオディーゼルブレン
ドの使用時は，クランクケースオイルの燃料希釈
を大きくする場合があります。こうしたバイオ
ディーゼル/バイオディーゼルブレンド使用時に
おける燃料希釈レベルの増加は，一般的なバイオ
ディーゼルの揮発性の低さに起因しています。最
新の産業用エンジン設計ではシリンダ内での排出
ガス制御機構が採用されていますが，これが原因
でエンジンオイルパン内にバイオディーゼルが集
中することがあります。こうしたクランクケース
オイルへのバイオディーゼル集中が，長期的にど
のような影響を及ぼすかは，現状では特定されて
いません。

• バイオディーゼル燃料を使用している場合，
Perkinsはオイル分析によるエンジンオイルの品
質検査を推奨します。オイルサンプルの取得時に
は，燃料中のバイオディーゼルレベルも必ず記録
しておいてください。

BB2200のの性性能能にに関関すするる問問題題

通常の留出ディーゼル燃料に比べてエネルギー含量
が少ないため，B20使用時の出力は2 ~ 4パーセント
程度低下します。また燃料インジェクタへの堆積が
起こるため，長期的にはさらなる出力低下が起こる
場合もあります。

バイオディーゼルおよびバイオディーゼルブレンド
は燃料系統への堆積を起こすことが知られています
が，そのうち最も顕著なものが燃料インジェクタで
の堆積です。これらの堆積物は，燃料インジェク
ションに目詰まりや変形を起こすことで出力低下を
もたらしますが，その他の悪影響を与える可能性も
あります。

注記: Perkins T400012燃料クリーナの使用は，堆積物
の抑制と除去において最も効果的です。Perkins
ディーゼル燃料コンディショナは，バイオディーゼ
ルおよびバイオディーゼルブレンドの安定性を改善
することで，堆積発生を抑制します。詳細について
は，“Perkinsのディーゼル燃料系統クリーナ, and
Perkins”を参照してください。

一一般般的的なな要要件件

バイオディーゼルは酸化に対する安定性が低く，こ
れは長期保存する際の問題となります。バイオ
ディーゼル燃料は製造後6か月以内に使用するべき
です。燃料系統中にB20バイオディーゼルブレンド
がある状態で，装置を3か月以上保管するべきでは
ありません。
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こうした酸化安定性の低さその他の潜在的な問題が
存在しているため強く推奨されるのが，特定の時期
のみ稼働させるエンジンの場合，B20バイオディー
ゼルブレンドは使用しないか，あるいは付随する一
部のリスクを承知した上で最大B5までに制限したバ
イオディーゼルブレンドを利用することです。バイ
オディーゼルの使用を制限するべき用途としては，
スタンバイ発電装置および緊急用車両が例として挙
げられます。

Perkinsから強く推奨されているのは，特定の季節の
み使用する車両では，長期保管を行う前に，フュエ
ルタンクを含めたフュエルシステムを通常のディー
ゼル燃料で洗い流しておくことです。このような燃
料系統の季節洗浄をすべき例としては，収穫時に用
いるコンバインハーベスタが該当します。

微生物の混入と成長により，燃料系統の腐食および
燃料フィルタの早期目詰まりが起こる恐れがありま
す。使用するべき抗菌用の添加剤については，各自
の燃料サプライヤに確認してください。

水分は，微生物の混入と成長を助長します。バイオ
ディーゼルを蒸溜燃料と比較すると，バイオディー
ゼルには傾向としてより多くの水分量が認められま
す。そのため，頻繁にウォータセパレータを点検
し，必要に応じて中に溜まった水分を排出すること
が不可欠です。

黄銅，青銅，銅，鉛，スズ，亜鉛などの素材は，バ
イオディーゼル燃料の酸化を速めます。酸化の結果
として堆積物が生じる場合があるので，これら素材
の燃料タンクと燃料ラインでの使用は回避する必要
があります。

寒寒冷冷環環境境用用のの燃燃料料

欧州基準のEN590には，気候に応じた要件および複
数のオプションが定められています。このオプショ
ンは，地域ごとに異なったものが適用できます。極
寒気候や厳しい冬季気候については，5つのクラス
が用意されています（0，1，2，3および4）。

EN590クラス4に準拠した燃料は，−44 °C (−47.2 °F)
までの低温で使用することができます。燃料の物理
的性質の詳細については，EN590を参照してくださ
い。

米国で用いられているディーゼル燃料ASTM D975 1-
Dは，−18 °C (−0.4 °F)を下回る低温環境でも使用で
きます。

周囲が極低温でも，“燃料の分類”に指定される航空
用ケロシン燃料を使用することができます。これら
の燃料は，−54 °C (−65.2 °F)ほどの低温でも使用で
きるように意図されています。航空用ケロシン燃料
の使用に関する詳細および条件については，“燃料の
分類”を参照してください。

ディーゼル燃料にアルコールあるいはガソリンを混
ぜると，エンジンのクランクケースやフュエルタン
クに爆発性のガスが発生する可能性があります。
ディーゼル燃料の希釈にアルコールやガソリンは用
いないでください。この指示に従わないと，傷害ま
たは死亡事故の原因となる場合があります。

政府および技術協会により出版されるディーゼル燃
料仕様はこの他多数あります。一般にそうした仕様
の多くは，表16に示した要件の一部しか評価してい
ません。エンジン性能を確実に最適化するために
は，エンジンの作動前に完全な燃料分析結果を入手
しておく必要があります。そのような燃料分析で
は，表16に示したすべての特性を網羅していなけれ
ばなりません。

非非純純正正燃燃料料添添加加剤剤

注意
Perkins は，Perkins 製以外の液体類およびフィルタ
の性能や品質については保証しません。

他社製の補助装置，アクセサリ，消耗品（フィル
タ，添加剤）をPerkins製品で使用した場合，そうし
た使用法それ自体はPerkinsの保証に影響するもので
はありません。

ただし，他メーカーの装置，アクセサリ，消耗品の
取付けや使用が原因で起きた故障については，
Perkins の瑕疵にはなりません。従って，この種の
瑕疵はPerkinsの保障範囲ではありません。

ディーゼル燃料用補助添加剤は推奨されません。こ
れは燃料系統やエンジンに損傷を与える可能性があ
るためです。適切なディーゼル燃料用補助添加剤の
追加については，ディーゼル燃料のサプライヤまた
は燃料の製造元が行うはずです。

Perkinsは，一部環境における添加剤の必要性につい
て，その事実を把握しています。燃料添加剤を使用
する場合は，注意が必要です。燃料添加剤が必要な
場合は，その状況について燃料サプライヤにご相談
ください。使用すべき添加剤および適切な扱い方に
ついての推奨事項を，燃料サプライヤが用意してい
る場合もあります。

注記:添加剤が必要な場合に最善の結果を得る方法
は，そうした燃料の処理を燃料サプライヤ側にて行
うことです。処理後の燃料は，表16にまとめた要件
を満たす必要があります。

PPeerrkkiinnss ののデディィーーゼゼルル燃燃料料系系統統ククリリーーナナ

Perkins T400012燃料クリーナは，Perkinsの推奨する
唯一の燃料クリーナです。

Perkinsからは，バイオディーゼルおよびバイオ
ディーゼルブレンド燃料の使用時における，Perkins
燃料クリーナの利用が求められています。バイオ
ディーゼルおよびバイオディーゼルブレンドの使用
に関する詳細については，“バイオディーゼル燃料”
を参照してください。

Perkins製燃料クリーナを用いることで，バイオ
ディーゼルおよびバイオディーゼルブレンドの使用
で生じる燃料系統中の堆積物は除去できます。こう
した堆積物が残されていると，エンジンの性能と出
力が損なわれます。

燃料クリーナを燃料に投入すると，30時間のエンジ
ンの作動後には燃料系統中の堆積物が除去されま
す。効果を最大化したい場合は，燃料クリーナの使
用を最大80時間まで継続してください。Perkins製燃
料クリーナは，継続的な使用が可能で，エンジンや
燃料系統の耐久性が損なわれることはありません。

燃料クリーナを使用する割合については，容器にそ
の詳細が記載されています。
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i05273585

給油整備間隔

不不定定期期のの整整備備

バッテリ－交換 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 49

バッテリまたはバッテリ･ケーブル－切離し . . . 50

エンジン－清掃 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 57

エンジン･エア･クリーナ･エレメント(デュアル･エレ
メント) -清掃／交換 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 57

エンジン･エア･クリーナ･エレメント（シングル･エ
レメント） ‐点検／交換 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 59

燃料系統，燃料系統のプライミング . . . . . . . . . . . 65

過酷な使用条件 -点検 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 72

毎毎日日

クーリング･システムクーラントレベル－点検 . . 54

被駆動装置 -点検 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 57

エンジン･エア･フィルタ･サービス･インジケータ -
点検 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 60

エンジン･エア･プレクリーナ -清浄 . . . . . . . . . . . . 60

エンジンオイルレベル-点検 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 61

燃料系統プライマリ･フィルタ／ウォータ／セパ
レータ－排出 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 67

V-ベルト－点検／調整／交換 . . . . . . . . . . . . . . . . . . 73

見回り点検 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 74

5500ササーービビスス時時間間ごごととままたたはは毎毎週週

燃料タンクの水および沈殿物-排出 . . . . . . . . . . . . . 69

550000ササーービビスス時時間間ごごとと

V-ベルト－点検／調整／交換 . . . . . . . . . . . . . . . . . . 73

550000ササーービビスス時時間間ままたたはは11年年ごごとと

バッテリ電解液面 -点検 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 50

冷却系統冷却水添加剤（SCA）－試験／添加 . . . 55

クランクケース･ブリーザ（キャニスタ）‐交換
. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 56

エンジン･エア･クリーナ･エレメント(デュアル･エレ
メント) -清掃／交換 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 57

エンジンオイルおよびフィルタ-交換 . . . . . . . . . . . 61

燃料系統プライマリフィルタ（ウォータセパレー
タ）エレメント -交換 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 66

燃料系統，フィルタの交換 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 67

ホースおよびクランプ－点検／交換 . . . . . . . . . . 70

ラジエータ -清掃 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .

11,,000000ササーービビスス時時間間ごごとと

Engine Valve Lash - Inspect/Adjust . . . . . . . . . . . . . . . 64

22,,000000ササーービビスス時時間間ごごとと

アフタクーラ･コア－点検 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 48

オルタネータ－点検 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 49

エンジン･マウント（防振装置) -点検 . . . . . . . . . . 61

始動モータ－点検 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 72

ターボチャージャ－点検 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 72

ウォータ･ポンプ -点検 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 75

33,,000000ササーービビスス時時間間ごごとと

オルタネータ･ベルト－点検／調整／交換 . . . . . 49

燃料インジェクタ－試験／交換 . . . . . . . . . . . . . . . 64

33000000ササーービビスス時時間間ままたたはは22年年毎毎

冷却系統冷却水（市販ヘビー・デューティ）－交換
. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 51

44000000ササーービビスス時時間間毎毎

アフタクーラ･コア－清掃／試験 . . . . . . . . . . . . . 48

1122,,000000ササーービビスス時時間間ままたたはは66年年ごごとと

クーリングシステムクーラント（ELC）-交換 . . . 52
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i05273547

アフタクーラ･コア － 清掃／試
験

1.コアを取り外します。手順については，OEMの資
料を参照してください。

2.アフタクーラコアを上下逆さまにして異物を取り
除きます。

圧縮空気によっては、人身事故を起こす恐れがあり
ます。

正しい手順に従わないと、人身事故を起こす恐れが
あります。圧縮空気を使用する場合は、保護マスク
および保護服を着用してください。

清掃に使用する場合は、ノズルの最高空気圧は
205 kPa (30 psi)未満でなければなりません。

3.固まりになっていない異物の除去には，加圧空気
の使用が適しています。エアへの吹付け方向は，
ファンの空気流と反対方向にします。エアノズル
を，フィンから約6 mm (0.25 in)離れた位置で保持
します。エアノズルを，チューブに沿って平行に
ゆっくり動かすようにします。チューブ間の異物
はこの操作で取り除けます。

4.清掃には加圧水も使用できます。清掃に用いる最
大水圧は275 kPa (40 psi)を上回らないようにして
ください。加圧水を用いると，付着した泥を柔ら
かくすることができます。コアの汚れは両側から
落としてください。

注意
コアを洗浄する際は、高濃度の苛性クリーナを使用
しないでください。高濃度の苛性クリーナは、コア
の内部金属に作用して漏れが起こる原因となりま
す。推奨濃度のクリーナのみを使用してください。

5.適切なクリーナを用いて，コアを逆流洗浄しま
す。

6.コアをスチーム洗浄することで，残留物をすべて
取り除きます。アフタクーラコアのフィンを洗い
流します。詰まって残留している異物があれば，
すべて取り除きます。

7.高温の石鹸水で，コアを洗浄します。清浄な水
で，コアを入念にすすぎます。

圧縮空気によっては、人身事故を起こす恐れがあり
ます。

正しい手順に従わないと、人身事故を起こす恐れが
あります。圧縮空気を使用する場合は、保護マスク
および保護服を着用してください。

清掃に使用する場合は、ノズルの最高空気圧は
205 kPa (30 psi)未満でなければなりません。

8.圧縮空気を用いて，コアを乾燥させます。エアの
吹き付け方向は，通常の空気流と反対方向にしま
す。

9.コアが完全に清掃されたか点検します。コアの圧
力試験を実施します。必要に応じコアを修理して
ください。

10.コアを取り付けます。手順については，OEMの
資料を参照してください。

11.清掃の終了後，エンジンを始動させ，回転数をハ
イアイドルに上げます。この操作は，異物の除去
およびコアの乾燥に役立ちます。エンジンを停止
してください。コア背後のライトを用いて，コア
の汚れを点検します。必要に応じて，清掃を繰り
返します。

i05273553

アフタクーラ･コア － 点検

注記: 清掃の頻度は，運用する環境に応じて調整し
てください。

アフタクーラについて損傷したフィン, 腐食, 汚れ,
グリース, 虫, 葉, オイル および その他の異物がない
かを点検します。 必要に応じて，アフタクーラを清
掃してください。

エアツーエアアフタクーラの清掃は，ラジエータと
同じ手順で行ってください。

圧縮空気によっては、人身事故を起こす恐れがあり
ます。

正しい手順に従わないと、人身事故を起こす恐れが
あります。圧縮空気を使用する場合は、保護マスク
および保護服を着用してください。

清掃に使用する場合は、ノズルの最高空気圧は
205 kPa (30 psi)未満でなければなりません。

清掃の終了後，エンジンを始動させ，回転数をハイ
アイドルに上げます。この操作は，異物の除去およ
びコアの乾燥に役立ちます。エンジンを停止してく
ださい。コア背後のライトを用いて，コアの汚れを
点検します。必要に応じて，清掃を繰り返します。
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フィンに破損がないか点検します。曲がったフィン
の復元には“コーム”も利用できます。

注記:アフタクーラの関連部品の修理および交換後
は，漏れテストの実施が推奨されます。

溶接,マウンチングブラケット,エア配管,接続,クラ
ンプおよびシールの状態を点検します。必要な場
合は，修理を行う。

i05273554

オルタネータ －点検

Perkinsからは，オルタネータの定期点検が推奨され
ています。 オルタネータを点検し，接続部に緩みが
生じていないか，バッテリの充電状態が適切かを点
検してください。 エンジンの作動中に電流計（装備
されている場合）を観察し，バッテリおよび電気系
統が所定の性能を発揮しているかを確認します。 必
要に応じて修理を行ってください。

オルタネータおよびバッテリ充電器が正常に作動し
ているかを確認します。バッテリの充電状態が適正
な場合，電流計の表示値はほぼゼロになります。
バッテリはすべて充電済みの状態で維持してくださ
い。クランキング能力は温度の影響を受けるため，
バッテリは暖かい状態で保管する必要があります。
バッテリの温度が低すぎると，バッテリを用いたエ
ンジンクランキングができなくなります。エンジン
の運転が長期間行われていない場合やごく短時間で
終わった場合，バッテリが十分に再充電されていな
い可能性があります。充電不足のバッテリは，フル
充填状態のバッテリに比べて容易に凍結します。

i05273542

オルタネータ･ベルト － 点検／
調整／交換
(ポリVベルト)

点点検検

エンジン性能を最大にするため，ベルト(1) に摩耗や
亀裂がないか点検してください。 ベルトが摩耗また
は損傷している場合，ベルトを交換します。

• ベルト(1)の長さ25.4000 mm (1 in)あたりに4個以
上の亀裂が生じている場合はベルト交換が必要で
す。

• ベルトを点検して，亀裂，剥離，表面の変色，油
汚れ，分離がないか調べます。

図 19 g01251375

代表例

調調整整

このタイプのベルトには，ベルト自動テンショナが
装備されています。

交交換換すするる。。

詳細は，分解および組立, Alternator Belt - Remove and
Installを参照してください。

i05273583

バッテリ－交換

バッテリは爆発する恐れのある可燃性ガスを放出し
ます。火花は可燃性ガスに点火する原因となる恐れ
があります。これにより、重傷事故または死亡事故
を起こす恐れがあります。

バッテリがエンクロージャに納められている場合
は、適切な換気を確保してください。バッテリの近
くで電気アークまたは火花が発生するのを防ぐため
正しい手順に従ってください。バッテリ作業を行っ
ているときは、喫煙しないでください。
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バッテリ･ケーブルおよびバッテリは、バッテリ･カ
バーを付けたまま取り外さないでください。整備作
業を行う前にバッテリ･カバーを取り外してくださ
い。

バッテリ･カバーを取り付けた状態でバッテリ･ケー
ブルまたはバッテリを取り外すと、バッテリが爆発
して人身事故を起こす恐れがあります。

1.エンジンのスイッチを「OFF」位置にします。電
気的負荷をすべて取り除きます。

2.バッテリ充電器のスイッチを切ります。バッテリ
充電器を切り離します。

3.バッテリのマイナス “-” ターミナルとスタータ
モータのマイナス “-” ターミナルの間は，マイナ
ス “-” ケーブルにより接続されています。この
ケーブルを，バッテリのマイナス “-” ターミナル
から切り離します。

4.バッテリのプラス “+” ターミナルとスタータモー
タのプラス “+” ターミナルの間は，プラス “+”
ケーブルにより接続されています。このケーブル
を，バッテリのプラス “+” ターミナルから切り離
します。

注記:バッテリは必ずリサイクルする。バッテリは
決して廃棄しないこと。使用済みバッテリの処分
は，適切なリサイクル施設に任せてください。

5.使用済みバッテリを取り外します。

6.新しいバッテリを取り付ける。

注記:ケーブルを接続する前に，エンジン始動ス
イッチが「OFF」になっているか確認します。

7.スタータモータからバッテリのプラス “+” ターミ
ナル間にケーブルを接続します。

8.スタータモータのマイナス “-” ターミナルから
バッテリのマイナス “-” ターミナルの間にケーブ
ルを接続します。

i05273565

バッテリ電解液面 - 点検

エンジンが長期間運転されていない場合やエンジン
の作動時間が短い場合，バッテリが十分に再充電さ
れていない可能性があります。 バッテリの凍結を回
避するため，完全に充電されているか確認します。
バッテリの充電状態が適正な場合，エンジンの運転
中に電流計の表示値はほぼゼロになります。

全ての鉛バッテリには、肌や衣類を焦がす硫酸が含
まれています。バッテリの近くで作業する場合は、
常に保護マスクと保護服を着用してください。

1.フィラキャップを取り外します。電解液のレベル
は，バッテリの「 “FULL” （上限）」マークに維
持します。

水の補充が必要な場合は，蒸溜水を使用してくだ
さい。蒸溜水が手に入らない場合は，ミネラル分
の少ない清浄な水を使用してください。人為的に
軟水化処理された水は使用しないでください。

2.適切なバッテリテスタを使用して，電解液の状態
を点検します。

3.キャップを取付けます。

4.バッテリを清掃します。

バッテリケースの清掃には，次のいずれかの洗浄
液を用いてください。

• 0.1 kg (0.2 lb)の洗濯ソーダまたは重曹（ベー
キングソーダ）と1 L (1 qt)の清浄な水の混合
液

• 0.1 L (0.11 qt)のアンモニアと1 L (1 qt)の清浄
な水の混合液

バッテリケースは，清浄な水で完全に洗い流しま
す。

i05273540

バッテリまたはバッテリ･ケーブ
ル － 切離し

バッテリ･ケーブルおよびバッテリは、バッテリ･カ
バーを付けたまま取り外さないでください。整備作
業を行う前にバッテリ･カバーを取り外してくださ
い。

バッテリ･カバーを取り付けた状態でバッテリ･ケー
ブルまたはバッテリを取り外すと、バッテリが爆発
して人身事故を起こす恐れがあります。

1.始動スイッチを「OFF」位置にします。イグニ
ションスイッチ（装着の場合）を「OFF」位置に
してキーを取り除き，すべての電気負荷を除去し
ます。

2.バッテリマイナスターミナルを切り離します。
ケーブルがターミナルに接触しないよう注意して
ください。 12ボルトバッテリが4個ある場合，取
り外すべきマイナス接続部は2箇所になります。
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3.プラス接続部を取り外します。

4.切り離したすべての接続部およびバッテリターミ
ナルを清掃します。

5.目の細かいサンドペーパを用いて，ターミナルと
ケーブルクランプを清掃します。これらの研磨
は，表面に光沢が生じるまで行います。金属部を
削りすぎないでください。削りすぎるとクランプ
が正しく噛み合わなくなる危険性があります。ク
ランプおよびターミナルを，適切なシリコン潤滑
剤またはワセリンでコートします。

6.意図しない通電を防止するため，ケーブル接続部
にはテープを巻き付けておきます。

7.必要なシステムの修理を継続します。

8.バッテリを接続する際は，プラス接続部をつなげ
てから，マイナス接続部をつなげます。

i05273525

冷却系統冷却水（市販ヘビー・
デューティ）－交換

注意
製品の点検、保守整備、試験、調整および修理を実
施する場合は、液体類が確実に容器に収納されるよ
う十分注意を払ってください。液体類が入った区画
を開けたり液体類が入った構成部品を分解したりす
る前に、適切な容器で液体を回収する準備をしてお
いてください。

液体類はすべて地域の法規制と条例に従った方法で
廃棄してください。

注意
すべての部品をきれいにして汚染物を除去してくだ
さい。

汚染物があると摩耗が早まり構成部品の耐用年数を
短縮させます。

次の状態が該当する場合は，推奨される給油整備間
隔の到達前に，クーリングシステムの清掃およびフ
ラッシュ（洗浄）を行ってください。

• エンジンが頻繁にオーバーヒートする。

• 発泡が見られる。

• オイルがクーリングシステムに混入し，クーラン
トが汚染されている。

• 燃料がクーリングシステムに混入し，クーラント
が汚染されている。

注記:クーリングシステムを洗浄する時は，清浄な
水のみを使用します。

注記:クーリングシステムの排出の終了後，ウォー
タポンプと水温レギュレータを点検してください。
この時必要に応じて，ウォータポンプ，水温レギュ
レータ，ホースを交換します。

ドドレレーーンン

加圧システム:高温の冷却水により重度の火傷を負
う恐れがあります。エンジンを停止して，冷却系統
の構成部品が冷えてから冷却系統のフィラキャップ
を開けてください。クーリングシステム圧力キャッ
プをゆっくりとゆるめて，圧力を解放してくださ
い。

1.エンジンを停止して，エンジンを室温まで冷やす
こと。クーリングシステムフィラキャップを徐々
に緩め，圧力をすべて解放させます。クーリング
システムフィラキャップを取り外します。

図 20 g01356026

2.エンジンのドレーンプラグ(1)を取り外すか，ド
レーンコックを開きます。ラジエータのドレーン
プラグを取り外すか，ドレーンコックを開きま
す。

クーラントを排出させます。

注意
使用済みエンジン冷却水は廃棄するか、またはリサ
イクルしてください。使用済み冷却水をエンジン冷
却系統で再利用するための様々な再生方法が提案さ
れています。パーキンス社で容認できる使用済み冷
却水の再生方法は、完全蒸溜法だけです。
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使用済みクーラントの廃棄およびリサイクルに関す
る詳細は，PerkinsディーラまたはPerkinsの代理店
にお問い合わせください。

フラッシング
1.清浄な水を用いてクーリングシステムをフラッ
シュ（洗浄）して，すべての異物を除去します。

2.エンジンのドレーンプラグを取り付けるか，ド
レーンコックを閉じます。ラジエータのドレーン
プラグを取り付けるか，ドレーンコックを閉じま
す。

注意
エア･ロックを避けるため、冷却系統への充填速度
は、1分当たり5 L (1.3 US gal)を超えないようにして
ください。

冷却系統にエア･ロックが起きると、エンジンが損
傷する恐れがあります。

3.クーリングシステムに清浄な水を補充する。クー
リングシステムフィラキャップを取り付けます。

4.エンジンを始動し，温度が49 ~ 66 °C
(120 ~ 150 °F)になるまでエンジンをローアイドル
で運転します。

5.エンジンを停止して，エンジンを室温まで冷やす
こと。クーリングシステムフィラキャップを徐々
に緩め，圧力をすべて解放させます。クーリング
システムフィラキャップを取り外します。エンジ
ンのドレーンプラグを取り外すか，ドレーンコッ
クを開きます。ラジエータのドレーンプラグを取
り外すか，ドレーンコックを開きます。水を排出
させます。清浄な水を用いてクーリングシステム
をフラッシュ（洗浄）します。

燃料充填
1.エンジンのドレーンプラグを取り付けるか，ド
レーンコックを閉じます。ラジエータのドレーン
プラグを取り付けるか，ドレーンコックを閉じま
す。

注意
エア･ロックを避けるため、冷却系統への充填速度
は、1分当たり5 L (1.3 US gal)を超えないようにして
ください。

冷却系統にエア･ロックが起きると、エンジンが損
傷する恐れがあります。

2.クーリングシステムに市販のヘビーデューティ
クーラントを充填します。クーラントに補助クー
ラント添加剤を追加します。適正量については，
クーリングシステムの仕様の詳細を解説した取扱
説明書,液体の推奨事項（保守整備編）を参照し
てください。クーリングシステムフィラキャップ
は取り付けないでください。

3.エンジンを始動して，ローアイドルで運転する。
エンジン回転数をハイアイドルに上げる。エンジ
ンブロックのすき間からエア抜きをするため，エ
ンジンをハイアイドルで1分間運転します。エン
ジンを停止してください。

4.クーラント量を点検する。クーラントレベルは，
充填用パイプの底から13 mm (0.5 in)以内に維持し
ます。補助ボトル（装着の場合）のクーラントレ
ベルを適切な状態に維持します。

5.クーリングシステムフィラキャップを清掃しま
す。クーリングシステムフィラキャップのガス
ケットを点検します。クーリングシステムフィラ
キャップのガスケットが損傷している場合は，古
いフィラキャップを廃棄し，新しいフィラキャッ
プを取り付けてください。クーリングシステム
フィラキャップのガスケットが損傷していなけれ
ば，適切な加圧ポンプを用いてクーリングシステ
ムフィラキャップの圧力試験を実施します。クー
リングシステムフィラキャップの適正圧力は，
フィラキャップの表面に表示されています。クー
リングシステムフィラキャップが適正圧力を維持
できない場合は，新しいクーリングシステムフィ
ラキャップを取り付けてください。

6.エンジンを始動します。クーリングシステムに漏
れがなく，作動温度が適正であるかを点検しま
す。

i05273578

クーリングシステムクーラント
（ELC）- 交換

注意
製品の点検、保守整備、試験、調整および修理を実
施する場合は、液体類が確実に容器に収納されるよ
う十分注意を払ってください。液体類が入った区画
を開けたり液体類が入った構成部品を分解したりす
る前に、適切な容器で液体を回収する準備をしてお
いてください。

液体類はすべて地域の法規制と条例に従った方法で
廃棄してください。
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注意
すべての部品をきれいにして汚染物を除去してくだ
さい。

汚染物があると摩耗が早まり構成部品の耐用年数を
短縮させます。

次の状態が該当する場合は，推奨される給油整備間
隔の到達前に，クーリングシステムの清掃およびフ
ラッシュ（洗浄）を行ってください。

• エンジンが頻繁にオーバーヒートする。

• 発泡が見られる。

• オイルがクーリングシステムに混入し，クーラン
トが汚染されている。

• 燃料がクーリングシステムに混入し，クーラント
が汚染されている。

注記:クーリングシステムを洗浄する時は，ELCを排
出し交換する際に清浄な水のみを使用します。

注記:クーリングシステムの排出の終了後，ウォー
タポンプと水温レギュレータを点検してください。
この時必要に応じて，ウォータポンプ，水温レギュ
レータ，ホースを交換します。

ドドレレーーンン

加圧システム:高温の冷却水により重度の火傷を負
う恐れがあります。エンジンを停止して，冷却系統
の構成部品が冷えてから冷却系統のフィラキャップ
を開けてください。クーリングシステム圧力キャッ
プをゆっくりとゆるめて，圧力を解放してくださ
い。

1.エンジンを停止して，エンジンを室温まで冷やす
こと。クーリングシステムフィラキャップを徐々
に緩め，圧力をすべて解放させます。クーリング
システムフィラキャップを取り外します。

図 21 g01356026

代表例

2.エンジンのドレーンプラグ(1)を取り外すか，ド
レーンコックを開きます。ラジエータのドレーン
プラグを取り外すか，ドレーンコックを開きま
す。

クーラントを排出させます。

注意
使用済みエンジン冷却水は廃棄するか、またはリサ
イクルしてください。使用済み冷却水をエンジン冷
却系統で再利用するための様々な再生方法が提案さ
れています。パーキンス社で容認できる使用済み冷
却水の再生方法は、完全蒸溜法だけです。

使用済みクーラントの廃棄およびリサイクルに関す
る詳細は，PerkinsディーラまたはPerkinsの代理店
にお問い合わせください。

フラッシング
1.清浄な水を用いてクーリングシステムをフラッ
シュ（洗浄）して，すべての異物を除去します。

2.エンジンのドレーンプラグを取り付けるか，ド
レーンコックを閉じます。ラジエータのドレーン
プラグを取り付けるか，ドレーンコックを閉じま
す。

注意
エア･ロックを避けるため、冷却系統への充填速度
は、1分当たり5 L (1.3 US gal)を超えないようにして
ください。

冷却系統にエア･ロックが起きると、エンジンが損
傷する恐れがあります。
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3.クーリングシステムに清浄な水を補充する。クー
リングシステムフィラキャップを取り付けます。

4.エンジンを始動し，温度が49 ~ 66 °C
(120 ~ 150 °F)になるまでエンジンをローアイドル
で運転します。

5.エンジンを停止して，エンジンを室温まで冷やす
こと。クーリングシステムフィラキャップを徐々
に緩め，圧力をすべて解放させます。クーリング
システムフィラキャップを取り外します。エンジ
ンのドレーンプラグを取り外すか，ドレーンコッ
クを開きます。ラジエータのドレーンプラグを取
り外すか，ドレーンコックを開きます。水を排出
させます。清浄な水を用いてクーリングシステム
をフラッシュ（洗浄）します。

燃料充填
1.エンジンのドレーンプラグを取り付けるか，ド
レーンコックを閉じます。ラジエータのドレーン
プラグを取り付けるか，ドレーンコックを閉じま
す。

注意
エア･ロックを避けるため、冷却系統への充填速度
は、1分当たり5 L (1.3 US gal)を超えないようにして
ください。

冷却系統にエア･ロックが起きると、エンジンが損
傷する恐れがあります。

2.クーリングシステムにエクステンドライフクーラ
ント（ELC，Extended Life Coolant）を充填しま
す。クーリングシステムの仕様の詳細について
は，取扱説明書,液体の推奨事項（保守整備編）
を参照してください。クーリングシステムフィラ
キャップは取り付けないでください。

3.エンジンを始動して，ローアイドルで運転する。
エンジン回転数をハイアイドルに上げる。エンジ
ンブロックのすき間からエア抜きをするため，エ
ンジンをハイアイドルで1分間運転します。エン
ジンを停止してください。

4.クーラント量を点検する。クーラントレベルは，
充填用パイプの底から13 mm (0.5 in)以内に維持し
ます。補助ボトル（装着の場合）のクーラントレ
ベルを適切な状態に維持します。

5.クーリングシステムフィラキャップを清掃しま
す。クーリングシステムフィラキャップのガス
ケットを点検します。クーリングシステムフィラ
キャップのガスケットが損傷している場合は，古
いフィラキャップを廃棄し，新しいフィラキャッ
プを取り付けてください。クーリングシステム
フィラキャップのガスケットが損傷していなけれ
ば，適切な加圧ポンプを用いてクーリングシステ
ムフィラキャップの圧力試験を実施します。クー
リングシステムフィラキャップの適正圧力は，
フィラキャップの表面に表示されています。クー
リングシステムフィラキャップが適正圧力を維持
できない場合は，新しいクーリングシステムフィ
ラキャップを取り付けてください。

6.エンジンを始動します。クーリングシステムに漏
れがなく，作動温度が適正であるかを点検しま
す。

i05273584

クーリング･システムクーラント
レベル－点検

ククーーラランントト回回収収タタンンククののああるるエエンンジジ
ンン

注記: クーリングシステムはPerkins製以外のものが
使用されている場合もあります。 以降の手順は，一
般的なクーリングシステムに関するものです。 手順
については，OEMの資料を参照してください。

エンジンを停止して冷却されてから，クーラントレ
ベルを点検します。

1.クーラント回収タンクのクーラントレベルを確認
します。クーラントレベルは，クーラント回収タ
ンクの「 “COLD FULL” （冷間時上限）」マーク
のレベルに維持します。

加圧システム:高温の冷却水により重度の火傷を負
う恐れがあります。エンジンを停止して，冷却系統
の構成部品が冷えてから冷却系統のフィラキャップ
を開けてください。クーリングシステム圧力キャッ
プをゆっくりとゆるめて，圧力を解放してくださ
い。

2.フィラキャップを徐々に緩め，圧力をすべて解放
させます。フィラキャップを取り外す。
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3.適切なクーラント混合液をタンクに充填します。
適切なクーラントの種類と混合液については，取
扱説明書,交換時の容量および推奨事項を参照し
てください。クーリングシステムの容量について
は，取扱説明書,交換時の容量および推奨事項を
参照してください。クーラントは，クーラント回
収タンクの「 “COLD FULL” （冷間時上限）」
マークを超えて充填しないでください。

図 22 g00103639

4.フィラキャップおよびソケットを清掃します。
フィラキャップを取り付けなおし，クーリングシ
ステムに漏れがないか確認します。

注記:通常のエンジン作動中，クーラントは加熱さ
れることで膨張します。こうしたエンジン作動時に
増えた分のクーラントは，クーラント回収タンクに
送り込まれます。エンジンが停止して温度が下がる
と，クーラントはエンジンに戻されます。

ククーーラランントト回回収収タタンンククががなないいエエンンジジ
ンン

エンジンを停止して冷却されてから，クーラントレ
ベルを点検します。

図 23 g00285520

クーリングシステムフィラキャップ

加圧システム:高温の冷却水により重度の火傷を負
う恐れがあります。エンジンを停止して，冷却系統
の構成部品が冷えてから冷却系統のフィラキャップ
を開けてください。クーリングシステム圧力キャッ
プをゆっくりとゆるめて，圧力を解放してくださ
い。

1.クーリングシステムフィラキャップをゆっくり取
り外して，圧力を解放させます。

2.クーラントレベルは，フィラパイプの底から
13 mm (0.5 in)以内に維持します。サイトグラス
が付いたエンジンの場合は，クーラントレベルは
サイトグラス内の適正レベルに維持します。

3.クーリングシステムフィラキャップを清掃し，ガ
スケットを点検します。ガスケットが損傷してい
た場合は，古いフィラキャップを廃棄して，新し
いフィラキャップを取り付けます。ガスケットに
損傷がない場合は，適切な加圧ポンプを使用して
フィラキャップの圧力試験を行います。適正圧力
は，フィラキャップの表面に表示されています。
フィラキャップが適正圧力を維持できない場合
は，新しいフィラキャップを取り付けてくださ
い。

4.クーリングシステムに漏れがないか点検する。

i05273568

冷却系統冷却水添加剤（SCA）
－ 試験／添加

冷却系統の冷却水添加剤にはアルカリが含まれてい
ます。人身事故を防ぐために、皮膚や目に触れない
ようにしてください。冷却系統の冷却水添加剤は飲
まないでください。

SSCCAA濃濃度度のの試試験験

ヘヘビビーーデデュューーテティィククーーラランントト//不不凍凍液液おおよよ
びびSSCCAA

注意
冷却水添加剤の濃度は、推奨値である6%を下回らな
いようにしてください。
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SCA濃度の確認には，クーラントコンディショナテ
ストキットを使用します。

必必要要時時ののSSCCAAのの追追加加

注意
冷却水添加剤濃度は、推奨値を超えないようにして
ください。冷却水添加剤の濃度が高すぎる場合は、
冷却系統の高温部表面に堆積物が形成され、エンジ
ンの熱伝導率が低下することがあります。熱伝導の
低下はシリンダへット等の高温になる部分に亀裂を
発生させる原因となる恐れがあります。また冷却水
添加剤の濃度が高すぎると、ラジエータ･チューブ
の閉塞、オーバーヒート、ウォータ･ポンプ･シール
摩耗の促進などが発生する恐れもあります。冷却水
液体添加剤とスピン･オン･エレメント（装着の場
合）を同時に使用しないでください。これらの添加
剤を一緒に使用すると、冷却水添加剤の濃度が推奨
値の上限を超えることがあります。

加圧システム:高温の冷却水により重度の火傷を負
う恐れがあります。エンジンを停止して，冷却系統
の構成部品が冷えてから冷却系統のフィラキャップ
を開けてください。クーリングシステム圧力キャッ
プをゆっくりとゆるめて，圧力を解放してくださ
い。

1.クーリングシステムフィラキャップをゆっくり緩
め，圧力を解放させます。クーリングシステム
フィラキャップを取り外します。

注記:排出させた液体類は，必ず各地域の法規制に
従った方法で処分してください。

2.必要な場合は，クーリングシステムからクーラン
トの一部を適切な容器に抜き取り，SCAを追加で
きるだけの容量を確保しておきます。

3.適正量のSCAを追加します。 SCAの要件に関する
詳細は取扱説明書,交換時の容量および推奨事項
を参照してください。

4.クーリングシステムフィラキャップを清掃し，ガ
スケットを点検します。ガスケットが損傷してい
た場合は，古いフィラキャップを廃棄して，新し
いフィラキャップを取り付けます。ガスケットに
損傷がない場合は，適切な加圧ポンプを使用して
フィラキャップの圧力試験を行います。適正圧力
は，フィラキャップの表面に表示されています。
フィラキャップが適正圧力を維持できない場合
は，新しいフィラキャップを取り付けてくださ
い。

i05273538

クランクケース･ブリーザ（キャ
ニスタ）‐ 交換

注意
整備または修理をする前にエンジンを停止したこと
を確かめます。

注記:ブリーザアセンブリは，すべてのエンジンに
は取り付けられていません。

図 24 g01350307

代表例

1.容器をキャニスタ(1)の下に設置します。

2.キャニスタの外側を清掃します。キャニスタの取
外しには，適切な工具を使用してください。

3.清浄なエンジン潤滑用のオイルを用いて，新しい
キャニスタ上のOリングシール(2)を潤滑します。
新しいキャニスタを取り付ける。キャニスタを
12 N·m (8 lb ft)のトルクで締め付けます。キャニ
スタを締め付け過ぎないでください。

4.容器を取り外します。古いキャニスタとこぼれた
オイルを，安全な場所に廃棄します。

56 SJBU8325-04
給油整備間隔
クランクケース･ブリーザ（キャニスタ）-交換



i05273549

被駆動装置 - 点検

被駆動装置に対する次のメンテナンスで推奨される
事項の詳細については，OEM仕様を参照してくださ
い。

• 点検

• 調整

• 潤滑

• その他のメンテナンスの推奨事項

被駆動装置についてOEMの推奨するメンテナンス
は，すべて実行してください。

i05273571

エンジン－清掃

高電圧により重傷事故または死亡事故を起こす恐れ
があります。

湿気のために導電パスが形成されることがありま
す。

電気系統がOFFになっていることを確かめてくださ
い。始動制御装置をロックし、制御装置に ““運転禁
止”” の札を取り付けてください。

注意
エンジン上に堆積しているグリースおよびオイルに
よって火災が発生する恐れがあります。常にエンジ
ンをきれいな状態に保ってください。エンジン上に
クズや液体がこぼれて堆積している場合は、必ず取
り除いてください。

注意
一部のエンジンコンポーネントについては洗浄され
ないよう保護する必要があり，それを怠った場合
は，エンジンの保証が無効になることもあります。
エンジンの洗浄は，1時間のエンジン冷却をしてか
ら行ってください。

エンジンの清掃は，定期的に実行することが推奨さ
れます。エンジンをスチーム洗浄すると，オイルや
グリースの堆積を除去できます。エンジンを清浄な
状態で維持することには，次の利点があります。

• 液体漏れの特定の容易化

• 熱伝導特性の最大化

• メンテナンスの容易化

注記:エンジン清掃時に水を過剰に使用すると，電
気部品が損傷する危険性があるので注意が必要で
す。圧力ウォッシャやスチームクリーナをエンジン
洗浄に用いる場合，これらのジェットノズルとエン
ジンコンポーネント間の距離は最低300 mm (12 in)
を維持してください。圧力ウォッシャやスチームク
リーナは，コネクタ背面のケーブル接点や電気コネ
クタに決して向けないでください。オルタネータや
スタータなどの電気部品は避けてください。フュエ
ルインジェクションポンプが液体に触れないように
保護しながら，エンジンを洗浄してください。

i05273579

エンジン･エア･クリーナ･エレメ
ント(デュアル･エレメント) - 清
掃／交換

注意
エア･クリーナ･エレメントを装着しない状態で、エ
ンジンを絶対に運転しないでください。エア･ク
リーナ･エレメントが損傷した状態で、エンジンを
絶対に運転しないでください。プリーツ、ガスケッ
トまたはシールの損傷しているエア･クリーナ･エレ
メントは使用しないでください。エンジンに塵埃が
侵入してエンジン構成部品の早期摩耗および損傷を
起こします。エア･クリーナ･エレメントは、浮遊し
ている塵埃が空気取入れ口から侵入するのを防止し
ます。

注意
エンジンに塵埃が侵入するため、エンジン運転中に
は絶対にエア･クリーナ･エレメントの保守整備作業
を行わないでください。

エエアアククリリーーナナエエレレメメンントトのの整整備備

注記:エアフィルタシステムはPerkins製以外のもの
が使用されている場合もあります。以降の手順は，
一般的なエアフィルタシステムに関するものです。
手順については，OEMの資料を参照してください。

エアクリーナエレメントが目詰まりすると，空気の
圧力によってエアクリーナエレメントの素材が裂け
る場合があります。吸入空気がフィルタで濾過され
なくなると，エンジン内部の摩耗が著しく加速しま
す。各自の用途に適したエアクリーナエレメントに
ついては，OEMの資料を参照してください。

• プレクリーナ（装着の場合）およびダストボウル
に汚れやごみが溜まっていないか毎日点検しま
す。必要に応じて汚れおよび異物をすべて除去
します。

• 異物の多い環境で運用する場合は，より頻繁なエ
アクリーナエレメントの整備が必要になることが
あります。
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• エアクリーナエレメントは，少なくとも1年に1度
交換します。交換は清掃の回数に関係なく行
う。

汚れたエアクリーナエレメントを，清浄なものと交
換します。取付け前には，エアクリーナエレメント
のフィルタ材に裂け目や穴がないか入念に点検して
ください。エアクリーナエレメントのシールやガス
ケットに損傷がないか点検します。交換用のエアク
リーナエレメントは，適正数を確保しておくように
します。

二二重重エエレレメメンントトエエアアククリリーーナナ

二重エレメントエアクリーナは，プライマリエアク
リーナエレメントとセコンダリエアクリーナエレメ
ントから構成されています。

プライマリエアクリーナエレメントは，適切な清掃
と点検を行った場合，最大6回まで使用できます。
プライマリエアクリーナエレメントは，少なくとも
1年に1度の交換が必要です。交換は清掃の回数に関
係なく行う。

セコンダリエアクリーナエレメントについては，部
品供給が行えません。セコンダリエアクリーナエレ
メントの交換が必要な場合は，OEMの資料を参照し
てください。

ホコリや汚れの多い環境でエンジンを運用すると，
より頻繁なエアクリーナエレメントの交換が必要と
なる場合があります。

図 25 g00736431

(1)カバー
(2)プライマリエアクリーナエレメント
(3)セコンダリエアクリーナエレメント
(4)エアインレット

1.カバーを取り外す。プライマリエアクリーナエレ
メントを取り外します。

2.プライマリエアクリーナエレメントの清掃を3回
実施するごとに，セコンダリエアクリーナエレメ
ントを取り外して廃棄するようにします。

注記:詳細は，“プライマリエアクリーナエレメント
の清掃”を参照してください。

3.ゴミが入らないよう，エアインレットをテープで
塞いでおきます。

4.エアクリーナカバーおよび本体の内部を，清浄な
乾いた布で清掃します。

5.エアインレットからテープを取り外します。セコ
ンダリエアクリーナエレメントを取り付けます。
新品もしくは清掃済みのプライマリエアクリーナ
エレメントを取り付けます。

6.エアクリーナカバーを取り付けること。

7.エアクリーナサービスインジケータをリセットし
ます。

ププラライイママリリエエアアククリリーーナナエエレレメメンントト
のの清清掃掃

プライマリフィルタエレメントで行える清掃回数の
上限については，OEMの資料を参照してください。
プライマリエアクリーナエレメントの清掃時には，
フィルタ材に裂け目や破れた個所がないか点検する
してください。プライマリエアクリーナエレメント
は，少なくとも1年に1度の交換が必要です。交換は
清掃の回数に関係なく行う。

注意
エアクリーナエレメントを叩いたり，強い衝撃を与
えたりしないでください。

プライマリエアクリーナエレメントは水で洗浄しな
いでください。

プライマリエアクリーナエレメントの清掃は，低圧
（最大207 kPa; 30 psi）の加圧空気またはバキューム
掃除機を用いて行います。

エアクリーナエレメントを損傷させないように十分
な注意を払ってください。

プリーツ，ガスケット，シールが損傷したエアク
リーナエレメントは使用しないでください。

プライマリエアクリーナエレメントで行える清掃回
数の上限については，OEMの資料を参照してくださ
い。プライマリエアフィルタエレメントの清掃は3
回以上行わないでください。プライマリエアクリー
ナエレメントは，少なくとも1年に1度の交換が必要
です。

エアフィルタエレメントを清掃しても，その寿命が
延びる訳ではありません。

プライマリエアクリーナエレメントを清掃する前に
は，目視点検を実施してください。エアクリーナエ
レメントについては，プリーツ，シール，ガスケッ
ト，アウタカバーに損傷がないかを確認します。損
傷のあるエアクリーナエレメントは廃棄してくださ
い。

プライマリエアクリーナエレメントの清掃法は2種
類存在します。

• 加圧空気

• バキューム清掃
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圧圧縮縮空空気気

圧縮空気によっては、人身事故を起こす恐れがあり
ます。

正しい手順に従わないと、人身事故を起こす恐れが
あります。圧縮空気を使用する場合は、保護マスク
および保護服を着用してください。

清掃に使用する場合は、ノズルの最高空気圧は
205 kPa (30 psi)未満でなければなりません。

過去の清掃回数が3回以下のプライマリエアクリー
ナエレメントの清掃には，加圧空気を使用できま
す。フィルタ処理した最大圧力207 kPa (30 psi)の乾
燥圧縮空気を使用してください。圧縮空気では，堆
積した炭素やオイルは取り除くことができない。

図 26 g00281692

注記:プライマリエアクリーナエレメントの清掃手
順は，常に汚れていない面（内側）から始めて，異
物の粒子を汚れた面（外側）に押し出すようにしま
す。

空気流がフィルタの縦方向に沿って流れるよう，エ
アホースをフィルタに向けてください。紙製のプ
リーツを傷めないよう，プリーツの方向に沿って作
業してください。紙製のプリーツ表面には，空気を
直接吹き付けないでください。

注記:詳細は，“プライマリエアクリーナエレメント
の点検”を参照してください。

ババキキュューームム清清掃掃

プライマリエアクリーナエレメントで汚れる面（外
側）からの異物除去には，バキューム掃除機が適し
ています。特にバキューム掃除機の利用は，乾燥し
てホコリの多い環境でプライマリエアクリーナエレ
メントを毎日清掃する必要がある時に便利です。

プライマリエアクリーナエレメントの清掃では，汚
れていない面（内側）に対する加圧空気の吹きつけ
を，汚れる面（外側）に対するバキューム掃除機の
適用よりも先に行うことが推奨されます。

注記:詳細は，“プライマリエアクリーナエレメント
の点検”を参照してください。

ププラライイママリリエエアアククリリーーナナエエレレメメンントトのの点点
検検

図 27 g00281693

清浄で乾燥した状態のプライマリエアクリーナエレ
メントの点検をします。暗い室内で60 Wの青いライ
トまたは同等の条件を用いること。青色電灯をプラ
イマリエアクリーナエレメントの内側に置きます。
プライマリエアクリーナエレメントを回転させま
す。プライマリエアクリーナエレメントに裂け目や
穴がないか点検します。プライマリエアクリーナエ
レメントのフィルタ材を通過して明かりが漏れてく
る箇所がないかを点検します。必要に応じて，同じ
部品番号で新品のプライマリエアクリーナエレメン
トを用意し，検査の結果を比較します。

フィルタ材に裂け目や穴のあるプライマリエアク
リーナエレメントは使用しないでください。プリー
ツ，ガスケット，シールが損傷しているプライマリ
エアクリーナエレメントは使用しないでください。
損傷したプライマリエアクリーナエレメントは廃棄
してください。

i05273559

エンジン･エア･クリーナ･エレメ
ント（シングル･エレメント） ‐
点検／交換

詳細は，取扱説明書, エンジンエアクリーナサービ
スインジケータの点検を参照してください。

注意
エア･クリーナ･エレメントを装着しない状態で、エ
ンジンを絶対に運転しないでください。エア･ク
リーナ･エレメントが損傷した状態で、エンジンを
絶対に運転しないでください。プリーツ、ガスケッ
トまたはシールの損傷しているエア･クリーナ･エレ
メントは使用しないでください。エンジンに塵埃が
侵入してエンジン構成部品の早期摩耗および損傷を
起こします。エア･クリーナ･エレメントは、浮遊し
ている塵埃が空気取入れ口から侵入するのを防止し
ます。
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注意
エンジンに塵埃が侵入するため、エンジン運転中に
は絶対にエア･クリーナ･エレメントの保守整備作業
を行わないでください。

このエンジンでは，各種のエアクリーナが使用され
ている場合があります。エアクリーナの交換手順に
ついては，OEMの資料を参照してください。

i05273563

エンジン･エア･フィルタ･サービ
ス･インジケータ - 点検

一部のエンジンでは，異なるサービスインジケータ
が装備されている場合があります。

一部のエンジンには，吸気圧力の差圧ゲージが装備
されています。 吸気圧力の差圧ゲージには，エアク
リーナエレメントの前および後で測定された圧力の
差が表示されます。 エアクリーナエレメントが汚れ
ていくと，この差圧は大きくなります。 エンジンに
異なる種類のサービスインジケータが装着されてい
る場合は，OEMの推奨事項に従ってエアクリーナ
サービスインジケータの整備を行ってください。

サービスインジケータはエアクリーナエレメントに
取り付けられている場合もあれば，離れた場所に取
り付けられている場合もあります。

図 28 g00103777

代表的なサービスインジケータ

サービスインジケータを確認します。以下のいずれ
かの状態になった場合，エアクリーナエレメントの
清掃ないし交換が必要です。

• 黄色のダイアフラムが赤い領域に入る。

• 赤色のピストンが視認できる位置でロックしてい
る。

ササーービビススイインンジジケケーータタのの試試験験

サービスインジケータは重要な装置の1つです。

• リセットが簡単に実施できるかを点検します。
サービスインジケータは，最大3回のプッシュで
リセットされるはずです。

• エンジンが定格回転数まで上昇した状態での黄色
いコアの動きを確認します。黄色いコアは，到
達できる最大負圧の付近でラッチするはずです。

サービスインジケータのリセットが困難な場合や黄
色のコアが最大負圧でラッチしない場合は，サービ
スインジケータの交換が必要です。新しいサービス
インジケータを用いてもリセットがされない場合
は，サービスインジケータの穴が目詰まりしている
可能性があります。

極端にホコリが多い環境では，より頻繁なサービス
インジケータ交換が必要となる場合があります。

i05273558

エンジン･エア･プレクリーナ -
清浄

図 29 g00287039

代表例
(1)羽付ナット
(2)カバー
(3)ボディ

羽付ナット(1)およびカバー(2)を取り外します。ボ
ディ(3)に異物やホコリの堆積がないか点検します。
必要に応じてボディを清掃します。

プレクリーナの清掃後，カバー(2)および羽付ナット
(1)を取り付けます。

注記:汚れた環境でエンジンが運用されている場合
は，より頻繁な清掃が必要になります。
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i05273567

エンジン･マウント（防振装置) -
点検

注記: エンジンマウントは，Perkinsから提供されて
いない場合もあります。 エンジンマウントおよび適
切なボルトの締付けトルクについては，OEMの資料
を参照してください。

エンジンマウントが劣化していないか，またボルト
が適切なトルクで締め付けられているかを点検しま
す。 エンジンの振動が起きる原因としては，次の状
況が考えられます。

• エンジン取付けの不備

• エンジンマウントの劣化

• エンジンマウントの緩み

劣化が見られるエンジンマウントは，すべて交換す
る必要があります。推奨トルクについては，OEMの
資料を参照してください。

i05273572

エンジンオイルレベル-点検

高温のオイルまたは構成部品によって人身事故を起
こす恐れがあります。高温のオイルまたは構成部品
が皮膚に触れないようにしてください。

図 30 g01165836

(Y) “Min” （最低）マーク。 (X) “Max” （最大）マー
ク。

注意
この保守整備はエンジンが停止している状態で行っ
てください。

注記:正確なレベル位置を取得するため，エンジン
が水平な状態ないし正常な運転位置にあることを確
認してください。

注記:エンジンのスイッチを「OFF」位置にした後の
オイルレベルの確認は，エンジンオイルがオイルパ
ンに戻り終わるまで待機してから実施します。

1.オイルレベルは，エンジンオイルレベルゲージの
「 “MIN” （最低）」マーク(X)と「 “MAX” （最
大）」マーク(Y)の間で維持してください。「
“MAX” 」マーク(X)を越えてクランクケースにオ
イルを充填しないでください。

注意
オイル･レベルが “FULL（上限）” マーク以上でエン
ジンを運転すると、クランクシャフトがオイル中に
入る恐れがあります。クランクシャフトがオイル中
に浸かったときに生じる気泡によって、オイルの潤
滑特性が低下し、出力の損失が生じる恐れがありま
す。

2.必要であれば，フィラキャップを取外し，オイル
を補充すること。オイルフィラキャップを洗浄す
る。フィラキャップを取り付ける。

i05273574

エンジンオイルおよびフィルタ-
交換

高温のオイルまたは構成部品によって人身事故を起
こす恐れがあります。高温のオイルまたは構成部品
が皮膚に触れないようにしてください。

エンジンが冷えている時にオイルを抜き取らないで
ください。オイル中を浮遊している廃物粒子は，温
度が低いとオイルパンの底に沈殿します。オイルを
冷めた状態で排出すると，こうした廃物粒子を取り
除くことができません。ケースからのオイル排出
は，エンジン停止状態で行います。オイルが温かい
うちにクランクケースから排出させてください。こ
の抜き取り手順に従うことで，オイル中に浮遊して
いる廃物粒子を適切に排出させることができます。

この推奨手順に従わないと，新しいオイルを充填し
ても，エンジンの潤滑系統を廃物粒子が循環するこ
とになります。
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エエンンジジンンオオイイルルのの排排出出

図 31 g01356033

オイルドレーンプラグ

通常の作動温度でのエンジン回転後，エンジンを停
止させます。下記のいずれかの方法により，エンジ
ンクランクケースのオイルを排出させます。

• ドレーンバルブの装備エンジンの場合，ドレーン
バルブのノブを反時計回り方向に回してオイルを
排出させます。オイルの排出後，ドレーンバル
ブのノブを時計回り方向に回してドレーンバルブ
を閉じます。

• ドレーンバルブの非装備エンジンの場合，オイル
ドレーンプラグ(1)を外してオイルを排出させま
す。浅型サンプの装備エンジンの場合，ボトム
オイルドレーンプラグをオイルパンの両端から取
り外します。

オイルの排出後，オイルドレーンプラグを清掃して
取り付けます。必要に応じて，ドレーンプラグのO
リングシールを新品に交換します。

一部のオイルパンでは，オイルドレーンプラグがオ
イルパンの両端に配置されていますが，これはパン
の形状に起因するものです。このタイプのオイルパ
ンについては，エンジンオイルの排出を両方のプラ
グで行う必要があります。

ススピピンンオオンンオオイイルルフフィィルルタタのの交交換換

注意
パーキンス社製オイル･フィルタはパーキンス社の
仕様に沿って製造されています。パーキンス社が推
奨していないオイル・フィルタを使用すると、オイ
ルがろ過されないため、より大粒の劣化物や異物が
エンジンの潤滑系統に流入して、エンジン・ベアリ
ング、クランクシャフト等に深刻な損傷を与える可
能性があります。パーキンス社が推奨するオイル・
フィルタだけを使用してください。

1.適切な工具を用いてオイルフィルタを取り外しま
す。

注記:以下の作業は，予防メンテナンスプログラム
の一環として実施するものです。

2.適切な工具を用いて，オイルフィルタを切り開き
ます。プリーツを押し広げ，オイルフィルタに残
された金属片を確認します。オイルフィルタに金
属片が多く残っている場合，早期摩耗や未修理の
故障が存在している可能性があります。

磁石を用いて，エレメントに残された金属が鉄類
か非鉄金属かを確認します。鉄類であれば，摩耗
したエンジン部品は，鋼鉄または鋳鉄で作られた
部分である可能性が示唆されます。

非鉄金属であれば，摩耗したエンジン部品は，ア
ルミニウム，黄銅，青銅で作られた部分である可
能性が示唆されます。関係している可能性がある
部品には，メインベアリング,ロッドベアリング,
ターボチャージャベアリングおよびシリンダ
ヘッドなどが該当します。

正常な状態でもある程度の摩耗や摩擦は生じてい
るので，オイルフィルタに少量の破片が見つかる
のは異常ではありません。
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図 32 g01356034

(2)フィルタヘッド
(3) Oリングシール

3.オイルフィルタヘッドのシール面(2)を清掃しま
す。オイルフィルタヘッドのユニオン(4)が固定
されていることを確認します。

4.清浄なエンジンオイルを，オイルフィルタのOリ
ングシール(3)に塗布します。

注意
取り付ける前にオイル･フィルタにオイルを上限ま
で充填しないでください。このオイルはろ過されて
おらず、汚れていることがあります。汚れたオイル
によって、エンジン構成部品の摩耗が進みます。

5.オイルフィルタを取り付けます。オイルフィルタ
に記載されている説明に従って，オイルフィルタ
を手で締め付けます。オイルフィルタを締め付け
過ぎないでください。

注記:一部のオイルフィルタは，垂直方向に取り付
けられている場合があります。図33を参照してく
ださい。これらのオイルフィルタについても，手順
(1)からの取外しおよび取付け操作を行ってくださ
い。

図 33 g02659217

代表例

エンジンクランクケースの充填
1.フィラキャップを取り外す。潤滑剤の仕様の詳細
については，取扱説明書を参照してください。適
切な量のオイルをクランクケースに充填します。
交換時の容量の詳細については，取扱説明書を参
照してください。

注意
オグジリアリ･オイル･フィルタ･システムまたはリ
モート･オイル･フィルタ･システムを装着している
場合は、OEMまたはフィルタ製造メーカの推奨事項
に従ってください。クランクケースにオイルの過不
足があるとエンジンが損傷します。

注意
クランクシャフト･ベアリングの損傷を防ぐため
に、燃料をオフにしてエンジンをクランキングして
ください。これにより、エンジンを始動する前にオ
イル･フィルタにオイルが行き渡ります。30秒以上
エンジンのクランキングを行わないでください。

2.エンジンを始動させ， “ローアイドル”で2分間運
転させます。この手順は，潤滑系統およびオイル
フィルタにオイルを充填させるためのものです。
オイルフィルタにオイル漏れがないか点検しま
す。

3.エンジンを停止させ，オイルがサンプに戻るまで
最低10分間待機します。
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図 34 g01165836

(Y) “Min” （最低）マーク。 (X) “Max” （最大）マー
ク。

4.オイルレベルゲージを抜いて，オイルレベルを点
検します。オイルレベルは，エンジンオイルレベ
ルゲージの「 “MIN” （最低）」マークと「
“MAX” （最大）」マークの間で維持してくださ
い。

i02657822

Engine Valve Lash - Inspect/
Adjust

エンジン耐用年数を最大限に延ばすための給油脂お
よび予防的保守整備計画の一環として、パーキンス
社ではこの保守整備を推奨しています。

注意
この保守整備作業を実施するのは、有資格整備士に
限ります。完全なバルブ･ラッシュ調整手順につい
ては、サービス･マニュアルをご参照いただくか、
あるいは最寄のパーキンス社販売店、またはパーキ
ンス社特約代理店にお問い合わせください。

パーキンス 社製エンジンを不適切なバルブ・ラッ
シュで運転すると、エンジン効率が減退し、その上
エンジン構成部品の耐用年数も短くなります。

この保守整備中は、エンジンが始動できないように
してください。人身事故を防ぐため、始動モータを
使ってフライホイールを回さないでください。

高温のエンジン構成部品によって、火傷事故を起こ
す恐れがあります。バルブ･ラッシュ･クリアランス
の測定／調整を行う前に、充分にエンジンを冷まし
てください。

バルブ･ラッシュの測定を行う前に、エンジンが止
まっていることを確かめてください。エンジン・バ
ルブ・ラッシュは、エンジンが高温または低温でも
あっても、点検および調整することができます。

詳細については、システム運転／試験および調整,
エンジン･バルブ･ラッシュ－点検／調整をご参照く
ださい。

i05273552

燃料インジェクタ－試験／交換

燃料が高熱の表面または電気回路部品の上に漏れた
り、こぼれたりすると、火災が発生する恐れがあり
ます。

注意
燃料系統にホコリが入らないようにしてください。
切り離す燃料系統のコンポーネントの周囲を十分に
清掃します。切り離した燃料系統のコンポーネント
には適切なカバーをしてください。

注意
燃料インジェクタが正常パラメータの範囲外で作動
していると疑われる場合は、資格のある整備士に
よって、燃料インジェクタを取り外してください。
疑わしい燃料インジェクタは、指定取次店で点検を
行なってください。

図 35 g01347499

代表的なフュエルインジェクタ
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不適切な工具の使用によりノズルが損傷する危険性
があるため，フュエルインジェクタの清掃は行うべ
きではありません。フュエルインジェクタの交換が
必要となるのは，不具合が確認された場合だけで
す。次のような問題は，新しいフュエルインジェク
タの必要性を示します。

• エンジンの始動が不可能または困難

• 出力の不足

• エンジンでミスファイヤが発生するか回転が不均
一

• 燃料消費の上昇

• 黒色の排気煙

• エンジンでのノッキングまたは振動の発生

• エンジン温度が過剰

フフュュエエルルイインンジジェェククタタのの取取外外ししとと取取
付付けけ

運転中のエンジン付近での作業は、慎重に行ってく
ださい。高温または運転中のエンジン部品により、
人身事故が起こる恐れがあります。

試験中は、常に目の保護具を必ず着用してくださ
い。燃料噴射ノズルを試験する際には、ノズル先端
の穴から高圧の試験液体が噴出します。この圧力に
よって、試験液体が皮膚を貫通し、オペレータに重
傷を負わす恐れがあります。燃料噴射ノズルの先端
は、必ずオペレータから離れた方向に向け、燃料回
収容器およびエクステンションに向けてください。

注意
高圧燃料に皮膚が接触した場合は，必要な治療を直
ちに受けてください。

不具合のあるフュエルインジェクタを特定するた
め，エンジンを高速アイドル回転数で作動させま
す。各フュエルインジェクタに接続する高圧パイプ
のユニオンナットに対し，緩めては締め付ける操作
を1つずつ実施します。ユニオンナットは半回転以
上緩めないでください。不具合のあるフュエルイン
ジェクションノズルに関しては，そのユニオンナッ
トを緩めても，エンジンスピードにはほとんど影響
しないはずです。詳細は分解および組立を参照して
ください。必要なサポートについては，Perkins
ディーラまたはPerkinsの代理店にお問い合わせくだ
さい。

i05273561

燃料系統，燃料系統のプライミ
ング

フュエルシステムに空気が混入した場合，エンジン
始動前にフュエルシステムからのエア抜きが必要で
す。次の状態が生じると，空気がフュエルシステム
内に混入することがある。

• フュエルタンクが空の場合またはフュエルタンク
から燃料を一部抜いた場合。

• 低圧側のフュエルラインが切り離された場合。

• 低圧フュエルシステムに漏れがある場合。

• フュエルフィルタを交換した場合。

• 新しいインジェクションポンプを取り付けた場
合。

次の手順でフュエルシステムのエア抜きを行うこ
と。

1.キースイッチを「走行」位置まで回します。キー
スイッチを「走行」位置にした状態で3分間待機
します。手動用の抜取りスクリュが取り付けられ
ている場合，フュエルシステムのプライミング中
は，抜取りスクリュを緩めておく必要がありま
す。

図 36 g01003929

インジェクタのナット
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2.スロットルレバーを「閉」位置にした状態で，エ
ンジンが始動するまでエンジンクランクを行いま
す。

注記:必要な場合は，フュエルインジェクタと接合
するフュエルインジェクションラインにあるユニオ
ンナット(1)を，燃料が到達するまで緩めておきま
す。エンジンのクランキングを停止する。ユニオ
ンナット(1)を30 N·m (22 lb ft)のトルクで締め付け
ます。

3.エンジンを始動させ，ローアイドルで1分間運転
します。

注意
連続して30秒以上エンジンをクランキングしないで
ください。エンジンを再びクランキングする前に、
2分間待って始動モータを冷ましてください。

4.スロットルレバーのローアイドル位置からハイア
イドル位置までのサイクル操作を3回実施しま
す。スロットルレバーのサイクルタイムは，各サ
イクルごとに1 ~ 6秒とします。

注記:スロットル固定式エンジンでフュエルイン
ジェクションポンプからのエア抜きを行う場合は，
エンジンを全負荷状態で30秒間回転させてくださ
い。次に，エンジンがハイアイドルになるまで負荷
を下げます。この手順は3回繰り返す必要がありま
す。手順を3回繰り返すことで，フュエルインジェ
クションポンプ中にトラップされた空気が排出され
やすくなります。

5.フュエルシステムに漏れがないか確認します。

i05273531

燃料系統プライマリフィルタ
（ウォータセパレータ）エレメ
ント - 交換

高温の部分や電子部品に燃料がかかると火災の原因
となります。重大事故が起こるのを防ぐために，燃
料フィルタまたはウォータセパレータエレメントを
交換する際には，必ず始動スイッチを切ってくださ
い。漏出した燃料は直ちに拭き取ります。

注意
燃料系統にホコリが入らないようにしてください。
切り離す燃料系統のコンポーネントの周囲を十分に
清掃します。切り離した燃料系統のコンポーネント
には適切なカバーをしてください。

図 37 g01353878

(1)スクリュ
(2)エレメント
(3)ボウル
(4)ボトムカバー
(5)ドレーン
(6)センサ接続

1.燃料供給バルブ（装着の場合）を「OFF」位置に
します。

2.適切な容器をウォータセパレータの下に設置しま
す。ウォータセパレータの外側を清掃します。

3.ドレーン(5)を開きます。溶液を容器に排出させ
ます。

4.ドレーン(5)は必ず手で締め付けてください。

5.エレメント(2)を保持して，スクリュ(1)を取り外
します。エレメントおよびボウル(3)をベースか
ら取り外します。古いエレメントを廃棄します。

6.ボウル(4)を清掃します。ボトムカバー(6)を清掃
します。

7.新しいOリングシールを取り付けます。ボトムカ
バーを，新しいエレメントに取り付けます。アセ
ンブリをベースに取り付けます。

8.スクリュ(1)を取り付け，スクリュを8 N·m
(6 lb ft)のトルクで締め付けます。

9.容器を取り除き，安全な方法で溶液を廃棄しま
す。
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10.燃料供給バルブを開く。

11.フュエルシステムのプライミングを行います。
詳細は，取扱説明書,フュエルシステム，燃料系
統のプライミングを参照してください。

i05273550

燃料系統プライマリ･フィルタ／
ウォータ／セパレータ － 排出

高温の部分や電子部品に燃料がかかると火災の原因
となります。重大事故が起こるのを防ぐために，燃
料フィルタまたはウォータセパレータエレメントを
交換する際には，必ず始動スイッチを切ってくださ
い。漏出した燃料は直ちに拭き取ります。

注意
ウォータ・セパレータはフィルタではありません。
ウォータ・セパレータは、燃料から水を分離しま
す。ウォータ・セパレータに水が半分以上入ってい
る状態では、決してエンジンを運転しないでくださ
い。重大なエンジン損傷に至る恐れがあります。

注意
ウォータ･セパレータは、通常のエンジン運転中は
吸引下にあります。燃料系統に空気が入るのを防ぐ
ために、ドレーン･バルブがしっかり締まっている
か確かめてください。

図 38 g01353878

(1)スクリュ
(2)エレメント
(3)ボウル
(4)ボトムカバー
(5)ドレーン
(6)センサ接続

1.適切な容器をウォータセパレータの下に設置しま
す。

2.ドレーン(5)を開きます。溶液を容器に排出させ
ます。

3.ウォータセパレータから清浄な燃料が排出される
状態になったら，ドレーン(5)を閉じます。ド
レーンは必ず手で締め付けてください。排出され
た液体は，適切な方法で処分してください。

i05273532

燃料系統，フィルタの交換

高温の部分や電子部品に燃料がかかると火災の原因
となります。重大事故が起こるのを防ぐために，燃
料フィルタまたはウォータセパレータエレメントを
交換する際には，必ず始動スイッチを切ってくださ
い。漏出した燃料は直ちに拭き取ります。
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注意
燃料系統にホコリが入らないようにしてください。
切り離す燃料系統のコンポーネントの周囲を十分に
清掃します。切り離した燃料系統のコンポーネント
には適切なカバーをしてください。

エレメントフィルタ
このメンテナンス手順は，フュエルラインのバルブ
（装着の場合）を「OFF」位置に回してから実施し
てください。フュエルフィルタの下にはトレイを置
いて，こぼれ落ちる燃料を受け止めるようにしてく
ださい。燃料がこぼれたら直ちに拭き取る。

図 39 g01353856

(1)フィルタボウル
(2)ドレーン

1.フュエルラインのバルブを閉じます（装着の場
合）。

2.フュエルフィルタアセンブリの外側を清掃しま
す。フュエルドレーン(2)を開いて，燃料を適切
な容器に抜き取ります。

図 40 g02659218

代表例
(3)フィルタヘッド
(4)エレメント
(5) Oリングシール

3.フィルタボウル(1)をフィルタヘッド(3)から取り
外します。エレメント(4)を押します。フィルタ
ボウル用のエレメントを反時計回り方向に回転さ
せて固定を解除し，エレメントをボウルから取り
外します。使用済のエレメントを廃棄する。

4. Oリング(5)をフィルタボウルから取り外し，フィ
ルタボウルを清掃します。フィルタボウルのねじ
部に損傷がないかを確認します。

5.新しいOリングシール(5)をフィルタボウル(1)に
取り付けます。

6.新しいフィルタエレメント(4)とフィルタボウル
(1)の位置を合わせます。エレメントを押してか
ら時計回り方向に回転させ，エレメントをフィル
タボウルに固定させます。

7.フィルタボウル(1)をフィルタヘッド(3)の上部に
取り付けます。

8.フィルタボウルを手で締め付け，フィルタボウル
をフィルタヘッドに接触させます。フィルタボウ
ルを90 °回転させます。

注記:フィルタボウルの締付けに工具は使用しない
でください。
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9.フュエルラインのバルブを開きます（装着の場
合）。

ススピピンンオオンンフフィィルルタタ

このメンテナンス手順は，フュエルラインのバルブ
（装着の場合）を「OFF」位置に回してから実施し
てください。フュエルフィルタの下にはトレイを置
いて，こぼれ落ちる燃料を受け止めるようにしてく
ださい。燃料がこぼれたら直ちに拭き取る。

図 41 g01353858

(1)フィルタヘッド
(2)スピンオンフィルタ
(3)ドレーン

1.フュエルフィルタアセンブリの外側を清掃しま
す。フュエルドレーン(3)を開いて，燃料を適切
な容器に抜き取ります。

2.適切な工具を使用してスピンオンフィルタ(2)を
フィルタヘッド(1)から取り外します。

3.フュエルドレーン(3)が新しいスピンオンフィルタ
上で閉じているかを確認します。

図 42 g02659219

代表例
(4) Oリングシール

4.シーリングリング(4)に，きれいな燃料油を塗布し
ます。

5.スピンオンフィルタ(2)をフィルタヘッド(1)の上
部に取り付けます。

6.スピンオンフィルタを手で締め付け，シーリング
リングをフィルタヘッドに接触させます。スピン
オンフィルタを90 °回転させます。

7.フュエルシステムのプライミングを行います。詳
細は，取扱説明書,フュエルシステム，燃料系統
のプライミングを参照してください。

i05273557

燃料タンクの水および沈殿物-排
出

注意
製品の点検,保守整備,試験,調整 and修理作業中に液
体類がこぼれないようにしてください。 液体類の
入っている部分を開いたり、液体類の入っている構
成部品を分解する際には、液体類を回収する適切な
容器を準備してください。

液体類は、必ず地域の法規則に従って廃棄してくだ
さい。
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フフュュエエルルタタンンクク

燃料の品質はエンジンの性能および耐用年数に関係
する重要な要素です。燃料への水分混入は，フュエ
ルシステムに過度の摩耗を引き起こすことがありま
す。

水分混入は，フュエルタンクの充填時に起きる場合
があります。

燃料が加熱および冷却される際には，結露が起きま
す。この場合の結露は，燃料がフュエルシステムを
通過してフュエルタンクに戻る過程で発生します。
この結果，フュエルタンクに水が溜まります。フュ
エルタンクの水抜きを定期的に実施すること，およ
び信頼できる供給元から燃料を入手することは，燃
料への水分混入防止に役立ちます。

水水分分おおよよびび沈沈殿殿物物のの排排出出

フュエルタンクには通常，水と沈殿物をタンク底部
から排出する機構が用意されています。

フュエルタンクの底部にあるドレーンバルブを開い
て，水および沈殿物を排出させます。ドレーンバル
ブを閉じる。

燃料は毎日点検してください。フュエルタンク充填
後の水分と沈殿物の排出は，5分間待ってから実行
するようにします。

運転後はフュエルタンクを充填して，水分を含んだ
空気を追い出すようにします。これは結露の防止に
役立ちます。タンクを一杯まで充填しないこと。
燃料は暖まると膨張します。燃料がタンクからあふ
れ出る場合があります。

一部のフュエルタンクでは，燃料供給用のパイプ口
より低い位置に，水と沈殿物が集まる構造になって
いる場合があります。一部のフュエルタンクでは，
タンク底部から直接供給ラインに燃料を送り出す構
造になっている場合があります。こうしたシステム
を用いているエンジンの場合，フュエルシステム
フィルタの定期的なメンテナンスが重要な意味を持
ちます。

燃燃料料貯貯蔵蔵タタンンクク

燃料貯蔵タンクからの水分および沈殿物の排出を，
次の間隔で実施します。

• 毎週

• 整備間隔

• タンク充填時

こうした措置は，貯蔵用のタンクから水や沈殿物が
汲み出されてエンジン用のフュエルタンクへ送り出
されることの防止に役立ちます。

大型貯蔵タンクの移動や補充を行った場合は，沈殿
物が沈降し終わるまでの時間を十分に空けてから，
エンジン用のフュエルタンクへの補給をするように
します。大容量貯蔵タンク中の内部バッフルも，沈
殿物の捕捉には有効です。貯蔵タンクからのポンプ
組上げ時に燃料を濾過することは，燃料の品質維持
に寄与します。可能な場合は，ウォータセパレータ
を使用してください。

i05273533

ホースおよびクランプ － 点検／
交換

すべてのホースに対し，次の状態に起因した漏れが
ないかを点検します。

• 亀裂

• 軟化

• クランプの緩み

亀裂や軟化の生じたホースは交換してください。ク
ランプの緩みは，すべて締め付けておきます。

注意
高圧配管は曲げたり叩いたりしないでください。曲
がっていたり、傷ついている配管、チューブ、ホー
スは取り付けないでください。ゆるみや損傷のある
燃料またはオイルの配管、チューブ、ホースを修理
してください。漏れによって火災が発生する恐れが
あります。すべての配管、チューブ、ホースを慎重
に点検してください。全接続部を推奨トルクで締め
付けてください。

次の状態がないか点検する:

• フィッティング端の損傷や漏れ

• アウタカバーの摩耗や切込み

• 補強用ワイヤの露出

• アウタカバーの部分的な膨張

• ホース可動部の捻れや潰れ

• アウタカバーへの外装部の食い込み

定トルクホースクランプは，標準ホースクランプの
代わりに使用できます。定トルクホースクランプを
使用する場合は，標準クランプと同サイズであるこ
とを確かめます。

極端な温度変化に曝されると，ホースは硬化しま
す。ホースの硬化は，ホースクランプが緩む原因と
なります。これにより漏れが生じるおそれがありま
す。定トルクホースクランプの使用は，ホースクラ
ンプの緩み防止に役立ちます。

具体的な取付け方法は，個々の用途ごとに異なる場
合があります。こうした違いには次の要因が関係し
ます。

• ホースの種類
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• フィッティングの材質

• 想定されるホースの伸縮

• 想定されるフィッティングの伸縮

ホホーーススととククラランンププのの交交換換

フュエルホースの取付けと交換の詳細については，
OEMの資料を参照してください（装着の場合）。

クーラントシステムおよびそこで用いるホースは通
常，Perkinsからの提供はされていません。ここに示
しているのは，一般的なクーラントホースの交換手
順です。クーラントシステムおよびそこで用いる
ホースの詳細については，OEMの資料を参照してく
ださい。

加圧システム:高温の冷却水により重度の火傷を負
う恐れがあります。エンジンを停止して，冷却系統
の構成部品が冷えてから冷却系統のフィラキャップ
を開けてください。クーリングシステム圧力キャッ
プをゆっくりとゆるめて，圧力を解放してくださ
い。

1.エンジンを停止してください。エンジンが冷める
まで待ちます。

2.クーリングシステムフィラキャップを徐々に緩
め，圧力をすべて解放させます。クーリングシス
テムフィラキャップを取り外します。

注記:汚れていない適切な容器を用意して，そこに
クーラントを排出させます。クーラントは再利用で
きます。

3.クーリングシステムからクーラントを排出させ，
クーラントレベルが交換対象のホースより低くな
るようにします。

4.ホースクランプを取り外します。

5.古いホースを取り外します。

6.古いホースを新しいホースに交換します。

7.トルクレンチを用いてホースクランプを取り付け
ます。

注記:使用可能なクーラントについては，本取扱説
明書,液体の推奨事項を参照してください。

8.クーリングシステムにクーラントを補充する。
クーリングシステムの再充填の詳細については，
OEMの資料を参照してください。

9.クーリングシステムフィラキャップを清掃しま
す。クーリングシステムフィラキャップのシール
を点検します。シールが損傷していた場合は，
クーリングシステムフィラキャップを交換しま
す。クーリングシステムフィラキャップを取り付
けます。

10.エンジンを始動します。クーリングシステムに
漏れがないか点検する。

i05156947

ラジエータ - 清掃

ラジエータは通常，Perkinsからは提供されない。 こ
こに示しているのは，一般的なラジエータの清掃手
順である。 ラジエータ清掃の詳細については，OEM
の資料を参照。

注記: 運転環境の状況に応じて清掃の頻度を調整し
てください。

ラジエータを点検し，損傷したフィン, 腐食, 汚れ,
グリース, 虫, 葉, オイル および その他の異物がない
か確認する。 必要に応じて、ラジエータを清掃して
ください。

圧縮空気によっては、人身事故を起こす恐れがあり
ます。

正しい手順に従わないと、人身事故を起こす恐れが
あります。圧縮空気を使用する場合は、保護マスク
および保護服を着用してください。

清掃に使用する場合は、ノズルの最高空気圧は
205 kPa (30 psi)未満でなければなりません。

粘着性のない異物は、加圧空気を使用して取り除く
ことを推奨します。ファンの空気流と反対方向から
圧縮空気を吹き付ける。ノズルはラジエータフィン
から約6 mm (0.25インチ)離すようにする。エアノズ
ルの移動は，ラジエータチューブアセンブリに沿っ
て平行にゆっくり動かす。このようにして、チュー
ブ間の異物を取り除きます。

清掃には、加圧水を使用することもできます。清掃
用に使用する加圧水は、275 kPa (（40 psi）)より低
くなくてはなりません。付着した泥を柔らかくする
には、加圧水を使用してください。両側からコアの
汚れを落としてください。

グリース除去剤とスチームを使って、オイルとグ
リースを取り除いてください。コアの両側を清掃し
てください。洗浄剤とお湯を使ってコアを洗ってく
ださい。コアを清浄水で入念に洗い流してくださ
い。

ラジエータ内部が目詰まりしている場合は，OEMマ
ニュアルにあるクーリングシステムの洗浄法を参
照。

ラジエータの清掃後，エンジンを始動させる。ロー
アイドルで3～5分間，エンジンを回転させる。エン
ジンスピードをハイアイドルまで上昇させる。この
操作は，異物の除去とコアの乾燥に役立つ。エンジ
ンスピードをローアイドル回転数までゆっくり下げ
てから，エンジンを停止させる。コアの汚れを検査
するために、コアの後ろ側から電球で照らします。
必要に応じて、清掃を繰り返してください。
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フィンに破損がないか点検してください。曲がった
フィンは “「コーム」”を使って元の形状に戻すこと
ができます。溶接,マウンチングブラケット,エア配
管,接続,クランプおよびシールの状態を点検す
る。必要に応じて、修理してください。

i05273536

過酷な使用条件 - 点検

苛酷な使用状況とは，公表されている基準値を超え
る状態でエンジンを運用することを意味します。 
Perkins では，次のエンジンパラメータに関する基準
が定められています。

• 各種の性能（出力や回転数の範囲，燃費など）

• 燃料の品質

• 運用時の標高

• 保守整備の間隔

• オイルの種類とメンテナンス

• クーラントの種類とメンテナンス

• 環境条件

• 取付け

• エンジン中の溶液の温度

エンジンの運用状態が基準内であるかを確認したい
場合は，各エンジンの運用基準を参照するか，
PerkinsディーラまたはPerkinsの代理店にお問い合
わせください。

苛酷な使用状況では，コンポーネントの摩耗が促進
されることがあります。苛酷な条件下で運用される
エンジンについては，信頼性と稼働時間を最大化す
るにあたって，より頻繁なメンテナンスが必要にな
ることがあります。

運用条件は個々の事例ごとに異なるため，苛酷な使
用状況を構成するすべての要素を，ここで特定する
ことはできません。特定のエンジンのみで必要とさ
れるメンテナンス要件については，Perkinsディーラ
またはPerkinsの代理店にお問い合わせください。

運用する環境，誤った運用手順，誤った整備手順な
どが，苛酷な使用状況につながる要素です。

環環境境要要因因

外気温度 –エンジンは，極端な低温あるいは高温の
環境下で長時間運転される可能性があります。極端
に低い温度環境でエンジンの始動と停止を頻繁に行
うと，カーボンの堆積によりバルブコンポーネント
が損傷する可能性があります。極端に高い吸入空気
温度は，エンジン性能を低下させます。

吸入気の状態 –定期的な清掃を行わないと，エンジ
ンはホコリや汚れの多い環境下で長時間運転され続
ける可能性があります。コンポーネントが，泥，
ダート，ホコリで覆われた状態になる可能性があり
ます。メンテナンスが困難になる可能性がありま

す。堆積物には腐食性物質が含まれている可能性が
あります。

付着 –一部のコンポーネントは，特定の化合物，元
素，腐食性物質，塩分による損傷を受ける可能性が
あります。

標高 –設定時の想定高度よりも高い標高でエンジン
を運用すると，問題が発生する可能性があります。
適切な調整を行ってください。

誤誤っったた運運用用手手順順

• 長時間のローアイドル運転

• 頻繁な高温での緊急停止

• 過剰な負荷状態での運転

• 過剰な速度での運転

• 想定用途の範囲外での運転

誤誤っったた整整備備手手順順

• 整備間隔の延期

• 燃料，潤滑油，クーラント/不凍液の推奨品以外
の使用

i05273530

始動モータ － 点検

Perkinsからは，スタータモータの定期点検が推奨さ
れています。 スタータモータが故障していると，緊
急事態にエンジンが始動しない危険性があります。

スタータモータが正常に機能するか点検します。 電
気接続部を点検して清掃します。 点検手順および仕
様の詳細は，作動原理，試験と調整マニュアル, 
Electric Starting System - Testを参照するか，Perkins
ディーラまたはPerkinsの代理店にお問い合わせくだ
さい。

i05273564

ターボチャージャ－点検
(装着の場合)

ターボチャージャについては定期的な目視点検が推
奨されます。クランクケースで発生するフューム
（煙）はエアインレットシステム通過中にろ過され
ます。そのためターボチャージャコンプレッサハウ
ジングには，オイルおよび燃焼起源の副生成物が堆
積していきます。時間が経過するとこうした堆積が
原因となり，エンジン出力の低下，黒煙の増加，エ
ンジン効率の低下が生じることがあります。
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エンジン運転中のターボチャージャ故障は，ターボ
チャージャコンプレッサホイールやエンジンを損傷
させる可能性があります。ターボチャージャコンプ
レッサホイールの損傷は，ピストン，バルブ，シリ
ンダヘッドにも損傷の範囲を広げる場合がありま
す。

注意
ターボチャージャ･ベアリングが故障すると、大量
のオイルが吸気システムおよび排気システムに流れ
込む恐れがあります。エンジンの潤滑が滞ると、エ
ンジンに深刻な損傷が生じる恐れがあります。

低速アイドル回転数で長時間運転したために少量の
オイルがターボチャージャに入っても、ターボ
チャージャ･ベアリングが故障しない限り問題は起
こりません。

大幅なエンジン性能の低下（煙が排出される、また
は負荷なしでrpmが上昇する）を伴うターボチャー
ジャ･ベアリングが故障した場合は、ターボチャー
ジャを交換するまでエンジンの運転を停止してくだ
さい。

ターボチャージャの目視点検を実施しておくこと
は，想定外のダウンタイムの最小化に寄与します。
また，ターボチャージャの目視点検により，他のエ
ンジン部品が損傷する潜在的な可能性も抑制できま
す。

取取外外ししとと取取付付けけ

注記:装備されているターボチャージャに対する部
品供給は行えません。

取外し，取付け，交換に関するオプションは，
PerkinsディーラまたはPerkinsの代理店にお問い合わ
せください。詳細は，分解および組立マニュアル,
Turbocharger - Remove and Turbocharger - Installを参照
してください。

点点検検

注意
ターボチャージャを清掃する際に、ターボチャー
ジャのコンプレッサ・ハウジングは取り外さないで
ください。

コンプレッサ･ハウジングには、アクチュエータ･リ
ンケージが連結されています。アクチュエータ･リ
ンケージが動かされたり、アクチュエータ･リン
ケージの動きが妨げられたりすると、エンジンが有
害排出ガス基準を守れなくなります。

1.ターボチャージャの排気アウトレットからパイプ
を取り外し，ターボチャージャへのエアインテイ
クパイプを取り外します。パイプにオイルが付着
していないか目視点検します。再組立中に汚れが
侵入しないようにパイプの内側を清掃します。

2.オイルが付着していないか点検します。オイルが
コンプレッサホイールの背面から漏れている場合
は，ターボチャージャオイルシールに不具合が発
生している可能性があります。

オイルの付着は，エンジンのローアイドルでの長
時間運転の結果である場合があります。オイル付
着の原因は，エアインテイクラインの閉塞（エア
フィルタの目詰まり）の場合もあり，こうした状
況はターボチャージャの機能を低下させます。

3.タービンアウトレットのハウジングボアが腐食し
ていないか点検します。

4.エアインテイクパイプおよび排気アウトレットパ
イプをターボチャージャのハウジングに対して確
実に固定させてください。

i05273544

V-ベルト－点検／調整／交換

点点検検

図 43 g01249073

Vベルトのアレンジメント

エンジン性能を最大限に発揮させるため，ベルトに
摩耗や亀裂がないか点検してください。磨耗や破損
したベルトは交換します。

マルチプルドライブベルトが必要な場合，ベルトは
セットで交換すること。一組のベルトの1本だけを
交換すると，古いベルトが伸びているため新しいベ
ルトに余分な負荷がかかります。新品ベルトにかか
る負荷が増加すると，ベルトが切れることがあり
る。

ベルトの緩みが大きすぎると，振動の発生によりベ
ルトやプーリで不要な摩耗が生じます。ベルトの緩
みは，スリップによる過熱の原因にもなります。

ベルト張力の正確な計測には，適切なゲージを用い
る必要があります。
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図 44 g01003936

代表例
(1)ベルトテンションゲージ

ゲージ(1)を，自由長が最大となる箇所の中央部に合
わせて，張力を計測します。新品のベルトの場合，
適切な張力は535 N (120 lb)になります。ベルトの張
力が250 N (56 lb)を下回っている場合は，535 N
(120 lb)となるようベルトを調整します。

ベルトが2本取り付けられている場合は，両方の張
力を点検して，張力が高い側のベルトを調整しま
す。

調調整整

図 45 g01003939

1.オルタネータピボットボルト(2)およびボルト(3)
を緩めます。

2.オルタネータを動かして，ベルトの張力を増減さ
せます。オルタネータピボットボルトおよびリン
クボルトを22 N·m (16 lb ft)のトルクで締め付けま
す。(1)。

交交換換すするる。。

詳細は，分解および組立マニュアルを参照してくだ
さい。

i05273545

見回り点検

エエンンジジンンのの漏漏れれおおよよびび接接続続のの緩緩みみのの
点点検検

通常，1回の見回り点検に要する時間は数分程度で
す。 これらの点検を行うことは，費用のかかる修理
や事故の回避に寄与します。

エンジンの耐用年数を最大限に延ばすには，エンジ
ンの始動前にエンジンコンパートメントを入念に点
検してください。 オイルやクーラントの漏れ，ボル
トの緩みや摩耗，接続部の緩み，ゴミの堆積などが
ないか点検します。 必要に応じて修理を行います。

• ガードは適正な位置になければなりません。損
傷した保護ガードは補修し，欠損している保護
ガードは交換します。

• システムの汚染を防ぐため，エンジン整備の開始
前にはキャップおよびプラグの汚れをすべて拭き
取っておきます。

注意
液体の種類（冷却水、潤滑油、燃料）を問わず、漏
れが生じているときは、液体を清掃してください。
漏れが発見された場合は、発生源を突き止め、漏れ
を修理してください。液体漏れが疑われる場合は、
漏れの発生源を突き止めて修理するか、漏れの疑い
が晴れるまでは、推奨頻度よりも頻繁に液体レベル
を点検してください。

注意
エンジンに付着したグリースやオイルの蓄積は，火
災事故の原因となります。付着したグリースやオイ
ルの蓄積は，すべて除去してください。詳細は，本
取扱説明書,エンジンの清掃を参照してください。

• クーリングシステムのホースが正しく確実に固定
されていることを確認します。漏れがないか点
検する。すべてのパイプの状態を点検します。

• ウォータポンプのクーラント漏れを点検します。

注記:ウォーターポンプシールは，クーリングシス
テムのクーラントによって潤滑されています。エン
ジンが冷えて，部品が収縮するにつれ，少量の漏れ
が発生するが，これは異常ではない。
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著しくクーラントが漏れている場合は，ウォータポ
ンプシールの交換が必要な場合があります。ウォー
タポンプの取外しおよびウォータポンプやシールの
取付けについては，分解および組立マニュアル,
Water Pump - Remove and Installを参照するか，
PerkinsディーラまたはPerkinsの代理店にお問い合わ
せください。

• フロントクランクシャフトシール，リアクランク
シャフトシール，オイルパン，オイルフィルタ，
ロッカカバーの潤滑系統に漏れがないか点検しま
す。

• フュエルシステムに漏れがないか点検する。
フュエルラインのクランプや結束部に緩みがない
か点検します。

• エアインテイクシステムのパイプおよびエルボに
ついて，亀裂やクランプの緩みがないか点検しま
す。ホースおよびチューブについて，他のホー
スやチューブおよびワイヤリングハーネスとの接
触がないか確認します。

• オルタネータベルトおよびアクセサリドライブベ
ルトについて，亀裂や破損その他の損傷がないか
点検します。

複溝プーリのベルトは，セットで交換しなければな
りません。セットのうち1本のベルトだけ交換する
と，そのベルトには交換しなかったベルトより大き
な負荷がかかることになります。古いベルトは引き
伸ばされているからです。新しいベルトに過剰な負
荷がかかると，ベルトが破断する危険性がありま
す。

• 清浄な燃料のみをフュエルシステムに供給させる
には，フュエルタンクからの水および沈殿物の除
去を日常的に行う必要があります。

• 配線およびワイヤリングハーネスについて，接続
部の緩みおよびワイヤの摩耗や擦切れがないか点
検します。

• アースストラップについて，接続や形状に不良が
ないか点検します。

• バッテリ充電器については，スタータモータのド
レイン電流に対して保護されていないものはすべ
て切り離しておきます。エンジンのバッテリに
ついては，メンテナンスフリーでない場合，バッ
テリの状態および電解液レベルを点検します。

• ゲージ類の状態を点検します。ひび割れている
ゲージ類は交換してください。正しく較正でき
なくなったゲージ類は交換してください。

i02657878

ウォータ･ポンプ - 点検

ウォータ･ポンプが故障すると、エンジンにオーバ
ヒートによる深刻な問題が起き、次のような状態が
生じる恐れがあります。

• シリンダ･ヘッドの亀裂

• ピストンの焼付き

• その他のエンジンへの潜在的な損傷

注記:ウォータ･ポンプ･シールは、冷却系統内の冷
却水によって潤滑されます。エンジンが冷えて、部
品が収縮するにつれて少量の漏れが生じるのは正常
な現象です。

ウオータ･ポンプに漏れがないか目視点検してくだ
さい。冷却水が大量に漏れている場合は、ウォー
タ・ポンプ・シール、またはウォータ・ポンプを新
しいものに交換してください。分解および組立手順
については、分解および組立マニュアル ,ウォー
タ・ポンプ－取外しおよび取付けをご参照くださ
い。
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i05273555

保保証証編編

警警告告のの内内容容

排出ガス保証について

このエンジンについては，製造時点で定められてい
たガス状排出物の基準および排気ガスの基準への準
拠が認定されている場合があります。また，排出ガ
ス保証の適用範囲となっている場合があります。各
エンジンの排出ガスに関する認定および保証を確認
したい場合は，PerkinsディーラまたはPerkinsの代理
店にお問い合わせください。
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3,000サービス時間ごと.................................47
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50サービス時間ごとまたは毎週 ...................47
不定期の整備 ................................................47
毎日 ...............................................................47
警告の内容........................................................76
警告ラベル..........................................................6
（1）汎用警告 ................................................6
（2）エーテル ................................................7
見回り点検........................................................74
エンジンの漏れおよび接続の緩みの点検 ....74
交換容量 ...........................................................33
参考情報 ...........................................................18
参照情報........................................................18
始動モータ－点検...........................................72
車両の一般情報 ................................................14
製品の吊上げ ....................................................20
製品の保管........................................................20
保管の条件 ....................................................20
製品識別情報 ....................................................18
吊上げと保管 ....................................................20
電気系統 ...........................................................13
接地方法........................................................13
燃料インジェクタ－試験／交換.......................64
フュエルインジェクタの取外しと取付け ....65
燃料および寒冷時の影響..................................30
燃料タンクの水および沈殿物-排出..................69
フュエルタンク.............................................70
水分および沈殿物の排出 ..............................70
燃料貯蔵タンク.............................................70
燃料系統，フィルタの交換 ..............................67
エレメントフィルタ .....................................68
スピンオンフィルタ .....................................69
燃料系統，燃料系統のプライミング ...............65
燃料系統プライマリ･フィルタ／ウォータ
／セパレータ－排出 .....................................67
燃料系統プライマリフィルタ（ウォータセ
パレータ）エレメント -交換 .........................66
燃料節減のための推奨方法 ..............................27
排気ガス認定ラベル .........................................19
排出ガス保証について .....................................76
被駆動装置 -点検 .............................................57
非常停止 ...........................................................28
保証編 ...............................................................76

SJBU8325-04 77
索引編



補充容量 ...........................................................33
クーリングシステム .....................................33
潤滑系統........................................................33
目次.....................................................................3
冷却系統冷却水（市販ヘビー・デュー
ティ）－交換 ..................................................51
ドレーン........................................................51
フラッシング ................................................52
燃料充填........................................................52
冷却系統冷却水添加剤（SCA）－試験／
添加.................................................................55
SCA濃度の試験.............................................55
必要時のSCAの追加 .....................................56

E

Engine Valve Lash - Inspect/Adjust......................64

V

V-ベルト－点検／調整／交換 ..........................73
交換する。 ....................................................74
調整 ...............................................................74
点検 ...............................................................73

ア

アフタクーラ･コア－清掃／試験 ...................48
アフタクーラ･コア－点検 ..............................48

ウ

ウォータ･ポンプ -点検 ....................................75

エ

エンジン－清掃 ................................................57
エンジン･エア･クリーナ･エレメント（シ
ングル･エレメント） ‐点検／交換 ................59
エンジン･エア･クリーナ･エレメント(デュ
アル･エレメント) -清掃／交換 ......................57
エアクリーナエレメントの整備 ...................57
プライマリエアクリーナエレメントの清
掃.................................................................58

エンジン･エア･フィルタ･サービス･インジ
ケータ -点検...................................................60
サービスインジケータの試験.......................60
エンジン･エア･プレクリーナ -清浄 ................60
エンジン･マウント（防振装置) -点検.............61
エンジンオイルおよびフィルタ-交換 ..............61
エンジンオイルの排出..................................62
エンジンクランクケースの充填 ...................63
スピンオンオイルフィルタの交換 ...............62

エンジンオイルレベル-点検.............................61
エンジンの運転 ................................................27
エンジンの始動 .......................................... 12, 24
エンジンの始動後.............................................25
エンジンの始動前....................................... 12, 24
エンジンの識別 ................................................18
エンジンの説明 ................................................17
エンジンのサービス寿命 ..............................17
エンジンの仕様.............................................17
エンジンの冷却と潤滑..................................17
エンジンの停止 .......................................... 13, 28
エンジンの停止後.............................................28
エンジン始動 ....................................................24
エンジン停止 ....................................................28

オ

オルタネータ－点検 ........................................49
オルタネータ･ベルト－点検／調整／交換
(ポリVベルト).................................................49
交換する。 ....................................................49
調整 ...............................................................49
点検 ...............................................................49

ク

クーリング･システムクーラントレベル－
点検.................................................................54
クーラント回収タンクがないエンジン ........55
クーラント回収タンクのあるエンジン ........54
クーリングシステムクーラント（ELC）-
交換.................................................................52
ドレーン........................................................53
フラッシング ................................................53
燃料充填........................................................54
クランクケース･ブリーザ（キャニスタ）‐
交換.................................................................56

ケ

けがの防止........................................................12

シ

シリアル番号プレート .....................................18

タ

ターボチャージャ－点検 (装着の場合) ............72
取外しと取付け.............................................73
点検 ...............................................................73
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サービス資料の内容 .......................................4
安全について ..................................................4
作動 .................................................................4
保守整備..........................................................4
保守整備の間隔...............................................4

フ

フュエルシャットオフ .....................................23

ホ

ホースおよびクランプ－点検／交換 .............70
ホースとクランプの交換 ..............................71

ヤ

やけどの防止 ......................................................9
オイル ...........................................................10
ディーゼル燃料.............................................10
バッテリ........................................................10
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ラ
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製品およびディーラ情報
注記: 製品識別プレート取付け位置に関しては，取扱説明書の ”製品識別情報”をご参照ください。

納品日:

製品情報
名称:

製品識別番号:

エンジンシリアル番号:

トランスミッションシリアル番号:

発電機シリアル番号:

アタッチメントシリアル番号:

アタッチメント情報:

顧客装置番号:

ディーラ装置番号:

ディーラ情報
店名: 支店:

住所:

ディーラ連絡先 電話番号 営業時間

販売:

部品:

整備:
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